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はじめに　IntroductiOR

　　灘原植生は北海道の低地植生を特徴づける最も代表的なものである。過去において北海道には至る処に湿

原をみることができたが，農耕地の拡大した現在，その面積は急速に減少している。しかし今iヨでも勇払湿原

をはじめ釧路湿原，風蓮湿朦，サロベツ湿凍などはその規模の点においてわが岡の代蓑酌な湿陳である。

　　北海道の低地湿猿植生について，これまで生態学的な研究の対象となった湿原は，既に姿を消した静狗：泥

炭地や幌向原野，開発途上にあるサロベツ湿原や釧路湿原，霧多布湿原など大都分が高1脅湿原に関するもので

ある。

　　田1や3G）は釧路湿原の有姓について長年にわたる研究成果をまとめ，その中で低層湿原植生の大要を報告し

ている。沼沢湿漂や低層湿凍は踏査が極めて園難であるために群落型の記載も未だ十分なものとはいえない。

　　簗者らは，1974年以来，道央部の最も大きな酒代である勇払湿原について研究を行なう機会を得た。勇払

湿原については，1960年にその保護保存の必要性が叫ばれていたが，湿原植生の実体について生態学的研究が

進められていなかった。勇払湿原はサ獄ベツ湿原などと違って，いわゆる低層湿原から高層湿凍に至る推移過

程や，高轡湿原の発達が乏しく，立地の大部分が御前山火lj．】灰で覆われた野望土壌上にあり，1：1本のような火

山國にしかみられない火山灰土上の発達初期の湿原植生の研究地として興味ある湿原の一つである。

　　勇払原野の植物学的研究は，ほとんど行なわれていない。フロラについては，半沢淘博土が1899年｝こ苫小

牧，勇払，鵡川を中心に行なったことがある。この蒔採集された植物の大部分は北大機学部標本庫セご所蔵され

ており，今日では貴重な資料となっている。その後，学生実糊をかねて伊藤らの断続的な採集が，弁天沼を中

心にして行なわれているが，これもまた，未発蓑の状態にある。最近室蘭女子文化短大の原（1974）は，“胆振

のフロラ”と題された小冊子や，植物採集二諏一スに，胆振地方での珍奇な植物を報告しているが，その中に

勇払湿原に関係するものとして，イボクサ，カナビキ・ソウ，タルマイソウの新発見が挙げられている。
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　　勇払猿野の過去に於ける植物相については，詳らかな資料がない。しかし明治24年北海道庁技師内田瀞＊

らの北海道殖民地撰定紀文44）によって，明治20年代の勇払地方の植生を概観する事が出来る。以下，北海道殖

民地撰定報文によってみよう。ここでは，参考のため，隣接する諸原懸の面相についても記しておく。

　　（1）亜平原野（安平原野）

　　安平川は勇払川河1＝1の上流半黒（2km）の処で勇払川に注ぐ長さ約72　k芸llの河川であるが安平原野は安平

川右岸植蘭村宇美々を距たることほぼ8kln，長さ約3．6　km，幅約！～1．8　kmの小野と左岸部の編約40m，長

さ約3，6klnの間の地を指している。やや農業に遷する地であって，アイヌ人達は，粟，稗，馬鈴薯を耕作し

ていたらしい。植生についてはふれていないが，安平川，左右岸は林野となり，カシ17や茅草が繁茂していた

ようである。土性については，上土は0．3～0．6m尺の沖稜土，下二：1二は灰砂で，一見肥沃にみえるが，砂が少な

いので潅志するのでなければ，早越の害を免れえないという。

　　②厚真原野

　　厚真川は安平用の水源と向背している「シアビラ」喬に源を発し，その沿岸部に，樽前火山灰でおおわれ

た原野を現出している。川岸はハンノキを生じる湿地があるが，その他は風草のみで，木を生じていない。朋

墾に期する部分は「ウルク」地方にあって，そこではやチダモ，ハルニレ，カツラ，クルミからなる粗林が

みられ，樹下には09～1．2mばかりの高さのナナツバ＊＊，その他雑草がみられた。「ウルク」の上流域（8　km

ばかり）の1回忌ホリナイ地方では川近傍に樹木が断続して粗林を形成していた。「ウルク」より厚真川下流

約2．2kmばかりの処の支流「チケヅペ」川とチケッペ川の支流「チカユプ」川の間にる「チカユプ原野」で

は主にヨシを生じ，その上にハンノキが散在していた。

　　（3）　　鵡∫ll原野

　　原野は，ほとんど茅又は草原であって，処々にハンノキやヨシが旺んに繁茂していたようである。なお明

治29年刊行の撰定報文選2報＊においては，紀州沿岸原野についてやや詳細な記事がある。それによると河畔

の平地樹には，ニレ，ヤチダモ，カツラ，シナノキが多く，樹下にはハギ，フキ，ハンゴンソウ，ヨモギ，ク

サソテツ，諏ブスマソウ類が繁茂し，湿地には，ヨシ，スゲ，ハンノキ，ドロノキ，ヤチダモ，ノリウツギ

などが生えていた。河岸に下した処では生長不良であったらしく，その理由は火山灰が厚く堆積している故で

あるという。丘陵の乾燥地には，ナラやカシワの巨木があって，下草は，ササ，スゲ，滋モギ，ハギその他ユ

リ科の植物が繁茂している。上流「シムカゴ」地方は，ニレ，ヤチダモ，キハダ，ハリギリ，カツラ，オニグ

ルミの類が生長し，その発育も良好である。下草には，ハンゴンソウ，オオイタドリ，ヨモギがあって，よく

生育していたようである。

　　（4）ケヌプチ原野（劒淵原野）

　　原野の高丘には広葉樹が少なく，ナラ，カシワが生じ，高い処ではやや密生するが，低い処では疎生して，

10アールに僅かに3～4株にすぎない。下草にはスズタケ，ハギ，カヤ類が少ない。河騨にはニレ，ヤチダモ，ハ

シドイ類が成長し，下にはスズタケの他，フッキソウ，ハンゴンソウ，ヨブスマソウ，クサソテツなどが生じ，

必ずしも一様でないという。湿地は一般に殻斗科の霜林で下草には灘シ，ミズバショウ，高地はナラ，カシワ，

シラカンバなどの雑木林で下草にはスズダケを生じていたという。湿地にみられる殻斗類の構物が具体的に何

であるかはわからない。ミズナラ，コナラ，カシワ，クリなどが考えられるが，これらの植物はヨシやミズバ

ショウの生育する立地には少ない。

　　以上のように明治20年代の記録によれば，勇払原野一…帯には原生的墨i襯をもった森林はなかったらしく，

　＊　内H／i瀞／891：北海道殖民地撰驚報国（フ［：），102～！08．

　　1勾i内1．1　　瀞　1896：　　i司　　．．1：二　　第2幸艮

＊＊ハンゴンソウ儲者注）
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一般的に漏旧地はヨシ原に成立するハンノキ林で，丘陵地はミズナラやカシワなどでさらに」一地条件のよい庶

陵の谷闘のような処はハルニレ，カツラ，ヤチダモ，オニグルミなどの昌木林でおおわれていたようである。

　　本稿は前報のサロベツ湿原に次いで北海道低地湿原三生の群落分頬に閃する研究の結朱である。本研究で

も各群落の分類にあたり，Sociation－Association分類系を二巴した。なお勇払湿原に関する植生分布と立地

条件との関係および成立基盤と発達過程の特災性についてはその一己こついて既に報告している16β5＞。

　　　　　　　　　　　1。　勇払湿原の概況　　Physical　Out；ine　of　Yufutsu　Mire

　1．地形・地質・土壌　　Geograph｝・，　Geology　and　Soil

　　調査地はマヤ小牧巾束プゴ約12kmに位にする「勇払陳野」を中心に北は三原台地を経てウトナイ沼まで，束

は「平木沼湖沼群」の三段する厚真町共栄を今む範臨である。湿原の大部分は葵々川，ヵ払川，女平川，三品

川流域の河川氾濫原（三角州性低地）に形成されたものである11）。湖沼や湿原は現海瓢砂丘の形成に伴う後背地

や河州の自然堤防後背湿地に発達したもので，低湿地帯には砂泥より成る河川堆積物の他に泥炭，泥炭質粘土，

山積土よりなる湿原堆積物が広範巨薩に分布している11・12）。一方，湿原は柏房τ，II壷川から厚真の台地の谷最低湿

地にも分布している。柏陳台地は標高16～17m，1！，川，厚真の台地はやや高く漂1；，122　m前後で非常に平坦で

ある。火山噴出物が厚く覆い砂礫層より構成されているが，二筋低湿地は河川の量昆濫堆積物が主要で一議に泥

炭后の発達もみられる11）。

　　調査地は地質学的には極めて玉要な“札幌一苦小牧｛氏地帯”に三一している。表ll－1地質は樽前火山および

恵庭火山由来の二期火回償出物で構成され，地質時代的には71積世に紅1する。また調査地の⊥壌は河積土が多

いが，鉱山域の表層には20～50cm程度の低｛立泥炭が堆積し，多くの場舎火山灰や火口砂礫，酒石などが介在

している。台地の血筋低湿地の基盤土壌は三門火山由来の灰白色の火山灰，火山砂礫であり，表左，上壌は腐藻

や泥土（シルト，粘土）が主体で，一部にスゲ・ヨシ泥炭，ミズゴケ泥炭が発達している11，12）。

　2．気　候　Climate
　　本調査地を含む胆振i地方は北海道の気象区分では太平洋側四部気候区に属する3。）。その蒋微は，冬季には

比較的温暖で降「「が少なくili沃が続くこと，また6～8月にかけては爾北が多く海霧が発4、すること（霧日数77

1三i／年）である。8月の平均オ温は20QC荊後であり，1ヨ1最｝・‘メく温が30。C以上になることは稀である。温i訂ゑ指数

は57．2m．d．，年降水：τ：は1，249　mmである。　Figs・1～2には～i1小牧71∫の気候図を示した。

　3．植生概況　　Outline　of　Vegetation

　　本調査地の湿膿は成立基盤や発達過程の面からみて，挫格的に共なる2つのタイプに火別される。一・つは

河川の自然三三や三三砂丘後、貯地に形成された大小の湖沼および平木沼湖三三の湖岸三間孟地に発達した，いわ

ゆる“二化型”の湿原で，ここにはやチハンノキ，ヨシ，スゲ類を主体とする低層湿原樋生が広く成5kしてい

る。他の一つは柏原や静川，1∫冥丘陵の谷闘および弟払原野の火山灰の厚くナll積した低凹地の過海1蕩軽上に発

達した，いわゆる“沼沢化型”の湿田である。ここにはホシクサ類，イヌノハナヒゲ類，イグサ類より構成さ

れる沼沢植物群落やヤチヤナギ，エゾイソツツジ，ツルコケモモを伴ったミズゴケ群落など特ノくな植生が分布

している。これらの湿原は大規杢蝦よ河川改修による流路の変実や排水溝の影響を受け乾燥化に向っているが，

しかし，ウトナイ沼東炉一帯，安藤沼ノδ辺，粕原丘陵谷湿原，および平木沼湖浩群一帯はその影響も比較的少

なく自然状態が保持されている（1975年当時）。

　　ウトナイ沼を含む身払湿原は，植苗，柏原，弁天を結ぶ台地と背小牧市街地末部旧砂丘列とに挾ま身tた標

高2～5mの低湿地帯に1云がる，鼓大幅東隣に約5km，最大長南北に約8kmの広大な湿原域である。火山噴

1二1：物を基盤とする地下水位の低い所は，水嚢，畑，牧野，工業用地，住宅造成地などに変貌し，原植生の姿を

とどめているところは少ない。ウトナイ沼東承および酌示の泥灰集穣地で，地下水位の面い所にはヤラメス
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ゲ，ツルスゲなどのスゲ類が多く，また湖燦部にはキタヨシが純群落をつくり，低い所にはイワノガリヤス群

落やヤチハンノキ低木林が分布している。また火山灰堆積地にはホシクサ類，イヌノハナヒゲ類，コウガイゼ

キショウ類が多く，特異な景観を塁している。ウトナイ沼の東方，順砂丘列後背湿地は比較的泥炭層が厚く，

乾燥地では林床にミズゴケ小丘の発達したヤチハンノキ低木林が成立し，湿潤地にはツルヨシ，エゾサワスゲ，

ムジナスゲを伴ったヤチヤナギ群落が分布している。

　　旧安平川下流域一帯に展厚請する勇払湿原の中心部は泥炭層も厚く，また小沼が散在し，湿原を南北に流れ

る小流が蛇行している。湿厘中央部の泥炭集積地にはイワノガリヤス群落が優占し，また沼汀線や流路辺縁に

はキタヨシやヤラメスゲ，オニナルコスゲなどの大形スゲ類が多い。湿原周縁都にはヤチハンノキ低木林や高

木林が広く展開している。ヤチハンノキ林域で泥炭層がうすく，火由灰の厚い貧養立地ではミズゴケ小丘の発

達が顕著である。また入為的にしろ自然にしろ乾燥化した小丘上には地衣類やスギゴケ類の侵入が著しく，ス

スキ，ヤチヤナギ，ヒメシダの増加も臼立つ。旧河道跡や堤防状起伏地では火山臓繊物が厚く堆積し，ここに

はヤチハンノキーホザキシモツケ群落やミズナラ林が成立している。

　　粕原の湿原は標高16mlソヨ外のなだらかな台地の谷間に発達した沼沢湿原で，その規模は南北に1．8km，

最大幅200mであり，当地域のこの種の湿原としては比較的大きい方である。湿原中心部の泥土堆積地ではイ

ヌノハナヒゲ類，ホシクサ類，アオコウガイゼキショウが多く，また礁径20Cm前後のミカヅキ・グサ叢盤株が

モザイク状に散在し特異な相観を呈している。周辺部はミズゴケ堆の発達が著しく，組成の異なる種々のミズ

ゴヶ群落が分布している。またミズゴケ堆の高燥化に伴って，ヤチハンノキ，ノリウッギ，エゾイソツッジ，ヤ

チヤナギなどの侵入が著しく，底層にミズゴケ小丘を伴ったヤチハンノキ林が成立している。さらに泥土の少

ない泥侠集積地ではムジナスゲ，オオイヌノハナヒゲなどが群落をつくっている。

　　静川台地東斜醐～帯，標高10～151nの地に分布する朝日沼，平木沼，三ヵ月沼など合わせて8撫の湖沼

の連なりを“平木沼湖沼群”とよんでいる。朝i三1沼以外の沼はウトナイ湖や弁天沼と異なって，湖岸低湿地帯

の幅が極めて狭く，薩ちに森林帯に接続している。朝i鯉召は他の湖沼に比べて水深が浅く，糊辺部一帯が広く

湿原になっている。湿原の基盤はヨシ，スゲ泥炭でかなり厚く，また淳滞水位も高い。植生は沼中心より周辺

に向って帯状に配列していて，例えぽ沼汀線の水位の高い所にはヤチスゲ，サギスゲ，カキツバタなどが多く，

水位が低くなるに従い，ムジナスゲ，キタヨシ，イワノガリヤスが多くなり，漸次ヤチハンノキ林に移行する

パターンが一般的である。ヤチハンノキ低木林で水位の低い所には粕原湿原と同様にミズゴケ小丘が散在し，

さ嚇こ高燥化した所ではヤチダモを混じえるヤチハンノキーホザキシモツケ群落が分布している。
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　　　　　　　　　　　IL　調査地と調査法　　Areas　Studied　and　Metl｝ods

　1．調査地区牙　　Research　Divisions

　　調査地は勇払川と安平川の下流域一帯の通称“勇払原野”，ウトナイ沼東燈および南犀，柏原台地，弁天沼，

安藤沼，静川台地の平木沼湖沼群の6地区より成り，本研究ではこれを一括して勇払湿原と呼ぶ。“勇払原野”

のほぼ喚央部，旧安平川流域を“勇払（Y＞”とし，これを中心にして柏原台地との闘の火山灰堆積地を“勇払

北部（YN）”，安平州堤防側を“勇払東部（YE）”，安平川河口脊りを“勇払南部（Ys）”と細区分した。柏源台地

は湿陳の発達する谷の位齢より“柏原菓部（KIEまたは1く）”と“柏原西部（KW互，　KIW2）”に細区分し，また平

木沼湖沼群の調査地は朝日沼（As），平木沼（H），王ヵ泥沼（M）の三湖沼とその周辺低湿地である。そのf也安

藤i沼（AN），弁天沼（B）およびウトナイ沼（U）とその周辺の低湿地がある。これらの位置はFig．3に示した。

　2．調　査　法　　Methods

　　植生調査はカラー航聖写真による相観区分と現地踏査の組み訪わせで行なわれた。使用した航空写真は

1974年9月撮影のもので，スゲ類はやや濃い禍色，イワノガリヤスはうすい褐色，キタヨシや水生植物は鮮緑色，

ヤチハンノキは濃緑色を回し，植生型をよく反映していた。また火山灰や泥土の堆積地で水位の低い所は茶褐

色を呈し，ホシクサ類，イヌノハナヒゲ類，コウガイゼキショウ類の分布と合致し，水位の高い所は黒褐色を

呈し水生植物の分布と一致する。以上のような方法で，相観によって区分された均質な植分（スタンド）につい

て全出現植物の優占度と群度（Braun－Bi組quet法）および植：被率，植生高を測定し，また低木林，高木林の場

合には階層構造も記録した。調査面積は群落の大きさに応じ任意であるが，最小面積を陵駕するよう考慮した。

　　水盤植物群落の調査はウトナイ沼，平木沼湖沼群，弁天沼，安藤沼および柏原，勇払湿原の小沼について，

1975年8月目集中的に行なった。沈水植物については手製の採集用具を用い，湖底面を5剛すくい植生のおお

よその種組成を数度階級によって評価した。ウトナイ沼の勘合には湖水の透明度が高く，かつ水深が浅いので

沈水植物の被度を測定することも可能であった。

　　群落の分布と環境条件との関係を探るため勇払中央都と柏原束湿原について湿原を横断する線状調査区を

設定し，地形測量を行ない微地形断面図を作成した。地形に沿って三生型が変わる毎に土壌断1預を観察し記録

した。調査は1974年11月上旬予備的調査，1975年7月から9月上旬に本調査，そしてヤチハンノキ林の一部

については1978年8月に補完的調査を行なった。本調査地より得られた377方形区の植生調査資料を整理し

た結果，水生植物群落15基群集，沼沢湿原植物群落6墓群集，低層湿原植物群落18基群集，ミズゴケ湿腺植物

群落5基群集，ヤチハンノキ林7暴群集，代償植生4群落が認められた。次章において各群落の記述を行なう。

　　　　　　　　　　　　III。　群落の記載　　Descrlption　of　COn曳muni亡les

A．水生植物群落　　Hyd｝70phyte　Com玉nunities

　a．沈水植物群落　　Submerged　Plant　Co翼nmunities

　　（1）セキショウモ・ク篇モ基群集（Table　1）　The％／Z～5〃8万αα51α〃ζ7α．理》，‘み泥／α”8〃〆。〃α！ζ‘

　　　　sociation

　　本群落はウトナイ沼と朝日沼から得られた。水深40～85cmの深い所に生育している沈水植物からなって

いて，全出現種14種類のうち！G種が沈水植物である。Nakano22），宝月13｝によれば諏課り1ではセキショウモ，

ヤナギモなどは動水性，砂質土に，またクロモ，ホザキノフサモなどは静水性，泥土に生育しているという。

本調査地の場合，砂質底土でセキショウモ，泥，質土でクロモが優勢になる傾向は認められるものの爾考は一般

に混生しており立地上のすみ分け現象はない。左京沼では沈水植物は水深2．5～3．5mに生育し底質が泥土の場

舎が多く，クロモ，セキショウモ，センニンモなどが混生し優勢であり，これらの現存量が多いことは蜜栄養
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TabIe　1． Floristic　con上posltiQn　of　宅he　Vαπf∫〃6r18’αα∫～々‘～ぐ1α・恥♂1ゴZJα

℃，（ヲ1≠ガ‘1〃α～｝α　sociation．

Stand　nUmber As－3　As4　As詑　U－2　U－！　U－12　U－13

Ωuadrat　area　（ln2）

Vegetat三〇n　c・ver（％・）

、Vater　deptl儀（cm＞

Number　of　s夏）ecies

25　　　9　　　6　　25

75　　　　45　　　　70　　　80

62　　　　42　　　　63　　　60

3　　　5　　　5　　　7

25　　100

85　　90

60　　55

5　　　6

　　　U－8　　U－11　　て」一4

25　　100

90　　　95

85　　　55

8　　　6

25　　25

95　　90

8G　　55

4　　　7

　　　　Submerged　plants

LD　　「レ「α〃ゴ∫ノzθ1ゴαα5～ζ拡ノσα

LC　尺y4配～ατ・ωプ～c～♂♂認α
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O
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O
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　　　ム08’θ3ノ妙。ノ～～6α

　　　％’αノ〃。μθ〃♪1惚’oノ～9’‘∫

　　　％ごα7η09部。〃μノ：！b〃α々’∫

LC　ム41y万oρみツ〃～〃μ砂∫研甜ノμ

　　　砺α5班αプ〃～α

　　　Cθ1編。♪1り，必〃π461ノ～β触〃〃

　　　アbピαノ〃098ご。〃！♪8罐ノzα々’∫

　　　1）0薦〃’096オ0π1Z皮β7η♪んツZ々‘∫

o

0

o

d

O

a

a

O
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●

f

o

a
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f

f

O

　Floatin8－leaf　plants

B／rα∫6ノ～～α∫o乃プ8∂8ノゴ

Tノη♪αブαρo〃かα

理y〃ψ1～αoαど6々ugoノ～αVaL

　z8かπ80πα

αノ㊧π♂（」1フ～zヌ砂。ノ’∫ατ

0

0

0

f

f

o

f

f O

a

■

○

0

r

●

O

f

0 0

0

■　　　　　　　　　　　，

0 0 0

r

0

LD＝Local　DOminan£．

LC識しocal　Constant．

d；dom玉nant，　a：abundant，　f＝frequent，　o：occasiona｝，　r；rare．

な湖の指標であるという20・29）。また大型湖沼の沿ナ嵜i・｝；における水草の分布には湖底の傾斜と波浪の強さが関係

するという報告43＞があるが，本調査地の場合も波浪の少ないゆるやかな水底顛斜を示すウトナイ沼や朝Fl沼に

群生している。本群落の主導種はセキショウモ，恒存種はクロモとホザキノフサモである。クロモやナガバノ

エビモ，イパラモは尉部的に擾占することがあるが後二者の恒存度は低い。随伴の浮葉植物は，ヒシ，エゾノ

ヒツジグサ，タヌキモがウトナイ沼で，またジュンサイが朝臼沼で記録された。

　　（2）エゾノヒルムシq基群集（Table　2＞　The∬娩‘エ，〃ogごωπ加如砂廼♂1〃3　socia£量on

　　本群落は，勇払湿原，朝日沼，平木沼，三ヵ月沼および弁天沼にみられる。本職群集の立地は，底質が砂

質土から泥土までの範囲にみられる。底質土の違いは本群落の随伴種の出現に影響している。砂質土の多い部

分ではエゾノヒルムシロに随伴して，ミズニラ，ナガバノエビモやホザキノフサモなど6種の沈水二物がみら

れ，B53の例を除いて，全て沈水植物から構成されている（B53では5種中4種は沈水植物）．泥土質底土にな

ると，全体の種数が多くなるか，あるいはエゾノヒルムシロを除いて，浮葉植物や挺水晒物の占める割合が多

くなる。主導種はエゾノヒルムシロである。筒部的に優弔するものには水ザキノフサモやタヌキモがある。殊

に後者が優占する場合には，泥土層の厚さが10cm以上に達していた。
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Tab韮e　2．　　Flor呈stic　compositiorl　o：f　t1〕e％’α〃，og8オ。ノ～ん6’βノ・0／）1リノ1」～‘5　socla土ion，

Stan〔l　number M4　B6工　B48　B53　Y21　A19　M16　B60　B59

Ωuadrat　area（m2）

Ve慕etat1on　cover（％）

Water　depth（Cm）

Number　of　species

9　　　100　　　100　　　100　　　25　　　25

55　　90　　70

4G　　25　　35

2　　　2　　　3

80　　60　　30

38　　50　　50

5　　2　　　3

100　　100　　100

80　　85　　90

70　　2G　　23

　4　　　5　　　9

　　　Submerged　1）lants

D　％∫αノπ098’oπ1～8♂81ηρ16〃π∫ 3．3　　　5．5　　　2．2　　　2．2　　　4．4　　　2．2　　　4，4　　　4．4　　　4。4
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o　　　　　　　　　　　　o　　　　　　　　　　　o　　　　　　　　　　　o

●　　　　　　　　　　　　●　　　　　　　　　　　●　　　　　　　　　　　●

・　　　　　　　　　　　●　　　　　　　　　　　　o　　　　　　　　　　　●

1．！　　L1

■　　　　　　　　　　　．

●　　　　　　　　　　　●

o　　　　　　　　　　　　　●

●　　　　　　　　　　　　　・

十　　十

十　　　・

・　　十

　　（3）エゾノヒルムシ環一フトイ基群集（Table　3）　The」％如〃098メ02zゐ6∫6ノ砂ノリ〃～45一＆ゐ08／zoρZ召。’z‘∫

　　　　オαゐ‘ηフ～α‘～〃～0π’α〃∠　sociatlon

　　本群落は弁天沼にみられた。甫1∫述のエゾノヒルムシロ基群藥に連続する群落であって，挺水櫨物であるフ

トイの優占度が増大した，エゾノヒルムシロ群落の一型である。刷子の泥土腰が厚くなるにつれて，フトイが

次第に優占度を増し，また局部的にタヌキモが多くみられるようになってくる。

　　主湧：種は，エゾノヒルムシ・，概存穣はフトイである。群落構成種の生活翌類型をみると，萌群落同様，

沈水植物の割合の多い場合と，エゾノヒルムシロを除いて沈水植物に乏しい場合とがある。しかし，これらの

相違と環境条件との一義的な関係はみられなかった。

　　（4）ナガバノエビモーガマ斑基群集　　Theん∫αノπogθ’ωzρ1駕Zoノ～gz’54bψゐαZα‘ヴ∂Z～αfragmentary

　　　　SOCIatlon

　　本群落は，安藤沼で記録されたもので，25m2方形区で，ナガパノエビモ（22），ガマ（2，2）であった。構成

種は他にミズニラ（紛，エゾノヒルムシμ（÷）があり，沈水植物と挺水植物の緯み合わせからなっている。群
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Tab蔓e　3．　Floristic　composition　of　the拘6α1πog8’oπゐ磁召ノroρゐごy蔽‘3＿

　　　　　56ゐ08ノ砂♂磁‘3オα加7ηα8〃20・～伽∫sociation，

Stand　number B68 B75
155

B75
151

B75
162

B75
149

Quadrat　aτea（m2）

Vegetation　cover（％）

Water　depth（cm）

Number　of　species

4

80

35

2

4

95

35

6

4

70

30

7

4　　　　　4

85　　　　70

30　　　　30

8　　　　　4

　　　Submerged　piants

D　2％彦α刀zo8αoπ118’8roρ1zツZZz‘5 4．4 3．3 3β 4．4 3，3

ム。θ’6∫ゴ妙07z∫6α

rbオα？π098’oπρθアブbZガα彦π∫

∫bムρ7駕10／zgμ5

■b乙μc勧のz‘∫

班y7尋ガ。擁ツ伽η多ゆ廊α薦ノμ

！．1

十

2．2　　　　十

1ユ　　　　1．1

十　　　　　十

・　　　　十

十　　　　　。

　Fユoating一ユeaf　p亜ants

ひ晒α4αプ∫αゴ＠oπ∫oα

？耳y4ア℃6加点∫ぬ6ぬ

5．5

十

十

十

2．2

●

3．3

　　　Emerged　plaHts
SD　30ゐ。θπoμ86如∫頗る6η置α8ノπ022∫αη∫ 2．2 3．3 4．4 3．3 3β

昂プα9痂’85coηL〃τμπ∫∫ ● 十　　　　　・

SD＝Subdominant．

落立地の水深は55cmあり，水深の上からガマ群落の先駆相であり，ヒルムシR層やミズニラ層を主体とする

沈水植物群落の極限根とも考えられる斑基群集である。

　b．浮葉植物群落　　Floating－ieaf　Communities

　　（5＞　ヒシ群集（Table　4）　The　Trapetum　japonicae王to　et　Umezawa，1970

　　本群落はウトナイ沼と三ヵ月沼から記録された。ウトナイ沼ではU18にみるように，ヒシ純群落の部分

もあるが，U17のようにクロモやイバラモなど沈水植物を随伴する部分あるいは三ヵ月沼のM15のようにジ

ュンサイ，エゾノヒソジグサなど同じ生活型をもつ植物からなっている部分もある。群落構成種数は3前後

で，ヒシは水生植物群落の構成メンバーで広く池沼にみられるが，ヒシの優占群落の場合は，言種を混生する

ことはむしろ少なく，それだけ純群落を構成しやすい。

　　（6）エゾノヒツジグサータヌキモ基四丁（Table　5）　The理y〃みρ1zα8α’8∠昭gω～αvar．紹昭goノ～α一

　　　　翫万ごπ妙～α加・航αS・Ciat至・n（cf．　The　NymphaeetUm　tetra9・nae　lt・e亡UmezaWa，

　　　　1970）

　　本群落は勇払湿原にみられる湖沼中，比較的普通にみられた群落の一つであって，Table　5は平木沼，三

ヵ月沼および柏原湿原から得られた資料からなっている。主導種はエゾノヒツジグサ，恒存種はタヌキモであ

る。そして，ジュンサイやヨシは本基群集での普遍種である。

　　群落構成種の生活型類型の割合からみると，柏原湿原からの例のように，浮葉植物一挺水植物の組み合わせ

の場合（K51，　K　52，　K　107＞と浮葉植物のみあるいは浮葉植物一沈水植物との組み合わせの場合とがある。柏

原湿原のK51，　K　52およびK107の立地では水深20～25　cmで，他の立地が水深130　cmを超えるのに比べ

ると著しく浅い。この水深の浅さが，このような異なった2つの生活型の組み合せを生じたのであろう。この
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    3i;,Y,ptittaci)liEi`ltzi{kme{}k･RgJIi{ff5ti

Floristic composition of the Trapetum japomcae.
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Stand number U 18 U 17 M 15

Quadrat area (m2>

Veg.etation cover (%)

Water depth (cm>

Mtid thicl<ness (cin)

Number of species

400

100

 ge

  1

25

100

 85

 3

100

180

 80

 40

 3

     Floating-leaf

D 1"7mpaj' aponica

plants

5.5

 .

 .

5.5 4.5

B7usenia sch7-ebe7'i

A]l>,mphaea xet7ugona var. tetlugona

.

.

1.1

+

  Submergecl plants

NJ,df'illa wei-ticillata

Nay'as 7na7-ina

.

'

3.3

1.1

.

.

Table S. Floristic composition

Utricula7-tla juponica

of the A5,niphaea

soclatlon.

tet7ugona var. tet7ugona-

Stand number M 115 M 17 Hl M 11 K 51 K 52 K 107

Quadrat area (in2)

Vegetation cover (%)

Water depth (cm)

Mud thickness (cm)

Number of species

100

85

140

25

 3

225

 90

130

40

 3

     Floating-leaf plants

l) A5,mphaea tetiagona

C In'i-icula7-iay'aPonica

var. tetlugona. 4.4

+

5.5

 .

900

 85

 4

3.3

2.2

100

 50

200

 30

 4

3.3

+

100

90

20

 5

2.2

4.4

100

 80

 25

 5

4.4

÷

Biusenia schi`e.bei'i

T7iipa j'aPonica

Jlotantogetoit distincttts

+
.

.

l.1 3.3

÷･ --

 ･u 1.1 ･ ･

100

 50

 20

 6

3.3

+

 .

 .
2.2

 Submerged plants

vaillisei'ia 've?'ticillata . .

  Emerged plants

J7wugi?tiltes coinmtt7iis

,1leinctts g7"acilli･inzts

Ca7'ex thunbe?Agii

Sagitta7-ia aginashi

Eleocha7"is 7na7garitacea

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

･

.

.

.

.

.

.

･

1.1

1.1

 .

+
 .

2.1

1.1

+
 .

 .

Ll

 .

2.2

 .

Ll

C == Constant.
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Tabk　6．　Fioristic　co皿pQsition　of　the茄郡6ノ滑川2ゆ62安

　　　　　　乃’αノη096’0π厩82砂ん5伽5S・ciat玉on．

Stand　number M12　As7　K　133　K　116　As5　As　13　M　10　As6　K33　As　8

Quadrat　area（皿2）

Vegetation　cover（％）

Water　depth（cm＞

Mud　th1ckness（cm）

Number　o乏species

100

95

110

30

　1

25

8G

41

15

2

25

70

70

2

25

60

50

2

9

70

60

10

4

100　　100

90　　　30

70　　160

30　　　40

　4　　　4

25

90

52

25

4

25

60

38

4

9

35

54

20

6

　　　FIQating－1eaf　plants

D　βノη58ノ踊α∫6ん2一θ667・∫

　　ム弓y2ノψ肱θαψθかugo7zα

　　　var．∫8’プα8η刀α

　　砒プ∫α4α万αブα♪oπ∫oα

　　7搬ραブ砂。／zκα

5．5　　4．4

Q

■

●

÷

4．4 3β 4．4

2．2

1．1

55

十

十

3．3　　　5．5　　　3。3　　　3．3

÷

十

十 十

・　　　十

・　　　十

　　　Submerge（玉Plants

C　1％孟α〃zo98彦。π1z伽ro勉ツ伽5　・ ・　　　1ユ　　　・

嘩　　　　　　　　　　　　　　，　　　　　　　　　　　　　P

。　　　・　　3．3

2．2 十 十　　　十　　22

・　　　十

十

％孟ψノu6♂oπgμ3　　　　　　・

β汐α？19απ加2z　5∫6ノ～o♪んツ〃2〃μ　・ ●

o

　Emerged　Plants

＆ガψκ∫彦プ＠翅67¶

EZ80CILα7一∫∫ノノ耀刀毎Z♂αオα

　var。・ツ・ZOOαゆα

● ◎ 1．1

十

十

場合，水深の深い部分は明らかにヨシのような挺水植物を欠いており，エゾノヒッジグサータヌキモージュン

サイ基群集で，浅いところではエゾノヒツジグサータヌキモーヨシ基群集で代表させられる。本群落はネムμ

コウホネを欠き，タヌキモを随伴し，そしてシロミノハリイ，キタ塑シ，アギナシなど挺水性湿地植物を混生

する点においてエゾノヒツジグサ群集と区別される。

　　（7）ジュンサイーエゾノヒルムシロ基耕集（Table　6）　The鋤π58ノ～～α50加泌81滋n）ごα〃～08・6，0〃

　　　　ゐ8’87て）ノ）1zつノZ♂π∫　sociation

　　本群落は朝日沼，三ヵ月沼および柏原湿原にみられた。主導種ジュンサイと盤存種エゾノヒルムシロの2

つの異なった生活型植物の組み合わせからなっている。前述したエゾノヒルムシロ基群集と比べると，両種の

優占度はそれぞれの基群集で逆転しているが，エゾノヒルムシロ基群集では，構成種17種，総出現回数35の

うち，沈水植物が20，浮葉植物が9で，全体の約60％は沈水槙物でl！孟iめられる。他方，本基群集では構成種数

9種，全出現種数33中，浮葉植物幽現数21，沈水植物鼠｝現数9で，60％以上は浮葉植物で占められている。

　　表にみるように本基群集では部分的にジュンサイは単独優占するが，時にエゾノヒツジグサやタヌキモが

付随してみられた。

　c．挺水植物群落　Emerged　Plan£Commu疏ities

　　（8）　コウホネータヌキモ基群集（Table　7）　The　Nz4）ゐαrブα汐。ア～如‘ノノz一σ≠7・～α‘♂α痒αノα！）o厩6αsociation

　　　　（cf．　The翫ρんαブブ砂。／3ガα〃ノz一硫1比扉αプどαブαρo／2廊αsoc．　Tachibana　et　Ito，！980）

　　本群落は勇払の湿地溝およびウトナイ沼で記録されたが，大都分はウトナイ沼に集中している。立地の水

深は1m以下であり，群落は概して池沼の水深の浅い部分に成立しやすい。しかし出現種数合計14種のうち，



Taわ玉e　7．

勇払湿原の植物生態学的研究

F1・ristic　c・mpositiol玉・f　the翫助α1・ノ砂・ノz癬ノノ3一伽伽Zα万α

ノα1）0πτごα　SOClatlonら

25

Stand亘umber U112 U75　Y75　U75　U75　U75　U75
210　　　　086　　　　214　　　　205　　　209　　　　215

Stan（1　area（1漁2）

Veget飢ion　cover（％）

Water　depth（Cm）

Number　of　species

100

60

50

　2

100　　　4

85　　70

55　　80

　4　　　5

225　　100

70　　70

55　　50

　6　　　8

25

85

60

3

25

80

55

5

　　　Emerged　Pla蹴s

D　茄ψゐαノゴ‘ψoノエ∫α’〃’ 3．3 4．4

3．3

3．3 4．4　　　4．4　　　　5．5　　　　4．4

z舵α〃fαzα々ybZ〆‘‘

君9～‘細‘1〃μガ’測～αメ～18

π∫〃）μ溶z，～49αノ容

M碗yαπ魏θ5君ノ『げbZ∫α∠α

5Cゐ08／10μげα〃∫如δ61槻αθ〃～ω～∠α〃∫

3．3

22

3．3

十

十

●

1．2 ●

o

十

十

　　Floating－leaf　Plants

C　翫樒πZαノゴαゴ妙。〃ノα多

　八ら’〃ψゐα0α’8吻90〃‘五var．’8傭90〃α

　　Tノτψαブ妙。ノ～∫6α

十 。　　　　2．2　　　十，1　　　　3．3

1．1　　1．1　　　・　　　十

…　　　　　　　　　　十

　　　Submerged　plants

C　ハあη噂’砂1LメZπηzミρ1偲観〃匹

　　∫b‘α〃zo9β♂oπμ7プ∂Zガαメ14∫

　　rb乙ゐ醜ザ（ψ1り，伽5

　　％乙ρ1u8♂oπ9κ∫

　　坊ノ4プ〃αu8漉。∫〃微τ

1．1　　　1．1　　　1．1　　　　・

十　　　・　　　・　　2．2

十　　　…

・　　L1　　　・　　　・

・　　2．2　　　・　　　。

挺水植物は6種で，全種数に対する比は半数弱で，浮葉植物や沈水植物が米だ生活する余裕が残っていること

を示している。

　　主導種はコウホネ，普遍種にはマコモ，タヌキモ，ホザキノフサモがあり，いずれも生活型を異にして

いる。

　　本基群集の内容をみるとマコモの多い部分とタヌキモの多い部分とに分かれるが，前者は湿原内の旧流路

跳の深い溝に，また後渚は沼縁の泥土の堆積地に分布している。筆者らがサロベツ湿原より記載した群落より

一般に種類構成が豊窪である。

　　（9）マコモーエゾノヒルムシ覇基群集（Table　8）　The　Z舵αノz∫αZ傭狗Zfα一jPb如〃三〇8窃。π

　　　　1～召妙砂妙Z伽∫soclation（cf，　the　Zizano－Phragmitetum　Naka鳳。，1944＞

　　本群落は勇払湿原，弁天沼およびウトナイ沼で記録された。優占種はマコモ，恒存種はエゾノヒルムシロ

である。マコモ，フトイは挺水植物で，沈水植物であるエゾノヒルムシロの上職こある。群落構成種11種中5

種は挺水髄物であるが，表にみるように群落の主体はマコモ，フトイとエゾノヒルムシロよりなる。先に述べ

たエゾノヒルムシローフトイ基群集に比べると立地の水深条件は略々同じであるが，底質が異なり一般に泥土

である。また前表では沈水植物に占めるヒルムシロ属植物が本編群集より多く，全体的性格において，異なる

生活型群落に属していると考えられる。群落構成種数は4～6種平均5種である。
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Table　8． Floristlc　c・mposition（）f　the　Z～脚～’α」α々圃ガζz一ん‘α〃’・9卿π

ん8‘8ノ砂ゐツ♂Z〃∫S・C三ati・n．

Stand　number

Ωuadrat　area（m2）

Vegetation　cover　（％＞

Water　depth（Cm）

Nunlber　of　species

Y402　　U404

25

95

30

！

25

90

20

！

B75　B75
166　　！50

　4　　　4

70　　90

30　　35
　4　　　4

B75
146

4

35

25

5

Y75　U75
072　　203

16　　　25

90　　　35

20　　　50

　6　　　5

　　　Emerged　plants

D　zガ辮2zゴαzα孟⑳z∫α

C　＆加召ノ～oμ8c甜3∫αゐ8ノ層〃α8〃～o／z’αノ～ガ

5．5

Eg‘‘ガ5飲〃π．β醐’α診批

κZ806ゐαノー’∫∫1～麺ア・∫∫’α

π∫勿～〃廊τz‘Zgα1噂ム9

　Float二ng－ieaf　plants

遅y〃ψゐα8α孟8如902z6z　var．オ8伽g・〃α

σ6万α‘Zα万α∫αカ。〃〆。α

　　　Submerged　plants
SD　∫b護αノπ098♂o〃1麟β1砂1り〃z‘5

　　乃彦．♪ノw♂oπ9呂‘5

　　Z∫06’θ3ゴ砂。π∫oα

5．5 4，4　　　　5．5　　　　3，3

1．2　　1。1 十

5．5　　3．3

1．1　　　．

●

22　　　　4．4　　　　3．3

・　　　÷　　　1．2

十　　　・　　1．2

！ユ

÷

十

●

●

十

十

3．3

班yブガoρ13メZz〃μ秘）かご励侃 ● ， o 十

　　（10）ミツガシワージュンサイ基群集（Table　9＞　The　M6〃」・‘〃〃zθ5〃カ〔∂♂～α6‘z一おノτ魏〃～α56ノ～7τ∂‘ノ痒

　　　　SOCIatlon

　　本群落は勇払湿原，朝畑召，平木沼および粕原湿原にみられた。優占種はミツガシワ，亜優占種はジュン

サイである。表にみるよ貧こ群落金体の種類構成は挺水植物と浮葉植物の混生からなっているが，先に述べた

ジュンサイーエゾノヒルムシロ群落に比べ，浮葉植物群落構成種が減少すると共に，挺水植物であるミツガシ

ワを生じている点で異なる。

　　（11）　フトイーヒメハリィ基川州（Table　10）　　The　3ごん。βノzoゾ）Z8c加5，‘診6，フ～‘z‘〃〃。π，α〃かE！6（，‘ん‘〃お

　　　　ゐα〃β彦5盈α漉αSOC1ation

　　本群落は勇払湿原と朝日沼で記録された。次に述べるフトイーミズドクサ・スギナモ基群集とはフトイの

他にミズドクサやスギナモを介して接続する群落であるが，ここではフトイの下∫醸こヒメハリイが亜優占種と

して，またミズドクサが恒存種としてみられる。水深が20～30cln　4）処にみられ，構成回数は4～7種である。

群落構成種の上からはフトイ，ヒメハリィとスギナモからなる部分と，それにスゲ類や隷シ，マコモあるいは

アギナシが加わる代りに，ミズドクサやスギナモの退化する部分とがある。

　　（12）フトイーミズドクサ・スギナモ基群集（Tabie　11）　The　3凶。ε〃。μ（ノ繭’∫！α加ノ7’‘ど6ノ〃。〃ごα〃距

　　　　Egz痂8‘乙‘〃3ガz‘沈αオ∫Z6・Hψρ〃僧’5η～49α7層∫5　sociatlon

　　本群落は勇払湿原にみられた。池沼の水生群落中でも，沼の縁で，水深が次第に浅くなると成立してくる

群落である。フトイ，ミズドクサとスギナモはほぼ共優占の関係にあり，従って群落名はこの3種によって表



Table 9.

     Y;, 11, en igli C() i{fi im tiL, ma egE ASi liFF 3i

Floristic composition of the Menyanthes trijbliata-

B7usenia schreberi sociation.

27

Stancl number Y As 21 K 14 H2 A S23

9uadrat area (m2)

Vegetation cover (%)

Water depth (cm)

Number of species

1

20

3

20

35

3

35

3

16

80

40

3

9

50

35

4

     Emerged plants

D Adenyanthestrtlfbliata 5.5 3.1 2.2 4.4

fVi7xxgm,ites com,lttun･is . + + .

2.1

+

  Hydrophytes

Ca7"e:x lyngbyei

Egtti.setum flteviatile

+
+

.

.

.

.

.

.

SD

.

.

 Floating-leaf plants

Biusenia sch7-ebeiAi

f'btam(rg'eton hetei"ophorllus

AL>,mphaea tetiugona var. tetlugona

.

.

.

3.3

 .

 .

3.3

 .

 '

2.2

Ll

 .

3.3

 .

1.1

Table 10･ Noristic cemposition of

Eleochaf'is kamtschatica

the Sthoenoplectus tabef'naemontani-

soclatlon.

  Stand number

9uadrat area (m2)

Vegetatien cover (%)

Water depth (cm)

Number of species

Y 22 Y 118 Y 400 As 92 Y4

z

90

20

4

1

90

25

4

1

80

20

4

1

50

30

6

1

80

15

7

     Emerged plants

D SZrhoenoplectustabernaentontani

   Eleocha7'is kamtschatica

5.5

3.3

4.4

4.4

4.4

l.1

1.1

3.3

4.4

Ll

H'impiei'is vuigai-tls

Eguisetuniy7uviatille

2.2

+

2.2

+

1.2

+

 .

Ll

.

.

Ca?4ex xJesica7'ia

12h7zzgnultes communis

Carex koidxitm･ii

Sci?:Ptts trigttetet'

Sagittai-ia aginashii

Zixaitia latijCblia

.

.

.

'

.

.

.

.

'

.

.

'

.

.

.

'

.

.

1.1

+
+
 .

 '

 .

1.2

1.1

 .

m
1.1

"
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Table　11． Fioristic　c・mposition　of　the＆加6〃。μ臨‘‘5励8〃～αω〃。鷹ノ～か

ん卿勲〃呂．伽ひ～α’1Z8・五1～〃・〃ノゴ側zイ嬉－αノ雇ガ3　sociati・n．

　Stand　number

Quadrat　area　（n｝2）

Vegetati・n　c・vef（％）

Water　depth（cm）

Numbαof　species

Y75
059

　！

50

15

　4

1）

D

D

　Emerged　plan乳s

＆：1めθ〃0」厚66甜∫忽’β’¶〃α8〃～0ノ漉〃々

Eg～溶8‘’〃μ．π～‘厩α∠～♂6

η～”〃プ5曽〃忽zフ卿齢

z薦αηガαzα功碗ガα

αε・61z副∫脚〃zf♂Zα’αvar．解ZO‘αψα

　Hydrophy毛es

Cα’で灘ら，1～8わツε！

C．・oθ∫’（rαノゴα

1．！

3β

2．2

／ユ

9

Y75
061

1

60

15

4

Y75
032

　1

80

20

　6

1ユ

2，2

L1

2．2

0

3，3

3．3

33

●

2．2

o

e

o

ゆ

十

十

Table　12．　　F至orist三。　conユpos三tion　of　the　f／4ソ）’”『～∫・L，’49切1・15　facies．

Stand　number

D

Ωuadrat　area（m2）

Vegetatめn　cover（％）

Water　depth（cm）

NUmber　of　species

U119

　1

90

30

　2

　£merged　plants

訪”～〃おη屠gα7・ガ∫

E（μ〆58ご～〃ノ診ガz‘刀丘zごか♂‘r

＆ゾ註06πo〆8‘甜∫彦αゐ6’フ～α6ノ〃。〃如〃～

EZ80cんα7一～5たα刀庭561～α∠～‘α

5，5

YII7 Y35

1

90

20

3

55

十

〇

●

十

十

〇

1

90

20

4

5β

十

十

十

示されている。本群落になると，構成種の生活型類型は挺水植物と湿生植物とからなっており，もはや沈水植

物や浮葉植物がみられなくなって，挺水植物群落の中核として，フトイ群落は独自性を確立するようになる。

　　（13）フトイ純集　　切貼＆／～061～oρZ6【湾々ご∬‘～∂6ノブ～α召”10”’ごε”’facles

　　本群落はウトナイ沼と勇払面桶にみられ，フトイのみからなる純群落である。群落立地の水深は40cmあ

り，フトイの優占度は（5）で示される。小さな池沼では，フトイはこのように純群落をつくることが珍しくない。

　　（14）スギナモ純集（Table！2）　Theκψ♪乙‘1・～3・o雇9銘ノ廊facies

　　本群落は水底働斜のゆるやかな池沼の縁や流水のある浅い流路中に成立しているので，ウトナイ沼東岸湿

原と勇払で得られた。分布域は極めて狭い。



Table 13･ Floristic composition

sociation (I) and the

of the Eleocha7"is kanttschatica-H'i2pui'is

Eleocha?'is kanitschatica-.T)tncus papillosus

vuigai'is.Eguisetum flteviatile

sociation (II>.

Cemmunity types I[ l 1[[

Stand number Y 75
 e89

Y 75
 088

Y 75
 e91

Y 75
 092

Y 75
 093

Y 75
 081

B5
127

B5
102

B5
136 103

B5
le5

Quadrat area (m2)

Vegetation cover (%)

Vegetation height <cm)

Water depth (cm)

Number of species

4

80

40

2

3

4

90

40

1

4

4

80

35

2

5

4

80

20

5

6

4

95

40

1

6

1

70

40

6

8

' I

50

25

10

6

1

40

40

15

8

1

50

30

15

8

1

70

40

25

10

1

50

40

15

10

D
c
c

 Emerged plants
Eleochai"is kamtschatica

Himpt{ris wulS'a7'is

Equisetum. .17ux,iattlle

3.3

1.1

2.2

2.2

1.1

3.3

4.4

3.3

2.2

÷.1

4.4

 +

5.5

1.1

+

3.3

1.1

2.2

L
2.2

 .

 .

3.3

 .

+

3.3

 .

 .

4.4

 .

 '

1.2

 .

+
Eleochai'is mamillata var. cyclocaipa

Schoenoplecttts tabernaeittontan･i

Zt12ania lattlfolia

Alisma canal･iculattem-

SZzgittai'ia aginashi

.

.

'

.

.

.

.

.

.

Ll

 .

 .

 -

 .

2.2 ･

 -- -- t-

 .

+
1.1

 .

1

.

.

.

.

.

.

+
.

.

.

.

'

.

+

.

+
.

+
.

.

.

+
+

     Submerged
C .Pbtam.ageton

plants
heteivphJ,llt{s . . . . . +

i
;

1.1 + 1.2 3.3 3.3

1)bt. p7uelongt{s

Uic'i'i(Jula7'ia 1'ciponica
.

.

.

.

.

÷

'

.

.

÷

'

'

.

.

.

 '
3.3

.

+
.

.

    Floating-leaf
C ?Hl>,divcharis

plants

dubia . . . ' . .

:

+ Ll + 1.1 2.2

sS2)aiganiunt stenoph>,llttm . . . ' . '

'

. . ' . +

c
C
c
c

 Fen/Marsh plants
,J)tnctis pal)illosus

.Jl g?ucilll･intus

Cai'ex thttnbeig'iil

1]btsgonum sieboldii

'

.

.

.

.

.

 .

 .

 .

1.1

.

.

.

÷

 .

 '

 .

1.1

.

.

'

+

i
l

l

I

3.3

2.2

+
 .

 .

+
1.2

 '

+2
 1.1

 1.2

  .

1.2

22
1.1

 .

2.2

3.3

+
 .

iS2rabzgbus tEyl'vesti'is var.

Rh7uginites communis
Lobelia sessilijblia

J2tncus haenfeei

Cicttta z,il"osa

']naxvnozvlckvtz '

'

.

.

.

3.3

 .

 .

 .

 .

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

1.1

 .

 .

 .

 .

.

.

'

'

.

E

.

.

.

.

.

 .

Ll
 .

 .

 .

.

.

.

.

.

.

+
.

.

'

.

.

.

.

.

s.,

ge

pt

e
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ss
y- RLi

tw

s
su

$

$･



Table 14･ Floristic composition of the Eriocaulon decenij7

wiridula sociation.

orutn (.Ertlocaulon monococcon)-Carec

Stand number Y 61
Y.75
 044

Y 43 Y 30 Y 75
 041

B5
172

B5
109

Y 75
056 Y48 B5

142
B5
131 U86

Quadrat area (m2)

Vegetation cover (%)

Vegetation height (cm)

Number of species

1

50

20

10

1

70

20

13

l

95

10

13

1

90

15

14

1

6e

30

l5

1

90

30

14

1

70

30

15

1

60

30

15

i

85

25

18

1

90

30

19

1

90

30

l8

1

70

!o

19

 D
SD
 c
 c
 c
 c
 c
 c

Eri.ocattlon decenij7o?'um

Eriocattlon monococcon

.Ibuncees paibillosus

Viola 'verecttnda var. semilunaris

Carex viiAidt{la

Sa7vth7u laxa

b"iadenu.m 1'aponicttm

Calamag7'ostis langsdoi:6iii

2.2

+
+
+
 .

+
 .

'

2.2

2.2

4.4

2.2

22

 .

+
÷

4.4

Ll

+
1.1

2.2

+
+

 .

3.3

1.1

3.3

1.1

2.2

+
+
+

2.2

2.2

2.2

2.2

2.2

 '

1.1

.

4.4

3.3

+
+
+
÷

+
+

3.3

3.3

3.3

 .

 '

2.2

1.1

+

3.3

2.2

2.2

2.2

2.2

 .

1.1

+

3.3

+
3.3

+
1.1

+
 .

1.1

4.4

3.3

3.3

+
1.2

1.l

1.1

 .

4.4

3.3

2.2

+
 .

1.1

 .

÷

3.3

+
+
+
2.2

+
+
1.1

c
c

c
c

Sanguisoiba tenuijblia var. alba

Lobeli;a sessiltll(blia

Zotcq2)us 7naackianzts

l)b()tgontLm steboldiil

.

.

.

.

1.1

.

 ,

+

+
-

.

.

÷

÷

.

'

+
+
+
+

+
'

÷

.

 .

1.1

+
+

Ll

1.1

+
+

.

.

+
.

 .

2.2

 .

1.1

+
1.1

+
2.2

1.1

+
+
+

  Dinzeria oi7tithopodn var. teneitt

  Agrostis clavata

  Dtvse?u 7'ottt?id･ilfolia

  Rh:ynchospo7u .faberi

  Pbtentilla egedei var. gioenlandica

  ,Jletncecs kiu?neri

  Rh2ugmites communt's

  Carex capillacea

* Asternovil-be(gii

+
 .

 .

3.3

 .

 .

+
 .

 .

 .

 .

 .

 .

1.1

 .

 .

2.2

 .

+
 .

.

+
 .

 .

.

 .

1.1

+
+
.

.

.

+
.

.

.

 '

 .

.

.

+
 ･

.

1.1

 .

 .

+
Ll

 .

 .

 .

.

 .

 .

.

.

+
.

.

.

.

.

.

 .

 .

1.2

 .

+
 .

 .

 .

 .

+
+
.

+
 .

1.1

+
 .

 .

.

.

+
.

.

.

.

.

.

 .

2.2

+
 '

 .

 .

 .

 .

+

+
+
 .

+
 .

11

.

 .

 .

8

ym
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ss
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ss

H
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,Junctts gizzcillimus

as,rica gale var. tomentosa

Carex thu.nbeigii

Cilcuta virosa

Galium ti'ij7dum var. brewipedunculatum

.Pbtentilla f)'ttyniana

1Vi7ugmites juponica

IZIbilobiunt angttstij{blium.

Cai'ex stipata

Eguisetum palusti'e

J[o,sitnachia thyi"si17otu

Cai'ex j'aponica

Coptils t7'ijblia

fa;eris dentata

,fttnctts haenketl

Sbi7)e}tts zerichttiue

.ht.ncus ten'uis

Hdlo7icrg'is 7itticiuntha

Gentinna xollittgei'tl

iSipi7uea saliciifblia

Lasti"ea thelyptei'is var. pubescens

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

+
.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

'

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

･
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.

.

.
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+
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+
+
.

.

.

.

'
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.

.

.

.

.

'

･

.

.

.

.

.

.

.

.

.

'

 .
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 .

 '

+
 .
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 .

 .
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 .

1.1

+
+
+
 .

 '

 +
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 .

 .

 .
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 .

 .
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 .
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 Emerged plants

Eleocharis kamtschatica

II'>'iglochin palptstre

.

.

Ll

 .

.

.

.

.

.

.

.

.

.

+

.

.

.

.

l.2

+

･

.

.

.

 Moss
SPhagnuin subobesttm 2.2 +.2 1.2 +.2 +.2 . . +.2 . 2.2 +.2 +.2

* A naturalized plant
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　　（15）マコモーキタヨシ群集（Table　27）　The　ZizanrPhragm｝tetum　Naka且。，1944

　　後述のキタヨシ群集の項で記述する。

B．沼沢湿原植物群落　　Marsh　Vegetation

　　（16）ヒ田川リイースギナモ・ミズドクサ基群集（Table！3＞　躍60ぬ〃・’5々α〃’♂5漉α〃α‘一Hψ汐’〃廊

　　　　刀z4盈α1廊・E卿勲〃ノβガ～御～α砒S・ciatbn

　　本群落の主導種はヒメハジイで，その恒存種には同じ生活型をもつスギナモとミズドクサ，アキノウナギ

ツカミの3種である。しかし優占度では，アキノウナギッカミが最も劣っている。これら3つの恒存種を除く

と，残りの植物の出現回数は低い。

　　植生高は40cm位に達し，調査時の水深は1～6　Cmで，次に述べるヒメハ財一アオコウガイービキショウ

基群集に比べ水量に乏しいが，出現植物の多くは沈水一挺水植物であるのは興味深い。

　　本群落は勇払湿原中心部の水底傾斜の緩かな浅い小沼の縁に生じる。底質は一般に泥土であるが比較的う

すく，夏季の渇水期にはしばしぼ乾洞する。分布域は極めて狭い。

　　α7＞ヒメハリイーアオコウガイゼキショウ基群集（Table　13）　The捌806ゐ‘〃廊加〃～’5ごナ／～磁1‘4－

　　　　」κノ～α‘∫ραρ〃・∫z4∫soc量ation

　　本群落は弁天沼で記録された。殊に弁天沼の東岸にみられた群落で，フトイ群落に接して発達している。

ここでは水深は1G～25　cmに達して，前述の群落より常時湛水の状態にあり，土壌は泥土質よりはむしろ火山

灰を混じた砂質土壌である。主導種はヒメハリイ，慣存種には沈水植物であるエゾノヒルムシロ，浮葉植物で

あるトチカガミ，沼沢植物であるアオコウガイゼキショウ，ぬコイ，アゼスゲがある。

　　（18）コイヌノヒゲ（・エゾホシクサ）一エゾサワスゲ基群集（Table　14）　The　E吻‘側♂ω～4868〃曜01惚1μ

　　　　（・Eノ¶’OCζZど401Z　ノη0／ZO606COノ～）一Cα1裾㌘∫1一’づ～zZαsociati・n

　　本群落は摂養多湿な火山灰土上にのみ特徴的に成立するもので，勇払中心部，弁天沼，ウトナイ沼東岸に

分布する。分布域を勇払湿原全体の古地理と照合してみると，概ね旧砂丘と旧湖沼の接点部，すなわち旧い時

代の湖沼の辺縁部を中核としているようである。そういう意味では，一種の遺存的群落とも言える。群落の中

核はコイヌノヒゲ，エゾホシクサのようなホシクサ属植物とエゾサワスゲ，アオコウガイゼキショウ，コケオ

トギジ，アギスミレ，シタミズゴケ（勘加8フ～z〃μ5’め。加∫μ励を挙げることができる。殊にコケオトギリとエ

ゾサワスゲの組み合わせば，火山灰土のような鉱物質土壌から成る多湿地にみられることで，著者らの一入伊

藤は北見国小向沼においても観察しており，両種の群落帰属性を決める上に興味ある現象である。

　　群落出現種数は，総数45種の多数を数えるが，榎存種も多くアオコウガイゼキショウ，エゾサワスゲ，ア

ギスミレ，コケオトギリ，ミズオトギリ，イワノガリヤス，ナガボノシロワレモ潔ウ，サワギキョウ，ヒメシ

ロネ，およびアキノウナギッカミである。恒存度は低いが本群落に特徴的に出現するものに，カリマタガヤ，

イトイヌノハナヒゲ，モウセンゴケ，ミツバオウレン，アリノトウグサ，ハリガネスゲ，シタミズゴケなどが

あり，これらは本州の暖温帯谷湿厘や火山灰を基盤とする貧養沼沢群落の構成種と共通のものである。

　　（19）エゾホシクサーアオコウガイゼキショウ基群集（Table　15）　The君1層1配α認。〃〃3ω～0606‘oη一

　　　　」腐πcz‘5ヵαメ》μ♂05配5　sociation

　　本群落は朝日沼の北側，丘陵の谷筋低湿地より詑録された。これは基盤の火山灰コ：二上に泥土の集積した沼

沢地に成立しているもので，前述のコイヌノヒゲ（・エゾホシクサ）一エゾサワスゲ塞群集に近く，種類組成上から

は前基群集の退化柏であると【司時に次に述べるミカヅキグサーイトイヌノハナヒゲ基群集の先駆相でもあり，

両者の移行的性格をもつものと考えられる。筋基群集の中核的樵物のうち，コイヌノヒゲ，エゾサワスゲ，イ

ワノガリヤスの脱落，コケオトギリ，アキノウナギツカミ，アギスミレ，ナガボノシロワレモコウ，ミズオト

ギリなどの衰退が澤立ち，出現総種数も22種で約1／2に減っている。これに対してホタルイ，ドロイ，ホソバ
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り【lab養e　15． Floristic　compositio鷺of　the　E7マわ6α〃。πフノ影。ノ～0606ω〃一

」｝〃～‘～‘3∫）α∫》～ZZo5～‘∫　sociation．
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ノシバナ，コタヌキモの侵入は旧基群集の立地よりも湛水条件下にあることを示し，またミカヅキグサ，オォ

イヌノハナヒゲ，イトイヌノハナヒゲの侵入と恒存性は次に述べるイヌノハナヒゲ属植物によって特徴づけら

れる貧養沼沢地響群落への推移を示竣する。

　　Stand　No．　As　1・は朝日沼北東辮の低1豊！1滞水地より得られたもので，カリマタガヤの優占する植分であ

る。ここではアオコウガイゼキショウが少なくイトイヌノハナヒゲ，アギスミレの増加，ネバリノギラン，ヤ

チヤナギ，ヌマガヤの侵入がみられる。カリマタガヤが優閉するこのような都分は，勇払湿原の海姥寄りの砂丘

後背湿地からも1stand（I　m2方形区）得られた。その種類組成ではカリマタガヤ（5．5），コイヌノヒゲ，エゾ



Table 16. F}Qristic composition of the Rhynchospora alba-Rhrvncltospora fkeberi seciation.
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ホシクサ，コケオトギリなどのコイヌノヒゲ・（エゾホシクサ）一円ゾサワスゲ基群集やエゾホシクサーアオコウガ

イゼキショウ基群集の中核植物の他ミズオトギリ，サワギキョウ，コガネギク，キタヨシなどが見繊される。

これらの植物はいずれも優占度は（十）で，ほとんどカリマタガヤの純群落に近い相観を呈している。

　　（20）ミカヅキグサーイトイヌノハナヒゲ基群集（Table　16）　The　R1～5り～訪。功。π」α1みα一R1～ツ〃c1～oゆ。薦

　　　　ノ「～τゐ8’ゴsociation

　　本群落は鵜原丘陵谷筋低湿地に．成立する貧養沼沢湿源のr国亥を成すもので，勇払北部の火山灰堆積地や静

趨丘陵の平木沼湖沼群地帯にも［斯続的に分布している。群落の立地は火山灰土上に講辺丘陵地より流入した泥

土の椎積地である。融雪期や豪爾晦以外には水深は浅く1～5cm程度である。群落を特徴づける種類はミカヅ

キグサとイトイヌノハナヒゲを含めたイヌノハナヒゲ属植物である。これらの植物にアオコウガイゼキショ

ウ，ヤチヤナギ，サギスゲとエゾコガネハイゴケ（Cα〃ψヅ爵〃μ∫’8」如‘～〃’3（｝｛edw．）C．∫ens，）などが加わって

群落の骨組が出来上り，さらにこれら中核植物に加えてナガボノシロワレモコウ，キタヨシ，サワギキョウ，

ヤチスゲなど低層湿原要素もかなり恒常的に出現してくる。出現回数は7～17種目水位変化に薄応して変動

し，水深のある立地ではコタヌキモ，エゾノヒツジグサのような水生植物にホソバノシバナ，コアニチドリ，ア

ギナシ，コイヌノヒゲ，エゾホシクサなどが生じて種数はU種以下である。それに対して滞水をみない立地で

はコケ層の発達がよく，ヒメワタスゲ，モウセンゴケ，ヒメシダ，ハリガネスゲ，エゾサワスゲ，ヤチカワズ

スゲ，ムジナスゲなど多くの低層湿原，ミズゴケ湿原要素が加わって14～17種に達する。本群落は貧養沼沢地

の帯化の先駆相を成す特異な群落の1つと考えられる。

　　（21）サギスゲーヤチスゲ基群集（Table　17＞　The　Eブ～o♪1～o／7〃み97uo漉℃α紹即♂∫η～05‘‘sQciation

　　　　（cf．　The　Caricetum　limosae　Ito　et　Ulnezawa，1970；The　Cα昭澱♂加。∫α一Eガ。♪1～ωフ〃μgノπ6∫♂θ

　　　　s。ciation　Tachibana　et　lto，1980）

　　本群落は前群吊切様柏原において最もよく発達している。立地は池沼辺縁の多少ともスゲ泥炭の集積した

滞水地で泥土の混入が著しい。主導種はヤチスゲ，恒存種はサギスゲ，サワギキョウ，ナガボノシロワレモコ

ウ，キタヨシ，アギナシ，ヤチヤナギ，ミズオトギリであり，泥土地ほどサギスゲの優占度が高く，また筋墓

群集の構成要素，ミカヅキグサ，イトイヌノハナヒゲ，ドロイ，アオコウガイゼキショウなどの出現度が高い。

エゾノヒツジグサやミツガシワは遺存一存森である。

　　ヤチスゲを優占種とする群落には，高1蕾旧習からヤチスゲ群集が記録されており，また回報のサロベツ湿

源からは本群集に属するヤチスゲーサギスゲ基群集が記録されている。本湿謀のサギスゲーヤチスゲ塞群集の

立地はサロベツ湿原のそれとは大分災なり，構成種の内容にも相異がみられる。

C．低層湿原植物群落　Fen　Vegetation

　　（22）ヤラメスゲーーオニナルコスゲ基群集（Table　18）　The（ノαノ裾ら・〃g毎・6∫一Cα撒じ汐8∫1ごαノ漁

　　　　SOC互atlon

　　ヤラメスゲの優激する群落は，北海道の海幸沼沢地や河川の辺縁に分布する北方型大形スゲ群落の代学的

な群落で，一般に混生種が少なく純群落をつくる。他方，頻繁に冠水し排泥の著しい泥炭集積地においても卓

越する。本暦群集は勇払湿原の旧安平川流域の池沼辺縁や弁天沼北羅一帯など水深10～60cmのシルトをかぶ

った泥炭上に生じる典型的群落である。草高60～110cmのヤラメスゲが優占し，オニナルコスゲ，アゼスゲ，

ソルスゲなどのスゲ類，ホソバトウヌマゼリ，ミズドグサが懐存種として群落を特糊づけている。クμバナロ

ウゲ，ヤナギトラノオ，エゾイヌゴマ，サワギキョウなども恒存度は低いが本群落の立地環境を特徴づける種

群である。植生標本は譲三に勇払の弐心部と弁天沼から記録されたが，ウトナイ沼畔，安藤沼，朝｝上沼，美々川

流域等にも広く分布している。
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Table　17． Floristic　composition　of　the乃吻ゐ。η〃1z　g鷹ノ」β一Cαノ48烈

”〃’0∫αsociation．

Stand　number
1（75　K75　K75　1（75　K75　K75　K75　1（75　K75　K75　王（75
　41　　43　　16　　09　　36　　23　　25　　32　　28　　38　　14

Ωuadrat　area（m2）∬

Vegetation　cover（％）

Vegetation　helght（cm）

Nurnber　of　species

1　　1　　1　　1

80　　　75　　　80　　　70

40　　30　　30　　　30

13　　15　　14　　5

1　　1　　1

90　90　70

3G　30　30

10　10　10

　1

フ0

30

10

1　　1　　1

80　80　90
30　　35　　25
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Table　18． Florlstic　compositio漁of　the　Cαr8露らPノ～9みツ6どLCα’℃躍τ，ε5∫cα1ゴαsoc三ation（：D

and　the　Cα7・θ∬砂πgみッ8委一CαZαノノ」αg7η5’ノ51απg5407がf　sociation（玉1）。

Community　types 工

Stan（玉number
B75　Y75　Y75　Y75　Y75　Y75　Y75　Y75
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Vegetation　cover（％）

Vegetation　height（cm）
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　　（23）ヤラメスゲーイワノガリヤス基群集（Table　18）　The　Cα7でむ砂π9うツ6’一CαZαノノ～α9プ。∫諮

　　　　伽95♂07沸sociation

　　本群落は前基群集よりは沈泥の少ない泥炭集積地に成立しているもので，勇払中心部の流路辺縁低湿地に

分布している。ヤラメスゲの優占性は保持されているが，オニナルコスゲ，アゼスゲ，ミズドクサの衰退，ク

ロバナロウゲ，ヤナギトラノオ，サワギキョウなどの高高とイワノガリヤス，ツルスゲの増加によって前司群

集と区別される。

　　著者らのうち橘は1977年8月，十勝海岸の海跡湖である長節湖，湧洞沼，生花苗沼周辺の沼沢湿原：を調査

した。これらの沼沢湿原は河ロデルタ地帯に発達したもので，ヤラメスゲ群落の分布域が広く湿原の籾観を代

表する群落の1つとなっている。十勝と勇払両湿原の資料を整理した結果，ヤラメスゲ優群集，ヤラメスゲー



Table 19. Fioristic composition of the Carex lyngbbleti-Sittnt sttave var. sitatte community in tlae Tokachi marsh and the Yufutsu mire.

   I: Care`x lyngbyei consociation, II: Carex lblngbrvei-Polygontfni amph'ib'iu'tii sociation, III: Carex lyngbblei-Ca?-ex thunbergii

   sociation, IV: Carex INngbyei,-Carex vesickeria sociation, V: Carex lyngbyei-Calamagi'ostis langsdoi:t7ii seciation.
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エゾノミズタデ基群集，ヤラメスゲーアゼスゲ基群集，ヤラメスゲ一朝ユナルコスゲ基群集およびヤラメス

ゲーイワノガリヤス基群集の5基群集が認められた。ヤラメスゲとの結びつきが強く恒存度の高い種にホソバ

トウヌマゼリを挙げることができ，ここではヤラメスゲーホソバトウマヌゼリ群落として記録した。5つの基

群集のうち前の3基群集は一U勝に多く，また後2基群集は既述のように勇払に多い（Table　19）。

　　ヤラメスゲ優群集は長節，湧洞，生花苗の池沼縁，流路沿いの水深5～60cmのシルトをかぶった泥炭か

ら砂質土まで生じ，水位変動の激しい立地に分布する。混生種は極めて少なく，ホソバトウヌマゼリ，エゾミ

ソハギ，イワノガリヤス，キタヨシ，ホソバノ認ツバムグラの5種のみである。しかしこれらの恒存度は低く，

平均出現種数は2種である。ヤラメスゲ一瞥ゾノミズタデ基群集は頻繁に沈泥作用を受けるスゲ泥炭上に分布

し，前基群集同様水位の変動が激しい立地（水深10～65cm）に成立している。優占種ヤラメスゲの雄偉は80％

以上におよぶが，混生種も多く恒存度の高い種としてホソバトウヌマゼリの他，エゾノミズタデ，ミゾソバ，

エゾミソハギ，ヤナギトラノオ，クロバナロウゲが挙げられる。他にオニナルコスゲ，エゾシロネ，キタヨシ，

ホソバノヨツバムグラなど総出年魚数19種におよぶ。群落の平均出現算数は7種で前基群集の3．5倍に達す

る。本群落も長節，湧洞，生花苗に共通に分布している。ヤラメスゲーアゼスゲ基群集は主に生花苗沼に分布

する。煎基群集よりは一般に水位が低いカミ，泥炭はシルトや砂の混入が著しく融雪期や豪雨玉込こは頻繁に冠水

するものと思われる。草藁100～140cmのヤラメスゲが上層を占め，また80cm内外のアゼスゲが下層優占種

となって二階層の群落構造をなす。恒存種はホソバトウヌマゼリの磯況ゾミソハギ，ヤナギトラノオ，クロバ

ナロウゲ，エゾシロネの4種で，ここでは特に他基群集と比べヤナギトラノオの植被が高く，初夏の開花期に

はよく目立つ。総出現種数は17種，群落の平均出現種数は8種で前癌群集より僅かに多い。

　　ヤラメスゲーオニナルコスゲ基群集とヤラメスゲーイワノガリヤス基群集は既述のとおりであるが，湧洞

沼には後者の群落が分布する。これは難事の少ない泥炭集積地にみられ，勇払から記録された群落より出現細

鱗が多く16種におよび，エゾミソハギ，ヤナギトラノオ，キタヨシ，サワギキョウ，ナガボノシロワレモ澱ウ，

ヒメシダ，シ9ネ，クサレダマなどが加わる。

　　（24）オニナルコスゲーアゼスゲ基群集（Table　20）The　Cαr8∬℃・θ∫ノ‘αノ惣一Cα2侃’ゐz‘勲87：g・f∫sociation

　　本基群集は主として勇払旧安平川流域から記録されたもので，浅い小沼辺縁，流路周辺の低凹地に局部的

に分布している。優占種の交代以外には前述のヤラメスゲーオニナルコスゲ基群集と種構成上の大きな違いは

認められない。フトイ，マコモ，スギナモなど挺水植物の残存するスタンドからイワノガリヤス，ツルスゲ，

アゼスゲなどが高い被度で1二1二翻するスタンドまであり，また立地も滞水地から水位の低い泥炭集積地まで様々

であるが，ヤラメスゲ群落同様干潮作用の著しい勘所である。オニナルコスゲ群落はヤラメスゲ群落と共に全

道的に分布しているが大面積を占めることはなく極めて局在的である。同様のことは東北地方の低地湿原にお

いても認められ，大形スゲ群落の1つ，カサスゲ群落が海布的であるのに対し，オニナルコスゲ群落は流路や

山足部の鉱質土壌の流入する低湿地などに限られる傾向がある37）。

　　本群落の優占種オニナルコスゲは比高50～80cm，被益は50～80％程度で混生種が多く，恒存種としてア

ゼスゲの他，ヤラメスゲ，ミズドクサ，ホソバトウヌマゼリ，クロバナロウゲが挙げられる。総出現種数は21

種，群落平均種数は9種である。類似の群落には尾瀬ケ原より記載されたオオバセンキュウ～オニナルコスゲ

群集17），利根・多摩川流域沼沢地に分布するカサスゲ群集，オニナルコスゲ亜群集などがある19）。

　　（25）アゼスゲーアオコウガイゼキショウ基群集（Table　21）　The　Cαr躍’勧22ゐ828・∫f－J廟α‘3

　　　　♪卯）β♂o∫κ∫sociation

　　アゼスゲの優謝する群落は，本州の低地湿原では最も広布的なスゲ群落であって各地からの報告があるが，

北海道ではそれほど顕著ではない。～般に浅い池沼の辺縁に帯状に分布し，構成種は立地条件によって著しく

変動する。
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Table　20． Floristic　co即osition　of　theα鷹灘Ψ85加万α一Cα7即

興π∂θ’：9琵sociation．

Stand　number Y75　Y75　Y75　Y75　Y75　Y75　Y75　Y75　Y75　Y75　Y75
031　　073　　078　　G82　　083　　090　　094　　062　　029　　033　　037

Vegetation　cover（％）

Vegetatio且height（cm）

Nu組ber　of　species

95　100

60　　70

10　　14

100　　100　　　70　　　70　　　90　　　70

70　　　80　　　70　　　70　　　65　　　60

　5　1！　　7　　5　　5　　5

90　100　70

45　80　50

12　　7　11

D　Cα7「θ¢η85比α2一∫α

C　Cαプ召：τ’1z1〃2ろθ29ガ
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3β
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●

●
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・　ユ．1
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十

1．1

．

9
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十　22　　十
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十

十

，

●

十

ゆ
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．

o

十

・
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●
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o

十

十
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1ユ

o

o
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●

1ユ

●
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1．1

十

●
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o　　　　　　　　o

・

十
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o　　　　　　　　願　　　　　　　　●　　　　　　　　●　　　　　　　　●

■　　　　　　　　　　9　　　　　　　　　　，　　　　　　　　　●
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．

1．1

●
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．
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●

十

　Emerged　plants
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z認朋麦z♂磁ぴ∂あα

H∫勿πが5刀z49α万5

2，2　　1．1

・　　十

1．1　　1．1

・　　十　　　。　　　・　　　…　　　　　　　　　。　　　。

1ユ　　・　　…　　　　　　　十　　…

・　　　・　　・　　　・　　　…　　　　　　　　　十　　　・

　　本群落は弁天沼より記録された。沼縁の水深5～20cmのシルト質土壌上に成立している。アゼスゲの被

度が極めて高く，草高も50～100cmに達する。二二種にはサワギキョウ，ドクゼリの他にアオコウガイゼキ

ショウ，ミズオトギリ，アキノウナギツカミがある。エゾホシクサ，コケオトギリ，ヒメハリイ，ドロイなど

の沼沢要素は水深5cm以下の沼汀線付近に多い。群落の出一種数は3～12種で立地の水深に応じて変動が大

きい。

　　（26）アゼスゲーミズドクサ基群集（Tab亙e　21）　The　Cα2槻’んz，励β2g∫∫一砺z‘∫58孟～〃ノ3ガ鯉fα耀β

　　　　SOCIatlon

　　本群落は勇払中心部より記録された。群落立地は湿原内の小沼や流路辺縁のシルトをかぶった泥炭集積地

である。一般に滞水はない。ミズドクサ，オニナルコスゲ，ヤラメスゲ，クロバナロウゲ，エゾイヌゴマ，サ

ワギキョウ，ドクゼリの恒存度が高く，前述の大形スゲ群落と種．構成上の差異はない。

　　Table　22は勇払湿原と十勝3沼沢湿原に分布するアゼスゲ群落の種類組成を示す。十勝には前基群集の
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Table Z2. Floristic composition of the Carex thunbe7gii community in the Tokachi marsh and the Yufutsu

mire. I:the Carex thunbe7gi-i-ktncus pmpillosus sociation, II: the Carex thunbeie'ii-Eguilsetu･m

fluviatile sociation III: the Carex thunbergii-Ltysimachia thorrs'ij7ora sociation and IV: the Carex

thunbergii-Cctlamagrostis langsdo717ii sociation.
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他に一，アゼスゲーヤナギトラノオ墓群集とアゼスゲーイワノガリヤス；捷基調ぶ認められる。1泳吾は主として生

花苗沼にみられ，ヤラメスゲーアゼスゲ基群集に接続してシルトをかぶった泥炭上に分布している。懐存種と

してはヤナギトラノオの他にエゾミソ門門，ホソバトウヌマゼリ，アキノウナギツカミなどが挙げられるが，ヤ

ナギトラノオ以外は低被管である。また後者は湧列氏にみられる。イワノガリヤス，ヤマアワ，オオアカネ，

ヒメシダ，エゾノレンリソウなどの高い慣存度によって悪者と区捌される。部分的にヤチハンノキやウロコミ

ズゴケの侵入も認められる。

　　（27＞ムジナスゲーサギスゲ基群集（Tabie　23＞　The　C‘〃払え：た01‘♂之～〃〃〃一疎10カノ～θノw〃’8’孤～～6

　　　　sociation

　　本群落は池沼辺縁の比較的沈泥の影響の少ない滞水環境下に成立している。優占種ムジナスゲは草高60～

70cmで上脳を占め，下生恒存種はサギスゲの他，ク匙・バナロウゲ，ミツガシワ，ミズドクサ，サワギキョウ

などの沼沢湿原要素とツルスゲ，イワノガリヤスである。時に威層にウロコミズゴケやヒメミズゴケが出現す

る。群落天声現回数は18種，平均出現種数は！G種である。類似の群落は前報においてサμベツ灘源より記載

したが，勇払湿原の場合には高層湿原要素を伴わず若干の種構成上の相違がみられる。本調査地における分布

域は極めて狭く，勇払中心部の小沼周辺に局在的であるが，道導の霧多布，風蓮においては高層湿原周縁部に

広くみられる（橘，未発表資料）。

　　（28）’ムジナスゲーツルスゲ基群集（Tab｛e　23）　The　Cα’翼肋ガ‘Z酵’〃〃〃一C‘〃囲む♪56～κZ（ノ。～〃痂。α

　　　　sociation

　　本群落はウトナイ沼東岸と朝日沼から記録された。沼の陸化によって形成された突出湖岸低凹地に特徴的

に分布している。主導種はムジナスゲで上騰（60～80Cm）を占め，亜優占種はツルスゲであるが，朝1三｛沼では

やチスゲも共亜優占種として下摺を構成している。恒存種にはミズオトギジとキタヨシが挙げられ，また恒

存度は低いがノハナショウブ，アオコウガイゼキショウ，シカクイ，エゾホシクサなどは本基群集を特徴づけ

る種群である。後述のように一般にムジナスゲ群落にはヤチヤナギが半被度，高常在度で出現するが以上の2

群落には出現せず，典型的な低層湿原のムジナスゲ群落として位羅づけられる。雌ヒ海道ではオホーツク海岸の

浜頓別，釧路湿原，および霧多布にもみられるが，勇払湿埼〔においてもっともよく発達している。

　　（29）ヤチヤナ帰一ムジナスゲ群集（Table　24）　’罫h¢Myr呈co－C且ricetum　ko気dz礎n宝i（・the　MYrico－

　　　　Carice亡um　las董ocarpae　var．　occult蝋is）Ko．　lto　et　Tach乏bana，　Assoc．鍛ov．

　　本群落は池沼や旧河道の隣旧地，火山灰の堆積した谷筋低湿地などに成立している群落で，北海道では勇

払湿原の他，十勝，釧路，霧多布，風蓮およびオホーツク千旦の砂丘後背湿地に広く分布している。北海道全

域にわたる本群集を含むムジナスゲ群落についての植物御会学的な位記および生態学的解析の結果については

劉報にて発四阿備中であるので，本報では詳述しない。

　　Table　24は勇払湿原と十勝生花苗田および湧洞沼より得られた本群集の群落阿附表である。両地域より

6基群集が記録されたが，このうち，ムジナスゲーオオイヌノハナヒゲ棊群集，ムジナスゲーイワノガリヤス

基群集およびムジナスゲ縷i群集は主として勇払湿原に，またムジナスゲ…ヤチスゲーユガミミズゴケ基群集，

ムジナスゲーツルスゲーユガミミズゴケ基群集およびムジナスゲーツルコケモモ基群集は一山勝に分布してい

る。これらの群落を包含するヤチヤナギームジナスゲ群集は，ムジナスゲの優占性とヤチヤナギの高適度，高

恒存度によって特徴づけられるもので，多くの低層湿原要素とツルコケモモ，ワタスゲ，ヌマガヤ，ワラミズ

ゴケ，モウセンゴケなど若干の中間～高層湿凍要素の混生をみる。群落立地は一般に水位が高く，また基質は

スゲ泥炭であるが沈泥の影響は少ない。泥炭および檸滞水の酸性度は場所によって変動あるものの概ねpH

4．5～5．5の範囲にある。谷湿原ではスゲ泥炭1曹の上にミズゴケ泥炭の集積している場合もある。　ミズゴケ燭の

発達とミズゴケ泥炭の集積はより寒冷な釧路，風蓮地域において著しく，種構成上も立地条件においても低層湿



['able 23. Floristic coinposition of the Cai'ex feoidxttmii-E7'iophoi'ttm giucile sociation (I), the Carex koidzttntii-Carex pseudocieraiea

  sociation (II), the Carex koidzumii: consociation (III), the Carex koidxtimii-Calamagrostis langsdoi;t7ii sociation (IV), the
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Y: Yitfutsu, U: Utonai-numa, AS: Asahi-numa, AN: And6-numa, KE: Kashiwabara-higashi, Kw: Kashiwabara-nishi.



Table Z4. Floristic composition of the Myrico-Caricetum koidzumii ('=Myrico-Caricetum lasiocarpae var. occultantis). I: the Carex koideumii-Rhornchospora fauriei sociation,

II: the C2zrex koidxumii-C2zrex limosa-iSlz)hagnum subsecundecne sociation, III: the (larex koideumii-Cdrex pseeselocuraica-sSlet,hagnam serbsecundeenz sociation, IV:

the Carex koidxumii consociation, V: the Carex koidzumii-Calamagrostis langsdoi:07i sociation, and VI: the Carex koidxumiz:-Vdccinium oaycoccus sociation.

Community types r

Site YK YK YK YK YK YK YK

Stand number 057 058 O09 OIO OII O12 O15

Vegetation cover (%)
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原から高層湿田への発達途上にある移行的な群落として，またヌマガや群落の発達しない太平洋燦からオホー

ツク押込低地湿凍の中間湿原型群落として試論づけられる。

　　ムジナスゲーオオイヌノ・・ナヒゲ基群集〔Table　23（V王），　Table　24（1）〕は，柏原丘陵乱訴に発遮する沼

沢湿原に集中的に分布しているもので，この種の群落は北海道でも極めて珍しく，他地域からの報告も見豪ら

ない。本群落の成立は，泥土の堆積のないスゲ泥炭地の滞水小凹地に限られる。主導種はムジナスゲで，40～

90cmの層を占める。亜優占種は酒乱イヌノハナヒゲであるが，停滞水位の高い処ではやチスゲに妬きかわる。

恒存種はヤチヤナギの他ミカヅキグサ，イトイヌノハナヒゲ，モウセンゴケ，アギスミレ，ミズオトギリ，キ

タヨシの7種であり，また慣存度は低いがトキソウ，ネジバナなどのラン科植物の出現は，勇払地域では溢嘱

すべきであろう。針蕗出現点数は8～19種でかなり変動がある。

　　ムジナスゲ優群集〔Table　23（HI），　Table　24（1V）〕は，泥炭贋のうすい低平地に成立しているもので，

勇払湿原のムジナスゲ型群落の中ではもっとも一般的で広域的に分布しているタイプである。群落の基盤は摩

い火山灰層であり，停滞水位は比較的低い。主導種のムジナスゲは80弩以上の植被で占有し特定の亜優占種

をもたない。恒存種はヤチヤナギの他キタヨシ，サワギキョウ，ミズオトギリの4種である。停滞水位の高い

処では下生にミカヅキグサを伴い，また低い処ではやチハンノキ，ヒメシダの侵入をみる。群落総繊現種数は

20種，平均種数は9種である。

　　ムジナスゲーイワノガリヤス基群集〔Table　23αV＞，　Table　24（V）〕は，主として安藤沼から記録された

が，勇払，粕原，ウトナイ沼，朝｝…i沼においても局部的に分布している。スゲ，イワノガジヤス泥炭を基盤に

しているが，上層に10cm内外のミズゴケ泥炭の集積をみることもある。ムジナスゲ群落域の中では高燥化し

た立地に分布する群落である。主導種はムジナスゲ，亜優占種はイワノガリヤスであるが，時にヤチヤナギや

キタヨシにおき代わる。恒存種はヤチヤナギの他キタヨシ，ナガボノシPワレモコウ，サワギキョウ，ミズオ

トギリ，エゾシロネ，ヤチハソノキ，ヒメシダの8種で，地表面の高燥化に伴ってノリウツギ，ホザキシモツ

ケ，ヤチハンノキなどの木本類やヒメシダ，クサレダマ，ヤマアワの増加が著しくなる。また底属には植被率

1G～50弩でワラミズゴケとフナガタミズゴケが出現し，比高7～8　cm程度の小凸地を形成している。群落総

｝二L硯忌数は20種，平均忌数は14種でもっとも鷺寓な種構成を示す。

　　勇払湿原においてのみみられる特異な群落としてムジナスゲーソルヨシ基群集〔Table　23（V＞〕がある。

柏原酒部および勇払北部地区の火山灰堆積地より記録されたものである。泥炭摺の発達は悪く，群落の基盤は

火山灰を混じえた砂質土である。この地帯は道路建設による湿原域の切断によって水の移動が妨げられている

ので豪爾時には一時的にかなりの滞水をみる。ツルヨシは本来河辺欄生を構成する代菱的な植物で，渦動水中

に旬秘話を伸長させ純群落を形成しているのであるが，本調査地では上述の立地にしばしばツル饗シの生育を

みる。本群落は一般に3層構造を成す。平均草高120cm内外のソルヨシがが上層を占め，主導種のムジナス

ゲは80～90cmで中1醸こ優顕する。下1轡には草高30cm内外のヤチヤナギが優占しているが，【i卸こはやチヤナ

ギに代ってアゼスゲが共優占種となる部分もある。憾存種群は前基群集と大盤ないが本群落に特徴的な一締種

にタチコウガイゼキショウ，ヤチカワズスゲ，クロミノウグイスカグラ，コガネギク，ススキなどを挙げるこ

とができるが，被度とこれらの植物の被度と恒存度は共に低い。

　　ムジナスゲーヤチスゲーユガミミズゴケ基群集とムジナスゲーツルスゲーユガミミズゴケ基群集〔TaUe

24σD，α紛〕は，十勝生花薄沼の山河六戸｛の湿地溝に成立している群落である。この地帯には現在開水涌はな

く，スゲ類やヤチヤナギによって覆われているが通常5Cm内外の滞水がある。群落基盤はスゲ泥炭より成る

が，歩けば地衰薗はゆらぎ，いわゆる池沼陸化地の浮芝（Schwingrasen）の様粗を呈している。両群落の立地

環境の差異はそれほど明瞭ではないが，前者はより停滞水位の高い処に分布する。両群落共3層構造を成し，

主醇種のムジナスゲは草高50～80Cmで上層を占め，中摺優占種は荊者ではやチスゲ，後者ではソルスゲであ
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Table 2S. Floristic composition of the Lathyro-Calamagrostidetum langs

CZilamagivstis lang:sdoi:fiii-Lastrea the()tlbtertls var. pubescens
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る。恒存種ヤチヤナギもこの塘で共優占種的存在である。鷹摺はユガミミズゴケ（の加8甲〃2〃〃5”加げα〃～4κ〃∂

が優占的であるが，場所によってはウロコミズゴケが共擾占することもある。橘ら35）のムジナスゲーヤチヤ

ナギ群落はこれら二基群集に相当する。

　　ムジナスゲーツルコケモモ塞群集〔Tllble　24（VI）〕は底1膏セこワラミズゴヶやオオミズゴケを伴った隆起

部の群落であり，十勝生花蕩沼湿原の周縁高燥地や湧洞沼海岸段丘谷部に散在している。主導種はムジナスゲ，

恒存種はツルコケモモの他ヌマガヤ，タチギボウシ，サワギキョウ，ヤチヤナギ，ヒメシダ，キタヨシ，ナガ

ボノシロワレモコウ，クサレダマの9種，恒存度は低いが尉部的に高い被度をもつ種にワタスゲ，ヤチカワズ

スゲ，ヤマドリゼンマイ，ワラミズゴヶ，オオミズゴケなどがある。群落立地は分解スゲ泥炭でその上層にミ

ズゴケ泥炭のうすい層がある。ミズゴケ泥炭はpK　4．2，分解スゲ泥炭はpH　45で強酸性を示す。停滞水位は

地表船下17cm内外で調査地内ではもっとも低い。低層湿原要素から高麟湿原要素まで出現し，総幽現種数

は39種におよび，本群集の中ではもっとも多様性に霞んでいる。

　　ムジナスゲ群落に関する研究は，我圏では津軽半島15，26），サロベツ湿原20・36＞，釧路湿原39）からの若干の報

告例があるだけで余りなされていない。我圏のムジナスゲの母種であるオウシュウムジナスゲ（Cαノ認Z翻。－

6α1：ρα）を中心とする群落についての諸外国の研究例をみると，Osvald25）はKommose高1膏湿原から次の群

集を記載している。1つは湖沼の突出湖岸部（基質は緻密な固い泥炭）や湖岸線に沿った浅水中（基質は泥土）

に成立するCαア’6硲1α蜘。αψαassoc・である。この揚合基質条件の差異によって種構成は大きく異なり，前考

ではツルコケモモ，ム励漁8碗〃μo∬～ノ｝τ護glzご〃μ，ツマトリソウ，助1～αg〃μ’μα〃め♂ッρノ幌♂ぞ〃〃，勘んραρ〃。∫’〃〃

などを傑い，また後者ではミズドクサ，ミソガシワ，ヨシ，C酬㍑ノη漉冨αなどを伴っている。もう1つは

池沼縁で浮芝を形成しているC‘η撚Zω’oα砂α一助乃αgη～‘〃ゐ〃～～4〃4砿‘〃多assoc．で，ここでの種構成は優占

種オウシュウムジナスゲの他，ミツガシワ，0η脇‘♂α1・如〃励ω一，の1L侃膨4α6κ〃‘，の13．　f’～～魏4α如πであ

る。他の1つは高層湿原のブルトやケルミの高燥地にみられるCαア槻」α吻‘α1ψα一応舷8‘〃z〃μρ妙”o鋤μ

aSSOC．である。そして後二者は北スウェーデンからフィンランドにおいてよく発達しているという。

　　また1952年，CV．　Berghen2）はベルギー低地糠穂からCarlcion　lasiGcarpae心頼団を新記載している。

Caricion　lasiocarpae　lまその群団標無爵にオウシュウムジナスゲをはじめ，　Cαノ層鶴π｝鋤窃α，サギスゲ，ミズ

ドクサ，ヒ尾口イウ，ミツガシワ，クμバナロウゲ，と鮮顛の＆0ψ冠如π∫CO1勉0冠85をもっている。この

群団の中にはオウシュウムジナスゲ群集（Caricetum　lasiocarpae　Koch　1925）とヒメカイウ群集（Calletuln

palustre　Vanden　Bergen）の2群集が，そして前者にはさらにP薮5～7の弱酸性～中性地に分布域をもつ

Caricet膿11asiocarpae　Scorpidietosumとp避4程度の強酸性地に分布するCaricetum　lasiocarpae　Spha－

gnetos媛mの2亜群集があると記載している。

　　浮芝上のCα紹」じZ‘癖ocαψα群落をよ北米ミシガン州の池沼陸化の遷移系列上にもみられ6），また中部ヨー

ロッパや心経Lake　D玉strict地方では眉灰岩質土壌の少ない貧養沼沢地やシルトの少ない泥炭質泥土からな

る駅シ沼沢地などで主優占種になるという5β8）。

　　本調査地におけるムジナスゲ群落は立地的にも種紐成的にもK：Omosse湿原の第1のタイプやベルギー低

地湿原：のCaricetum　lasめcarpae　Scorpidieosul漁に対応し，また一卜勝から釧路，霧多布のそれはKomosse

湿原の第2のタイプやCaricetuln　lasiocarpae　Sphagnetosumに，さらに風蓮に至ればKomosse湿振の

第3のタイヅにそれぞれ対応するものと考察される。

　　（30）イワノガリヤスーエゾノレンリソウ群集（Table　25，　Table　26）　The　Lathyro－Calama鍵osti－

　　　　detum　la籍gsdo漁i　KoJto　e£Tach董ba識a，　assoc・簸ov．

　　イワノガリヤスの擾占する群落は北海道低地の低1酬長原植生を代表するものである。既に舖脇40），舘脇・

辻井41）の指摘のように，イワノガリヤスは排水や火入れによって湿原が乾燥すると増加する植物で人為的撹乱



Table 26. Floristic composition ofthe Lathyro-Calamagrostidetum langsdordii. I:the Calamagrostis langsdoi;0ii-(larex lyngbyei sociation,

   II: the Calamagrostis langsdoit7ii-Carex pseudbcuraica sociation, III: the C:czlamagrostis langsdbiffi-Lastrea thelypteris var.
   pubescens sociation, and IV: the Cdlamagrostis langsdo7:t77i consociation.

Community types I
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の指標植物でもある。入為の影響の少ない湿凍では，河川の氾濫原跡の乾燥地や停滞水位の低い湿原周縁部に

主分布域をもち湛水域では群落をつくらない。

　　勇払湿原から十勝および釧路湿原にかけて，とくにマメ科植物のエゾノレンリソウを高常三度で伴ったイ

ワノガリヤスーエゾノレンリソウ群集が成立している。木群集の主導種は，草高60～130cmのイワノガリヤ

スで上層を占め，層層の恒存種としてエゾノレンジソウとオオアカネが挙げられる。下層の恒存種はアゼスゲ，

ヤラメスゲ，オニナルコスゲ，ツルスゲなどのスゲ類，ミズドクサ，ヤナギトラノオ，サワギキョウ，ヒメシ

ダの8種である。立地の言下水位の高さや沈泥作用の多寡の柑違から下生櫨存種に蟻的変動がみられ，本調査

地からは以下に述べる3基群集が，また十勝からは新たに1塞群身ミが加わって4基群集が認められた。立地条

件の多様さを反映して構成種が多く総出現種数68種におよぶ。

　　Table　25は本調査地より記録された3群落の群落組成表を示す。イワノガリャスーヤラメスゲ基群集は，

勇払の中心都，旧安平川下流域の比較的水位の高い立地に成立している群落である。基質はスゲ泥炭である

が，地野面は起伏に當み，凸部にはイワノガリヤス分解質泥炭が10～20cmの厚さで集積している。主導種の

ワノガリヤスは草根70～110cmで上層を占め，【司層に恒存種エゾノレンリソウを伴う。下生にイは草高50～

60Clnのヤラメスゲとオニナルコスゲが本群落の恒存種として出現し，他にクロバナロウゲ，ミツガシワ，ホソ

バトウヌマゼリ，ヒメミズゴケなどが出現する。li：1現種数は7～12種，平均9種でスタンド間の変動は少なく

安定した種類構成を示している。十勝における本群落の分布は主として湧洞沼から記録されているが（Table

26），生花野臥，長節湖の突出田津部にも広くみられる。

　　イワノガリヤスーヒメシダ基群集は，盈三に勇払の湿原周縁部から記録された。群落立地は停滞水位が低く，

泥炭層の発達も悪い。表潤泥炭は通気性のよいイワノガリヤス分解質泥炭より成る。イワノガリヤスの優占性

とエゾノレンリソウ，ツルスゲ，アゼスゲ，サワギキョウ，ヤナギトラノオの恒：存性は保持されているが，ミ

ズドクサ，ヤラメスゲ，オニナルコスゲ，クロバナロウゲ，ミツガシワなど畳畳群集構成要素の減少もしくは

消失，それに代ってヒメシダの著しい増加によって特徴づけられる。本群落の恒存種はヒメシダの他オオアカ

ネ，キタヨシ，ナガボノシロワレモコウ，ヤチハンノキの5種，群落総1：｛／l現種数は27種，平均出現種下は14

種で早旦群集よりかなり多くなる。本群落は十勝生花蕾沼，湧別心にも広く分布する。

　　イワノガリヤス優群集は勇払および弁天沼階より記録された。本群落はイワノが夢ヤスの圧倒的優占性と

前2基群集の主要愚存種の欠落もしくは恒存度の低下によって区別される。勇払では随伴種としてクサヨシを

伴う他には特徴はないが，弁天沼ではヤマアワ，ムジナスゲ，ヤチヤナギ，ホロムイリンドウ，アキノウナギ

ッヵミ，ミズォトギリなどを伴って組成的にやや異質である。

　　イワノガリヤスーツルスゲ基群集は主として十勝生花菰沼，湧洞沼より記録された。勇払湿原ではウトナ

イ沼東岸突出湖岸部に発達している。本群落は2階履構造が明瞭で，上層優占種は草高60～120cmのイワノ

ガリヤス，下歯優占種は2G～30　cmのツルスゲである。憶存種はエゾノレンリソゥ，オオアカネ，アゼスゲ，

ミズドクサ，ヤナギトラノオの他エゾミソハギ，クサレダマ，ナガボノシロワレモコウなどである。ヤラメス

ゲ，オニナルコスゲ，クロバナPウゲ，ホソバトウヌマゼリは低圧度となり引退の傾向を示すのに対し，ヒメ

シダ，コウヤワラビ，フタマタイチゲ，ヤマアワなどは侵入と増加の兆が伺える。群落立地は水位変動の激し

い湖岸低凹地や流路辺縁のシルトをかぶったスゲ泥炭地である。群落総1：｛三種数は32種，平均繊現種数は12

種で，スタンド聞の変動が大きい。

　　（31）キタヨシ群集（Table　27）　The！ヲηπg〃A～’85‘ro罵ノ〃〃～’5　Assoc，（cf．　T正祀Phragmitetum

　　　　oseanum　Suz．一Tok。，1954，　The　OαZα〃1αg’ro認！5　Zα1195‘1ωガΣた卸～楓g〃呂〃6∫ご20〃〃〃～〃～～5　Assoc，

　　　　　Miyawakiθ齪♂．，1976）

　　ヨシは河燦や湖岸から泥炭地まで生育域が広く，また汎世界的に分布する地理的広布種でもある。阪口27＞，
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Table 27. Floristic composition of the "I7i7ugtnites contmuntls Association.
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Haslam8～10＞によれば，ヨシの生育取適環境は水位が地表面にあって流水の少ない？矛養な立地であり，また

根圏に自由水があれぽ水洗L5　mまでは生育が可能であるという。本調査地においても湖岸や河岸沿いに草高

2．5m以上におよぶキタヨシ群落が分布している。しかし泥炭の集回した仔滞水域では群落をつくらず，湿原

域では沼べりや澁路沿いおよび地表流水のある緩斜地に限られている。本調査地より記録されたキタ欝シの優

刑する群落は次の5碁凄、群集である。Table　27は，勇払湿原および…卜勝地方の沼沢湿原々こ｝＝i：i現するキタヨシ群

集の組成炎である。

　　キタヨ！シ擾群集は水深10～60cmの沼辺や浅い池？倒！に成立する混生種の少ない群落である。キタヨシ

の草［1は120～250Cmまで揚所による変動があるが，いずれの立地でも70％以上の両い植被率である。洗生

種には挺水植物，浮葉植物，沈水植物などが多いが，生育環境の差燕こよる組成上の変動が大きく，特に親和

性の高い種群を抽出することはできない。しかし，マコモを欠くが，キタヨシ，フトイ，ガマなどを有するの

で，マコモーキタヨシ群集（Z三zano－P短agmiεetum　Nakallo　1944）に近いものと考えられ，沼沢湿原の典型

的な挺水植群物落である。本群落は調査地全域に分布しているが占あ薗積はそれほど広くはない。

　　キタヨシーヤラメスゲ基群集は，勇払湿原では1日安平川河燦より認録されたが分布域はそれほど広くはな

い。しかし十勝湧洞沼と長節湖では湖岸植生の代表的な群落である。勇払湿原における群落立地は通常水位は

地表面より低く，増水時以外には冠水することがない。群落基質はシルトや粘土の多い河川堆積物で泥炭は少

ない。それに対して，十勝の湿凍の場合には季節白目な水位変動は激しいものの通常20～40cmの湛水条件下に

成立しており，表Flにはシルトをかぶったヨシ泥炭がみられる。群落構造は2階居の階層分化が明瞭で，草濁

2・5m以上のキタヨシが上層の，そして0．8m前後のヤラメスゲが下層の擾占種である。混生種は極めて少な

く平均出現回数は通常2種であるが，水深の浅いところではやや増加し，擾占種の他にアゼスゲ，イワノガリ

ヤス，　ドクゼリ，ミゾソバ，ヤナギトラノオ，ホソバノ環ツバムグラ，エゾミソハギなどが繊現して来る。

　　キタヨシーアゼスゲ基群集は下層優占種にアゼスゲを伴う群落で，勇払湿原弁天沼曝より記録された。構

成種は，通常キタヨシとアゼスゲの2種から成るが水深の浅い泥土地ではヒメハリイ，ホソバノヨツバムグラ，

アオコウガイゼキショウ，アキノウナギツカミなどが混生，して来る。

　　キタヨシーツルスゲ塞群集はウトナイ沼の突出湖岸部を形成する主要な群落である。山高2m前後のキタ

ヨシが上層優占種であり，下棚α3mをツルスゲが占めている。中層にイワノガリヤスが低被度で｝二1：1翠正するこ

とが多い。出現回数は前述の群落同様極めて少なく3～4種である。本群落は十勝地方の沼岸にも広く分布し

ており，池沼陸化の先駆相を形成する群落の1つである。

　　キタヨシーイワノガリヤス基群集は勇払湿原では譲三としてウトナイ沼昇魂．および南塔から記録されたが，

他地域にも広く分布している。沼の突出湖岸部や流路辺縁の泥炭集積地に成立している群落で，キタヨシ群集

域ではもっとも低水位のΣム地を占めている。群落構造は2階層型で，上層を草繭1～2mのキタヨシが占め，

下層をα6～1mのイワノガリヤスが占有する。ウトナイ沼では’mド屑共優占種にムジナスゲを伴っている。恒

存種にはクサレダマ，ナガボノシロワレモコウ，アキノウナギツカミ，ヒメシダが挙げられ，ホザキシモツ

ケ，エゾアブラガヤ，カセンソウなどの侵入をみる。一般に突出湖津の光端部に前記のキタ躍シーソルスゲ基

群集が位押し，湖岸より内陸側の高燥地に本丁群集域がある。絢群落の移行耐では両者の優占種が混生して3

階層の群落構造を示す。すなわち，上層にキタヨシ，中層にイワノガリヤス，下厘、にツルスゲとアゼスゲがそ

れぞれ優占種および亜優占種としての位置を占める。群落構成種も多く，総州三種数は18種におよぶ。十勝で

はこの移行的性格の群落が湖岸泥炭集積地で卓越しており，勇払湿原と比べてヤナギトラノオ，エゾミソハ

ギ，ミゾソバ，オオアカネの被度，恒存度が共に尚く，特微的である。

D．　ミズゴケ湿原植物群落　　Moss　Vegetation

　　本調査地におけるミズゴケ群落は，柏原および日垂川台地の谷筋低湿地，ウトナイ沼北東岸一帯，弟払北都
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の火由灰の堆積した過湿地セこ発達している。粗振地方には現在，高1蟹湿原はないが，上記地域のものが中間お

よび高層湿原要素をもつ唯一のミズゴケ群落である。群落の成立基盤の特異性，ミズゴケ小凸地の分散構造と

その形成過程の1部については，既に前事16）において詳細に述べた。隆起部を構成するミズゴケ類は，ワラミ

ズゴケ（5ノ♪ゐθ9フη〃ノ占　5〃々／｝イZ・ひ～〃〃〉，クシノハミズゴケ（勘乃αg1～～〃〃～〃め万ぐα々’〃の，オオミズゴケ（勘ゐαgη～〃μ

ρα々イ5々のが中心であるが，ワラミズゴケがもっとも多い。Suzuki，耳，33）によれば，このミズゴケは高層湿原

中位の種とされ，わが陶でもその分布域は狭く，北海道では太平洋側に集中しているという32）。地理的差異に

よるフロラの四囲から種組成的には異なるが，成立基盤や湿原形成過程の類似するミズゴケ湿原は，本州では

低緯度地方から高緯度地方まで断続的に分布しており，中li㍊山地7・14），1ヨ光18），新潟1），拭［形34），津軽半島15・24，26＞

など各地からの報告がある。

　　本調査地より記録されたミズゴケ群落の基本的構成要素は，ヒメワタスゲ，ヤチカワズスゲ，ハリガネス

ゲの3種と威層のミズゴケ類である。これら種群の組み合わせとエゾイソツツジ，ツルコケモモ，ヤチヤナギ，

ノリウツギなどの低木類およびミカヅキグサ，モウセンゴケ，トキソウなど高層湿原要素の混生状態により，

以下に述べる5藥群集をi茎二分した。

　　（32）ヒメワタスゲークシノハミズゴヶ基群集ぐrable　28）　The＆ゆμ∫1～z‘ゐ。疵απz‘∫一勘ゐαgノ～％〃～

　　　　∫〃診1プぐα♂Z〃πsociation

　　高さ20～30cmの比較的低いミズゴケ隆起部を構成する群落である。柏原沼沢地の中心部に多く泥土地上

に形成されるミズゴケ群落の先駆的役割を果す。ミズゴケ小染地の中位から下位部分は草筆著しく，ミツガシ

ワ，アギナシ，サギスゲ，ヤチスゲなど沼沢地要素が残存しており，豪雨時や融雪期には頻繁に冠水すること

を示している。本群落の主導種はヒメワタスゲであるが，ヤチヤナギにおき代っている隆起部もある。1劇轡の

主導種はクシノハミズゴヶでほぼ100％の植被で全体を被っている。本群落を特徴づける慣存種はヤチカワズ

スゲとハジガネスゲで，本調査地ではミズゴケ群落地帯に集中的に分布している。恒存度の高い中～高履湿原

要素としてヤチヤナギ，エゾイソツツジ，モウセンゴケ，トキソウが，そして低層湿原要素にナガボノシμワ

レモコウ，サワギキョウ，クロミノウグイスカグラなどが挙げられる。群落総掘現脚数は32種，平均戸数15

種に達する。本群落は柏原の他，勇払北部にも分布するが，ここではヤチハンノキの侵入が鼠立ちミズゴケ堆

は成長：停止1，崩壊の傾向を示している。

　　（33）ヒメワタスゲーーオオミズゴケ基群集（Table　28）　The　50∫7ψ～‘∫勧‘150ノ～’ω～～～5一鼻）1zα8・〃1‘〃z

　　　　μZ～財田sociation

　　前基群集と同じく湿1∫哀中心部に分布し，ミズゴケ堆形成の先駆群落である。小凸地はやや高く20～40cm

である。底層のミズゴケ種の置換以外に基本的構威1要素では｝】1∫塞群集と大差ない。新た｝こ加わる慣存種にツル

コケモモとミカヅキグサがあり，威履優占種のオオミズゴケと共に本群落を特徴づけている。ミツガシワの残

存，アギナシ，サギスゲ，エゾコガネハイゴケ，シロミノハジイなど沼沢湿原要素の混生は，湿原の季節的水

位変動の大きいことを物語っている。群落総lli＝鵬種数は38種，1：駈硯輝輝はミズゴケ小説地の大きさにより変動

が大きく10～19種，平均16種である。

　　（34）　ヒメワタスゲーワラミズゴケ基群集crable　28）　The＆7∫ψz‘3ん～，4∫oノ～～αノ～～‘∫一角〉乃αg，～～〃乃

　　　　∫～‘σ｝‘！」乙η〃π　Sociation

　　本群落はミズゴケ混原の中核をなすタイプで，柏原沼沢地炉縁部の沈泥の影響の少ない立地に分布してい

る。類似の群落は柏原酉部および勇払北部地区，ウトナイ沼爆発，朝日沼，安藤沼など火山灰を基盤とする沼

沢地や火山灰の露出した過湿地に断続的な広がりを見せている。ミズゴケ小持地の高さは20～4Gcm，平均31

cmで最も高い。この群落ではエゾイソツツジ，ヤチヤナギの他にクロミノウグイスカグラ，ノジウツギ，ヤ

チハンノキなどの侵入が目立ち，またタチギボウシ，ホロムイリンiごウ，ロガネギク，ヒメシダ，ススキなど
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の侵入も特徴的である。草本層の主導種はヒメワタスゲであるが，1｝寺にヤチカワズスゲにおき代わることもあ

る。恒存種はヤチヤナギ，エゾイソツツジ，ミカヅキグサ，モウセンゴケ，ノリウツギ，ナガボノシロワレモ

コウ，サワギキョウ，エゾシロネ，ヒメシダ，クμミノウグイスカグラ，コガネギク，イワノガリヤス，タチ

ギボウシ，ホロムイジンドウ，アギスミレ，ヤチハンノキの16種，恒存度は低下するが，ハリガネスゲ，ツル

コケモモ，オオミズゴケ，トキソウなどは依然として主要な構成要素である。底層優占種のワラミズゴケは

50～100傷の高い植被率でミズゴケ隆起部を構成する。隆起部低位にはクシノ・・ミズゴケとオオミズゴケの残

存，頂部高燥地にタチサヤスギゴケの侵入も部分的に認められる。ヒメワタスゲを伴ったミズゴケ群落は北海

道でも極めて珍しく，湿原沼沢地ほどの大面積を占めている地域は，現存の湿原では例がない。舘脇40）によれ

ぽ石狩幌向泥炭地や美唄，篠津泥炭地には，かつて群落をつくって広く分布していたようである。北海道にお

けるヒメワタスゲの現在の分布地は，サロベツ，釧路，霧多布，風蓮など高層湿原のイボミズゴケ群集域であ

るが，これらの地域では群落として識別できるほどの存在ではない。

　　（35）　ヒメワタスゲーエゾイソツツジータチサヤスギゴケ基群集（Table　28）　The　56∫秒附加‘650〃

　　　　απz‘∫一州磁アμραZμ∫’7ぞvar．4初βア壌ゆ♂05z〃7z一％卿痂13πηり襯ψ8ブ〃～躍πvar・9ノ羅が伽∫SOCiatiOn

　　ミズゴケ群落の中ではもっとも高燥化した隆起部頂部の中核を成す群落で，群落発達の終末期を構成する。

隆起部の高さは30～45cmで，上位にタチサヤスギゴヶとムラサキミズゴケ（墨的に少ない），中位にワラミズ

ゴケ，’ ｺ位にオオミズゴケが配置する。草本層上部の主導種はヒメワタスゲであるが，前基訓点こ比して被度

の低下が屠立つ。草本層下部の優占種はエゾイソッッジで植被率50％内外で占有し，亜優占種としてヤチヤナ

ギが存在する。ヤチカワズスゲ，ハリガネスゲ，ミカヅキグサ，モウセンゴケなどは依然として高い恒存度を

保持しているが，ツルコケモモ，トキソウは衰退する。底層はタチサヤスギゴヶとワラミズゴケが共感目する

部分もあるが，高い隆起部ほど前者が卓越し，隆起部の生長停止を伺わせる。このような高燥地ではノリウツ

ギやヒメシダ，オオヒモゴケ（加♂α6・〃ηz加z汐αZz‘5’ノ’6），　ヒ悩乱イゴケ（吻η～z〃πo躍んα規紛，ハイヒバゴケ

塀ππ那）御ψr8∬⑳η圃などが侵入し増加の傾向を示す。本群落は粕原の他，勇払北部，江原西部，ウトナ

イ沼東部ななどに断続的に分布している。

　　（36）ノリウツギーヒメシダーワラミズゴケ基群集（Table　28）　The理y‘♂ノπ7zgθαραノ～ノ。～4Z厩α一ゐα∫’1孤

　　　　伽らψ彦副∫var，μ∂∫‘8／z∫一勘1zα9π翻∫～‘励加麗1πsociation

　　湿原とヤチハンノキ林域との移行帯に分布する群落で，柏原沼沢地の他，柏原西部，勇払北部，勇払中心

部，勇払東部などに広く分布している。群落占有面積はそれほど広くはない。群落構造は3層構造を成す。低

木層は1～1．7mでノリウツギが優占し，草本層は0．3　mでヒメシダ，時にヤマドリービンマイにおき換わる。鷹

師にはワラミズゴケが60～100傷の植被率で優占するが，ミズゴケ堆の高さは平均25cm程度である。恒存種

にはヤチヤナギ，エゾイソツツジ，クロミノウグイスカグラ，コガネギク，タチギボウシ，ホロムイリンドウ，

ススキの7種が挙げられ，また恒存度は低いが，ヒメワタスゲ，ヤチカワズスゲ，ハリガネスゲ，ミカヅキグ

サ，モウセンゴケ，ツルコケモモなども混生し，種構成が多様である。湿原要素とヤチハンノキ林要素の混生

により群落総出三種数は40種に達する。

E，　ヤチハンノキ林　　AZη郷力ρoノ～∫6αvar．α喀κ’σForest

　　本調査地におけるヤチハンノキ林の分布域は，湿原周縁部の緩斜地や河損の自然堤防および丘陵三筋低湿

地などである。低木林から高木林まであるが二次林が多く，低木林の大部分のものは萌芽による再生群落であ

る。泥炭の集積した湿原域においても，周縁緩斜地に低木林の成立をみる。舘脇・辻井輯は北海道東部のヤチ

ハンノキ林について，林床型がキタヨシ，スゲ類のもの3基群集，ホザキシモツケのもの2基群集，ササ類の

もの2基群集を記載し，また田中39）は釧路湿原から桐観区分による3群落の存在を報告している。本調査地か

らは以下に述べる7基群集が記録されたが，根釧地方セご成立する林床にヒラギシスゲ，カブスゲなどスゲ類の



Table 28. Flori$tic composition of the Scii:pus hudsonianus-SPhagnum imbricatum sociation (!), the Scirpus hudsonianus-iSphagnum palustre sociation

   (II), the Scirpas hudsonianus-iEiphagnum sabj7elvum sociation (III), the Scirpecs hudsonianus-Ledum palustre var. diversipilosum-R)lytrichum
   juniperinum var. gracilias sociation (IV) and the Hlydrangea paniculata-Lastrea thelyt)teris var. pubescens-iSphagnam sutijfZuwum sociation (V).

Community types [

Stand number 75 75 75 75 75
O17 012 057 O09 020

Site K K KKw2 KW2
9uadrat area (m2) O.5 O.4 3.2 O.7 O.7

Vegetation cover (%)

Moss cover (%)
Vegetation height (cm)

Number of species

70100 70 60 70
100 90 70 100 100
35 25 25 25 30
15 16 20 13 11

Character species of the SciiPus hudsonianus-tSphagnum Comm.

D Sci7pushudsonianus
C Carexomiana
C Carexcapillacea

･3.3 ･ ･ ･
1.2 2.2 1.1 1.1 1.1

･+1.1 ･ ･
  Elements of Moss Vegetation
C Adyrica gale var. tomentosa

LD Ledum palustre var. diwersipilosu7n

C Rhblnchospora alba
C Drosera rotundijblia

C Vdcciniumozzycoccus

 j]bgonia japonica
 Amitostigma feinoshitae
LD ;Sphagnum imbricatum
LD LSphagnumpalustre
LD -Sphagnum suLlfiilvum
 ,Eiphagnum "zagellanicuin

3.3 2.2 3.3 3.3 3.3

･ + 2.2 1.1 3.3

-- +--+++ ･･
-e- --1,1 ++ ･ ･

5.5 5.5 4.4 5.5 5.5

･･2.2 ･ ･
--- ----- --LDR)lytrichumjuniperinumvar.gracilius .....

  Elements of Fen Vegetation
LD Hlrydrangeapaniculata
C Sanguisorba tenuilR)lia var. alba

C Lobelia sessililfolia

C ltycoPusunij7orus
C Lastrea the4){pteris var. pubescens

C Lonicera caertiiea var. emphyllocalyx

C Solidago virga-aurea var. Ieiocarpa

 Calamagrostis langsdoifiii
 Hbsta rectilfolia
 Viola werecunda var. semilunaris
 .llliragmites communis
 Gf,mtiq..nq trij7ora var. horomuiensis

 A(fiscanthus sinensis

 Alnus juponica var. arguta
 Cirsium pectinellum

++･ ･･ULI + + +
+ 1.1 1.2 + +

++･ +････ + Ll

･+･ ++･++ ･
-- +--+.･ +.--- -･++ ････2.2 + +
･･1.1 ･ ･
･･ ++･

Elements of Marsh and Fen Vegetation
Mlenblanthes trijbliata

Sagittaria aginashi

Carex limosa
Eriophorum gracile

Campmlium stellatum
IV2ymphaea tetragona var. tetrngona

Ifypnum oldhamii
Eleocharis margaritacea

Rdynchospora foberi
Triglochin palustre

lvncus papillosus

Triadenum juPonicum
Carex viridula
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K: Kashiwabara, Kwi: Kashiwabara-nishi-1, Kw2: Kashiwabara-nishi-2.



Table　29・　Florlsuc　composinon　of　the　4加‘占ノ4ρoηz‘o　varα79編α一（，4’α7ηαgro5’バご47r95ゴ。が‘soclatlon（D，　the！Vη麗∫ノαρoηz昭　varαr9観α一∫「隔α9’π！∫85　co2η’ηππz5　soc夏atlon　（II｝，　the／IZπτ‘5ノαρoηκ4　varα79凝α一昂rα9肥‘85（oη1〃1配’卍τ、一Lα写’r‘・α議θZツμ8rバvarρπゐ85‘8那soclat且on（III）・the君～陀μ5／4ρoπκ4　valα7κ漉α一Mンrκα9α」8　var

　／oη3εη’054－5ρ勉zg7zμ2π　rμ∂ゾiπ1u配’2z　soc岨non　（IV），　the　4～ππ5　ノ∠zpoπz‘4　var　αrg征置α一ノレfyrz‘0　9‘z’θ　var　’o彿θη‘05σ一L¢z∫々r8‘z　‘乃8」ツP∫θr∬　var　ρ4665‘επ、　soclaむon（V），　the」41η’バノ‘zメ，oηz‘‘z　var　α7guεα一3ρz門馬εα　、α～z‘7プb々6z　soclatlon（VD　and　the　AJη智、ノ4ρoπτ‘4　var　ατgu彦α一S456z　4ノ》ozθη5’、　soclat：on（VII）

Commumty　types 1 皿 皿 w V 雅 顎

Stand　num1，e聰
78　　　　　75　　　　　78　　　　　78　　　　　78　　　　　78　　　　　78 75　　　75　　　75 75　　　75　　　75 75　　　　　75　　　　　75　　　　　75　　　　　75　　　　　75　　　　　75　　　　　75　　　　　75　　　　　75　　　　　75　　　　　75　　　　　75　　　　　75　　　　　75　　　　　75 75　　　　　75　　　　　75　　　　　75　　　　　75　　　　　75　　　　　75 75　　　　　75　　　　　78　　　　　75　　　　　78　　　　　75　　　　　75 75　　75　　75　　75

007　　　　015　　　　006　　　　009　　　　004　　　　008　　　　005 O13　　012　　040 016　　020　　021 001　　　　007　　　　037　　　　048　　　　076　　　　079　　　　093　　　　095　　　　096　　　　099　　　　100　　　　102　　　　107　　　　002　　　　004　　　　014 004　　　　076　　　　017　　　　048　　　　049　　　　051　　　　050 022　　　　015　　　　003　　　　023　　　　002　　　　024　　　　052 035　　017　　407　　403

Slte Yl　　YI　　　YI　　　YI　　　Yト　　　YL　　YL YI　　YI　　Yl YI　　YI　　Y1 A＼　　　As　　　K　　　　K　　　　K　　　　K　　　　K　　　　K　　　　K　　　　K　　　　K　　　　K　　　　K　　　　K　　　K、、　　K、、 UL　　K、、　　K、、　　Y2　　Y2　　Y2　　Y3 YI　　A＼　　Y、、　　YI　　Y、、　　Yl　　Y2 K　　　A、　　　YL　　YE

Ωuadrat　area（m2） 100　　　　　100　　　　　200　　　　　100　　　　　100　　　　　100　　　　400 100　　100　　100 25　　　25　　　25 25　　　　　25　　　　　25　　　　　25　　　　　25　　　　　25　　　　　　9　　　　　　9　　　　　　9　　　　　　9　　　　　　9　　　　　　9　　　　　　9　　　　　25　　　　　25　　　　　25 100　　　　　　25　　　　　　25　　　　　　25　　　　　　25　　　　　　25　　　　　　25 25　　　　　　25　　　　　100　　　　　100　　　　　100　　　　　100　　　　　100 100　　100　　100　　100

Mハhe腫Bh1・f、tand（m）
ユree　la｝er

rhrub　la｝er

一　　　　　4　5　　　　5　0　　　　7　0　　　　8　0　　　　7　0　　　　9　0

Q．8　　　　2　0　　　　　ユ　3　　　　2　0　　　　ユ．7　　　　2　5　　　　1　5 　一一黷R3　　30　　20 ＿一一P3　　15　　17

　　　　＿　　　　　　　　　＿　　　　　　　　　　＿　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　一

Q一一一Q　0　　　　1　2　　　　3　0　　　　2　0　　　　1　0　　　　0　8　　　　0．8　　　　0　8　　　　1　0　　　　1　2　　　　1　5　　　　1　4　　　　1　3　　　　1　3　　　　1　2　　　　1．9 一一一一一一＿R　0　　　　1　5　　　　2　0　　　　1　7　　　　2　2　　　　1　8　　　　1　7

一　　　　　4　0　　　　4　5　　　　5　0　　　　6　0　　　　7．0　　　　8．0

Q　0　　　　2　0　　　　1　5　　　　1　8　　　　1　5　　　　1　8　　　　1　8
60　　40　　60　100
R0　　20　　15　　30

Herb　la｝er 1。5　　　　1　0　　　　0　9　　　　1　5　　　　0　9　　　　1　3　　　　ユ　3 14　　09　　10 05　　05　　05
0　5　　　　0　5　　　　0　6　　　　0　9　　　　0　5　　　　0　4　　　　0　3　　　　0　5　　　　0　4　　　　0　3　　　　0　5　　　　0　4　　　　0　4　　　　0　5　　　　1　0　　　　1　0 0　5　　　　0　5　　　　0　7　　　　0　7　　　　0　7　　　　0　8　　　　0　7 0　9　　　　0．5　　　　0　5　　　　0　3　　　　0　4　　　　0　3　　　　0　2 10　　08　　08　　0．5

、egetatlonし0、er（％） lree　la｝er 一　　　　　　30　　　　　95　　　　　75　　　　　70　　　　　50　　　　　80

＿一一 ＿一一
一　　　　　　　　　　　　　＿　　　　　　　　　　　　　＿　　　　　　　　　　　　　＿　　　　　　　　　　　　　＿　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　一

一＿一一一一一
一　　　　　　100　　　　　50　　　　　20　　　　　98　　　　　40　　　　　90 30　　　20　　　90　　　95

Shrub　la｝er 40　　　　　　　2　　　　　　　2　　　　　　　5　　　　　　12　　　　　　20　　　　　　　2 30　　30　　30 30　　70　　70
20　　　　　50　　　　　6〔｝　　　　　70　　　　　90　　　　　70　　　　　7（）　　　　　80　　　　　80　　　　　90　　　　　90　　　　　30　　　　　90　　　　　70　　　　　80　　　　　80 55　　　　　　30　　　　　　50　　　　　　20　　　　　　30　　　　　　20　　　　　　20 75　　　　　60　　　　　70　　　　　90　　　　100　　　　　90　　　　　90 30　　80　　30　　40

Herb　layer 90　　　　　100　　　　　ユ00　　　　　100　　　　　100　　　　　100　　　　　100 75　　100　　100 90　　95　　90 100　　　　　80　　　　　90　　　　　9〔｝　　　　90　　　　9〔＞　　　　90　　　　　80　　　　　80　　　　　80　　　　　80　　　　100　　　　　80　　　　　90　　　　100　　　　　80 80　　　　　95　　　　　80　　　　　90　　　　　90　　　　　90　　　　　90 90　　　　　80　　　　100　　　　　30　　　　　10　　　　　20　　　　　　5 80　　95　　90　　70
Moss　layer Ol　　　O　　　O　　　O　　　O　　　O　　　O 0　　　0　　　0 20　　　10　　　1 60　　　　　80　　　　　30　　　　　5〔｝　　　　　20　　　　　60　　　　　75　　　　　20　　　　　70　　　　　80　　　　　90　　　　　20　　　　　90　　　　　8（）　　　　100　　　　　20 0　　　0　　　0　　　0　　　0　　　0　　　0 0　　　0　　　0　　　0　　　0　　　0　　　0 0　　　0　　　0　　　0

Number　of　spec且es 24　　　　　　16　　　　　　22　　　　　　20　　　　　　27　　　　　　23　　　　　　20 11　　12　　　16 24　　　22　　　21 18　　　　　14　　　　　23　　　　　24　　　　　12　　　　　13　　　　　17　　　　　10　　　　　13　　　　　1〔）　　　　　19　　　　　2〔〕　　　　　19　　　　　25　　　　　19　　　　　10 40　　　　　18　　　　　21　　　　　12　　　　　14　　　　　19　　　　　21 20　　　　　11　　　　　27　　　　　20　　　　　19　　　　　12　　　　　　9 25　　　11　　　27　　　37

1！川’・即。’置’‘4va・αr餌α（Tree　layer） 2　2　　　　　5　5　　　　　5　5　　　　4　4　　　　　3　3　　　　　5　5

一一一一
5　5　　　　3　3　　　　2　2　　　　5　5　　　　3　3　　　　5　5

44　　22　　44　　44
（Shrub　layer） 3　3　　　　　　。　　　　　　十　　　　　　1　2　　　　　1　1　　　　　2　2　　　　　－1一

22　　33　　33 22　　44　　44
2　2　　　　　3　3　　　　　4　4　　　　　4　4　　　　　5　5　　　　3　3　　　　　3　3　　　　　5　5　　　　　3　3　　　　　5　5　　　　　5　5　　　　　2　2　　　　　5　5　　　　2　2　　　　　4　4　　　　　4　4 4　4　　　　3　3　　　　3　3　　　　2　2　　　　3　3　　　　2　2　　　　2　2 3　3　　　　　・　　　　　4　4　　　　　・　　　　　l　l　　　　　。

十　　　・

（Herb　layer） 十　　　・　　　十　　　・　　十　　　　　　十 11　　　・　　　22　　　・ 十　　　ll 十 ・

5♪〃d8α・召1’cゲb1’α（S） 十　　　十　　　・ 22　　　　　　十 11　　22　　22 ・　　　　　　十　　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　十　　　・ 33　　22　　22 4　4　　　　4　4　　　　4　4　　　　5　5　　　　5　5　　　　5　5　　　　5　5 十　　22　　十　　　十
（H） 十　　　　　　　十　　　十　　　　　　十　　　・ 十　　　　　＋　　＋　　＋　　＋　　　・　　＋　　十　　＋　　　・　　＋　　÷　　＋　　　・ 十　　　・ 十　　　・　　　十　　　・

1かめω89θロμη’αご」α∫α（S） 十　　　・ 2　2　　　　　十　　　　　　2　2　　　　　3　3　　　　　　　　　　　　1　2　　　　　1　2　　　　　　・　　　　　　2　2　　　　　1　2　　　　　3　　3　　　　2　2　　　　　1　2　　　　　4　4　　　　　2　2　　　　　3　3 ll　　　・ 55　　　・　　　22
ム・π’・8ハ・・4θハ㍑～紹va・θ礎ゐン〃・‘4ち，灘（H） 十 十 ＋　　・　　＋　　11　＋　　＋　　・　　＋　　11　＋　　・ 十　　　11　　十　　　十　　　十 十　　　・ 十　　　・　　十　　　11
漉～」’ψ4ぐ‘4忽var’〃4π4伽rκα（S） 十　　　・ 十　　　・ 十　　　・ 22　　11　　・　　　　　　　　　　十　　　十 ・　　　　　　　　　　十　　十2　　・　　22 十　　　・　　十　　　11
5劔αρα8η写’・（S） 44　　5。5　　十
Pη’η～ハη’ατ’η～o蹴’‘ミど’（1｝ 十　　　・　　33　　22

（S）

十 十　　　22　　・
五・ゼ’9’πη4～4（S） 十 十　　　・ 十　　　十　　　22　　・
F凋η’1恥’η4η45ゐ’〃’・αvar／4ρ・ηκα（T） 十　　　・
びZ〃～’ハ44ηε伽η4var／4ρ・ノ～’・4（S） 十
E7ぜ・ノεw嵌5∫z8う。繊αη～バ（S） 十　　　・　　十　　　・ 十　　　・ 十　　十2　　・
V’砧ro29ηε融ε（S〕 十 十　　　十　　　十　　　十　　　・ 十　　　・

L・ηどr伽ψ198ηαvar　gZθゐη～’（S） 十　　　・　　十　　　・ 11　　　・
Ω’f82‘勘∫餌伽（S） 十　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　十　　　・ 十
C81αゐ伽∫orδτcπ～α置〃・（S）

十 十2　　・
Bθ∫ぬεr’η4η’z（T）

十　　　・　　十　　　・ 11　　　・
Ωμ8襯5‘r‘吻‘4（S）

22　　　・
3‘ノ己Mπ4名αぬηθη5z∫（S｝

・ 十2　　・　　　・　　十　　　・　　十　　　十 十　　　・
昂θZ♂・4θη伽ηα臓r召η58var雫4C1聖α1’η8ノ～・8（r｝ 11
Mor〃5δoηじδツα3（T） 十　　　十
Rゐ’凸Zη‘乃oc4伽（T） ll　　・　　　・　　十
み・αη’ゐoραηα5μπ05μ5（S）

十　　　・　　12　　十

描7β9卿8∫ωη‘’π脚5（S，H） 十　　　11　　十　　　II　　十　　　十　　　十 33　　55　　33 22　　22　　22
2　2　　　　　→一　　　　　　十　　　　　　　・　　　　　　十　　　　　　一ト　　　　　　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一1－　　　　　1．1　　　　　1　1 十　　　・　　十　　　22　　・ 11　　11　　十　　　・ 十　　　・　　十

（惚」4徽gr・5’；5伽954・嵌z（H） 5　5　　　　　5　5　　　　　5　5　　　　　5　5　　　　　5　5　　　　　5　5　　　　　5　5 33　　55　　44 22　　11　　11
4　4　　　　　十　　　　　　　　　　　　　　　十　　　　　　　十　　　　　　I　l　　　　　1　　1　　　　　→一　　　　　　1　1　　　　　1　1　　　　　1　1　　　　　→一　　　　　　1　1　　　　　　・　　　　　　　ヨー　　　　　　1　】 十　　　・　　　十　　　ll　　ll　　ll　　ll 十　　　　　　4　4　　　　　3　3　　　　　十　　　　　　十　　　　　　十　　　　　　　・ 11　　・　　十　　　・

加5’露θα彦ゐ吻μθη5varμうθ5‘8π5（H） 2　2　　　　　1　2　　　　　　。　　　　　　1　2　　　　　→一　　　　　1　2
33　　22　　11 33　　44　　44

3　3　　　　1　2　　　　　3　3　　　　4　4　　　　5　5　　　　5　5　　　　3　3　　　　4　4　　　　3　3　　　　4　4　　　　4　4　　　　5　5　　　　4　4　　　　4　4　　　　1　2　　　　　・ 3　3　　　　　2　2　　　　　3　3　　　　　4　4　　　　　4　4　　　　　3　3　　　　3　3 3　　3　　　　3　3　　　　　4　4　　　　　2　2　　　　　1　2　　　　　1　1　　　　　1　1 44　　・　　　十　　　22
54η9μ・5・伽≠θημゆZ鵡var　4～う4（H） 十　　　　　　　　　　　　　　十　　　・ 11　　十　　　十 22　　12　　十 ・　　十　　十　　　　　　　　　　　　　十　　十　　十　　十　　　　　　11　　十　　　・ 十　　　十　　　十　　　ll　　22　　22　　22 十　　　十　　　十　　　十　　　　　　　十　　　十 ・　　　　　　十　　　十
五〇う8z745θ∬・姻。如（H＞ 十　　　十　　　十　　　十　　　十　　　十　　　十 11　　十　　　十 11　　22　　11 11　　十　　　十　　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　十　　　・　　十 12　　　・ 11　　11　　　・ 十　　　　・

句∫z徽‘ゐ昭姻9αη∫varゴαz配r照（H｝ 十　　　・　　÷　　　十　　　十 十　　　十 ・ 十　　　十　　　・　　　　　　十　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　十　　　・ 十　　　十　　　　　　　十　　　十　　　十 十　　　　　　　十 十　　　・
ム45’r8αηψ卿η：‘4（H）

12　十2 12　十2　　・
一←　　　　　　l　l　　　　2　2　　　　　十　　　　　　一1一　　　　　　　・　　　　　　1　2 十　　　・ 十　　　　　　　22

Tr厩θη魏ノ4ρ・ηz‘即～（H） 十　　　　　　　　　　　　　　十　　　十 十　　　　　　　十　　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　十　　　・ 十　　　十　　　・ 11　　・
Rπう置りθ5・θη∫z∫（H）

十　　　十　　　・　　十　　　・ 十 十 十　　　十　　　十 ・　　　　　　十　　　・
1η貿π54‘αvar脚π‘απ8α（H）

十　　　・ 十 の 十 十　　　十 十　　　・
M・8ゐr・η9沼」α’εr醒oz4（H）

十　　　・ 十　　　十 ・　　十　　　十 ・ 十　　　・　　　・　　十　　　十　　　・
撚α～4rハ4衛π伽αぐ紹（H）

十　　　十 十　　　・　　十　　　・
五ンr・ρ〃∫〃～召罐z伽45（H）

十　　　・ 十 十　　　　　　十 11　　・　　　　　　　　　　　　　十　　　十　　　十　　　・　　　　　　十　　　十　　　÷　　　十　　　・　　　・ 12　　・　　　　　　　　　　　　　十　　　十 ・　　　・　　十　　　十　　　・　　　・　　十 ・　　　・　　十　　　十
Lツ‘0μ5ごμα4π5（H）

十　　　　　　　十　　　十　　　十 十　　　・　　十　　　・　　十　　　・　　　・ 十　　　・
％ら｛goη麗ηε588う。妬z（H）

十　　　・ 十 十　　　・　　　・　　十　　　・
Eq復・58伽‘押’μ5’rθ（H）

十 十　　　・　　十 G 十　　　・　　十　　　・ 十　　　・
G8η’繊4’頑0ηvarゐ・ro’ノ聰8η5n（H｝

十 ● 十　　　・　　　・ 十　　　・　　　　　　　　　　　　　　十　　　・ ・　　十　　　十　　　十　　　十　　　・　　　・ 十　　　・

ωrd～｝〃8娠”（H） 十　　　　　　1　1　　　　　十　　　　　　2　2　　　　　1　2　　　　　3　3　　　　3　3
十2　　・

（αrピ～’乃〃〃ろθ’9”（H） ll　　・　　＋　　　　　　11　22　　十 十　　　十　　　・ 44　　22　　　・ 十　　　・　　22　　・
乙4〃卍wハρα如ρ’・varρ’～・w・（H｝ ll　十　　　・　　11　十　　　　　＋ 十　　　・
％1）唇ω～’θη〃犀’〃めθ卿’（H） 十　　　十　　　十　　　・　　十　　　十
3・Z・川‘’〃’♪～‘9α‘4ψ～ピ〃～（H）

十　　　十　　　十　　　十　　　11 十2 十　　　・

勾〃確’〃厚卿こ’α々～8㈹ 2　2　　　　　　　　　　　　　　一十一　　　　　　　十　　　　　　1　1　　　　　1　1　　　　　一十一

G4～”〃ηρ｛戸ぬ〃墨var占rεtψゼぐ1’〃’・’”・τ〃〃〃（Hl 十　　　・　　十　　　十　　＋　　12　　＋
5r”ごρ〃αr」α4砂θ犀48’～5（H） 十　　　　　　　　　　　十　　　十　　　十　　　・
砂ゐrf’〃6α～καη4（H） 十　　　十　　　・　　十　　　・ 十 ● 十　　　・
5ρ乃α9η’〃月f励η4”〃’卍（H） 十2 22 ・

（αrゼr・8∫置‘αηα（H） 11　　1】　　22　　11　　22　　22　　11 11　　11　　11 十　　　・　　十 ・　　　　　　十　　　・ 十　　　・
（セrばρδ8認・6πハ照4（H） 3　3　　　　　1　1　　　　　2　2　　　　　ヨ　号　　　　2　2　　　　　3　3　　　　　。

1］　　ll　　ll ll　　十　　　・ 12　　　・
Lツw溜rゐr4疏ツr5耀。’α（H｝ 十　　11　　十　　　十　　十　　十　　十 22 ll　　ll　　l1 十　　　・
1㌔ρ～α・’P8αぜη4αvar・6’ン～’1’〃r・7’・（H）

十　　　・　　　　　　　十　　　十　　　十　　　・ 十　　　・

1，ハ、面、召 十 十　　　12　　十 ・ 十　　　・
乃’”・’ハyoゐ。・‘ρ小凸（H）

ll　　l2　　　・ 十　　　・
（・」m8ビゐr’～磁（H）

ll　　十　　　・
（d・α・⑫1～4（ピα（H）

ll　十2　　十 12　　　・ 十　　　・　　　　　　十
（ω・・r々。’4z～〃〃〃（H）

十 3ヨ　　　・ 十　　　・

5ρ1～・9〃’4〃h吻4♂㍗4〃’（M）

12　十2　　・
1　2　　　　3　3　　　　　．　　　　十　　一～　　　　　　　　　　　　　　　　　　5　5　　　　2　2　　　　4　4　　　　5　5　　　　5　5　　　　2　2　　　　5　5　　　　4　4　　　　1　2　　　　　・

3♪乃々9脚7～r〃めrκαごπηL（M）

22　十2　　・
3　3　　　　　1　2　　　　　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2　2　　　　　2　2　　　　　2　2 ・

勘ゐα9川〃ηρα’」’rケρ（M） 4　4　　　　　3　3　　　　　3　　3　　　　1　2　　　　3　3　　　　　　・　　　　　　　　　　　　　2　2　　　　　1　2　　　　　1　2　　　　　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5　5

％ら，〃納〃〃’ゆ’脚r～〃’以M）

十2　　・
P・～v’・κ勧♪～ノ・・ηψ8r・η〃♪2　va・霧〃’・’1”・・（M｝ 1　2　　　　2　2　　　　　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　十　　2　　　　ヨー　2　　　　　　・

1磁r・〃Lη‘’イ〃ψ・ぬ∫‘r8（M）
十2　　12　　・

V、rκβ9α18　varごα臓彦・5α（S，　H） 3　　3　　　　4　4　　　　　4　　4　　　　4　4　　　　　十　　　　　　1　2　　　　　1　2　　　　　十　　　　　　2　2　　　　　　・　　　　　　3　3　　　　　3　3　　　　　　・　　　　　　3　3　　　　　1　2　　　　　2　2 2　2　　　　　3　　3　　　　4　4　　　　　2　2　　　　　3　　3　　　　／重　4　　　　　3　う ・　　　　　　十　　　・
Lθゴ～’〃置廻z’吻var　49刀θr5ψr’・w川〔H） 2　2　　　　　1　1　　　　　　・　　　　　2　2　　　　　1　2　　　　　　・　　　　　　1　1　　　　1　1　　　　2　2　　　　　→一　　　　　　十　　　　　　2　2　　　　　4　4　　　　　3　3 44
1アααρ脚η・∬ン‘・ごα宇（H）

l　l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2　2　　　　　　・　　　　　　　　　　　　　1　2　　　　　2　2　　　　　十　　　　　　2　2　　　　－1－　1　　　　　　・

1♪ro5㈲r・麟4の如（H） 十　　　　　　　・　　　　　　　　　　　　　　十　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　十　　　　　　　・　　　　　　　　　　　　　→一　　　　　　一｝一　　　　　　十　　　　　　十　　　　　十　　2　　　　　－1一　　　　　　曾 十 十　　　・
ぐα2αωηzαηα㈹

i凌rぞr’刀αエzηLO笈，κz‘‘（H）

】　　1　　　　　→一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一ト　　　　　　→一　　　　　　　・　　　　　一1－　2　　　　　　・

@　　　　ll　　・　　11　　十　　　十　　　十　　　11
33　　　・

5・ゆ～ハゐπ4・oη’4η～ハ（H）
→一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　2　　　　　　。　　　　　3　3　　　　　　。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　十　　2　　　　　　・ 12　　　・

・Vハ・αη伽5占’η8’2覚∫（S，H） 十　　2　　　　　1　2　　　　　　・　　　　　　l　l　　　　　　　　　　　　十　　　　　　1　1　　　　　1　2　　　　　　　　　　　　一←　　　　　　一ト　　　　　　1　2　　　　　→一　　　　　2　2　　　　　　・ 4　4　　　　　　　　　　　　　十　　　　　　　・　　　　　　1　2　　　　　3　3　　　　　3　3 ・　　十　　　・ 十　　　・
品～・ぬ9・初馨・・αμr8・var～ゼ’θ・α’！・α㈹ 2　2　　　　　1　2　　　　　十　　　　　　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　十　　　　　　十　　　　　　十　　　　　　十　　　　　　十　　　　　　　・ 11　　・　　十　　　十　　　十　　　・ 12　　　・ 十　　　・　　　・　　　十
Ho吻r8‘’げ。如（H） 十2　　22 ・　　十　　　・　　　　　　　　　　　　十　　　・　　　　　　　　　十　　十　　　・　　十 十　　　十　　　・　　ll　　十　　　十 ● 十　　　・
（’バ’4〃ゆ8‘’置η8〃π〃置（H） 十 ＋　　・　　・　　＋　　　　　　　　　　　　　　　　　＋　　・　　＋　　＋　　＋　　・　　＋ ・　　　　　　十　　　・ 十　　　・　　　　　　十　　　・ 十　　　・　　　・　　　十
0・〃故・ぬ・〃姻α朋・’…’π・’・〃’va・〃ゑ’・…㈹ 十　　　　　　　。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2　2　　　　　3　3　　　　　3　3

● 44　　22　　　・
0〃・ぐ～8α∫8η5の；～z5　var　3π∫8rrμρ’4㈹

十　　　・ ・ 22　　　・　　　・　　　lz　　　・
翔r49曜θり4ρoπ多‘4（H）

ll　　22　　十
ぐαrατ・謬η4ぬ（H）

12　　12　　十　　　・　　　　　　　　　　十 ・

％勲’〃α磐848四ar　gro8η1αη4岬（H＞
十　　　　　　11　　11 ，

’短8rηoη2・う8zgz置㈹
ll　　・　　十 ●

∬セ’απぞ7パ48肋‘μ’4’4（H）

十　　　ll　　ll 十　　　・
恥彦溜rαrπ占r4　var励z4（H）

十 十　　　・　　十 ・

Rぬ5ρ飢の’ε麗5（H）
11　　　　　　十　　　十 十　　　十　　　十　　　11　　十 ・　　　・　　ll　　十

電7ごθη～r5z4ηzoη伽α（H）

O励・ゆ姻〃’‘・r召αππ・’卍varた・’・9〃㈹

Pセfηη～αて・〃。。α（H）

f1ご乃ツr・～〃P‘ゐ脚ψ・・π5（H）

十 ．

十　　　・ ＋　　十　　　・　　＋　　十　　22　　・

@十　　　・
@　　十　　　・　　十　　　・

・　　十　　11　　11

@　22　　十
@　　十@33　　・　　　十ハ勲！8ηδ8㎎8α’・ηgz5¢・1伽（H）

33　　441嶺り鷹’ψ’05如。乃ンαvarα5z4畑（H）
十　　　十

YI　Yufutsu　1・YE　Yufutsu・toubu，　Yw　Yufutsu－seヨbu，　An　Andou　numa，　As　Asah1－numa，　K　Kashlwabara，　K“　KashLwabara－se夏bu，　Y2　Yufutsu　2，　UE　Utonamuma＝toubu．
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隆起叢株を伴った林分は分布していない。しかし火由臓串物を基盤とする貧養沼沢湿原のミズゴケ類を伴った

ヤチハンノキ林は北海道でも本調査地においてその発達が著しい。遠山鯉2＞は植物社会学的見地から，本調査

地を含む胆振地方のヤチハンノキ林をまとめハンノキーヤチダモ群集を記載している。

　　（37）ヤチハンノキーイワノガリヤス基群集（Table　29）　Theム♂ノzπ5ブα♪o癖。αvar．凋g～‘彦α一

　　　　C【τZαノ〃αg／ro5”5　Zαノ～9540ノが∫sociatiQI1

　　本群落は勇払湿原中心部に広く展開するイワノガリヤス群落地帯の外周に成立しているもので，樹高2～

3mの低木轡型から8～9　mの高木林型まであり，湿原内から外縁に向って低木林から高木林への帯状配列を

なす。群落構造は低木層の欠如した2階層型である。骸骨のうつ十度は林齢によって差があり，湿原への侵入

初期の低木林で40％程度，樹高5m前後の萌芽による再生群落で95％，樹高7～9　mの高木林で70～80弩，精

死木の多い老齢林で50落前後である。老齢林では枯死株からの萌芽再生も認められる。草本層は0・9～1．5艶

でイワノガリヤスが優右する。被度は低いが恒存度の高いものにキタヨシ，ヒメシダ，サワギキョウ，シロネ

があるが，これらはやチハンノキ林に共通の構成種である。本群落を特徴づける恒存種は，ヤラメスゲ，オニ

ナルコスゲ，アゼスゲ，ツルスゲ，ヤナギトラノオ，ミズドクサ，オオマルバノホロシ，ヒメナミキ，エゾミ

ソハギ，エゾノレンリソウ，アギスミレ，ホソバノ滋ツバムグラなどの低層湿原要素12種である。立地は灰白

色火山砂を基盤に，表履に30～35cmの分解質泥炭の集積した低平地である。降雨量の少ない夏季においても

停滞水位は10～15Cmと高く，ヤチハンノキ町域中最も排水条件が悪い。このため大部分のヤチハソノキは著

しい「根あがり」を示している。

　　（38）ヤチハンノキーキタヨシ基群集（Table　29）　The／1Z／zz‘∫ブ妙。η∫‘αvar．硯g漉α一翅πzgフ競8∫

　　　　ooηη厚～〃zf5　sociation

　　勇払湿原一帯に分布する低木群落である。群落構造は2階暦型を呈し，ヤチハンノキの樹高は2～3．5m，

樹冠植被率は30落程度で疎開している。草本層は0．9～13m，主導糠はキタヨシ，亜優占種はイワノガリヤス

である。ヒメシダ，ナガボノシロワレモコウ，サワギキョウ，オニナルコスゲ，ツルスゲなどが高い恒存度で

鵬現しているが，前群落の特徴種の大部分のものは消失する。群落の立地は，表層の分解質泥炭層は比較的う

すく15cm程度であり，その下層は田シ泥炭と火山砂の互摺で排水可良な条件にあることが伺われる。6月乾

燥期の停滞水位は40cmで前群落の立地よりかなり低い。平均繊現種数は13種でヤチハソノキ林の中ではも

っとも少ない。

　　（39）ヤチハンノキーキタヨシーヒメシダ群群藥（Table　29）　The　ZIZ／z齢メ妙01♂加var．御gκ故一

　　　　描躍9ノπ泌ω〃切～7〃z∫5一ゐζ翻℃α伽砂ψ！o溶varψめ65ご♪8／z5　sociation

　　湿原周辺で泥炭層のうすい緩斜地に成立する低木群落である。ヤチハンノキの樹高は1・3～1・7m，剛歓こ

ホザキシモツケを伴って，低木層の植被率は30～70％である。草本層は2層に分化し，上部ではキタヨシ，下

都ではヒメシダがそれぞれ優占する。憧存種はイワノガリヤス，ナガボノシロワレモコウ，サワギキョウ，ク

サレダマの他，キタノカワズスゲ，ヒオウギアヤメ，ハリガネスゲ，ヒライ，ワラミズゴケ，クシノハミズゴ

ケなど輝輝沼沢地や砂質土壌に分布する袖型も出現している。平均出現世数は23種で，乾燥立地を反映して比

較的多い。

　　（40）ヤチハンノキーヤチヤナギーワラミズゴケ基群集（Table　29）　The／1Zη螂ノαρ07z沈αvar．

　　　　α7：9磁α一萌，プ加9αZ8　Var．≠0η躍ノz’05α一図乃α9η2翻5ψ吻勧〃ノz　SOCiatiOn

　　本群落は丘陵地谷筋層湿地に特有の，林床に著しいミズゴケ堆を伴った低木群落で，柏原，安藤沼，朝目

沼から記録された。群落構造は3階層型を示す。低木層は王～3mでヤチハンノキが優占し，ノリウツギが高

爵存度で混生する。草本層は0．3～05mでヤチヤナギが優占するが，エゾイソツツジ，ヒメシダの被度も高

く，特に優占種の位置を占める。底屠の主導種は，ワラミズゴケであるがオオミズゴケやクシノハミズゴヶに
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おき代る場合もある。随伴種で特徴的なものにツルコケモモ，エゾイソツツジ，ヒメワタスゲ，トキソウの高

層湿原要素やススキ，コガネギク，タチギボウシ，ヤマドリゼンマイなどがある。本群落は前節で述べたミズ

ゴケ湿原において，隆起部の高燥化に伴ってヤチハンノキ，ノリヴツギ，クロミノウグイスカグラのような木

本類が増掬して形成された群落であり，ミズゴケ湿原の植生遷移の見地からすれぽ終末期と見敏される。群落

総出現機数は43種でかなり多いが，スタンド間の変動が大きく平均種数は17種にとどまる。

　《41）ヤチハンノキーヤチヤナギーヒメシダ基群集（Table　29）　The・4♂ηπ5ノαρo／z加vaLα119碗α一

　　　　ム勿プ加9砒Var．孟・η3召ノ～’0∫α一五α5ケ8α伽㊥’6ノρ15　Varψ～‘∂β∫68ノ～∫SOCiatiOn

　　本群落は勇払北部，柏原西部，ウトナイ沼東部など勇払湿原の火山灰堆積地に成立している低木群落であ

る。低木層の主導種はヤチハンノキで，樹高1．5～3磁，恒存種にはホザキシモツケ，ノリウツギ，エゾノコリ

ンゴがある。樹冠植被率は20～50％程度で疎開している。排水溢乳な立地を反映してススキが高今度で随伴

している。草本層の優占種はヤチヤナギ，亜優占種はヒメシダであるが，柏原西部からウトナイ沼東部にかけ

ては，ツルヨシやエゾサワスゲを，また勇払地域ではエゾツルキンバイ，ナワシロイチゴ，ネムロスゲ，ヒラ

イなど海岸沼沢地性植物を多く混じえる。

　　（42）ヤチハンノキーホザキシモツケ基群集（Table　29）　The孟♂η～45ノαρo短ぐαvar．α屠酩α一助諏θα

　　　　5α♂ガ6功Zガαsociation

　　本群落は勇払湿原の代表的なヤチハンノキ林で低木林から高木林まである。群落立地は河川の自然堤防や

旧河道跡地の比較的排水のよい起伏地である。ヤチハンノキの樹高は4～8mで，掛冠のうっ閉度は20～10G％

とばらっきが大きい。一般に低木林は疎林型であるが，高木林では密林型が多くなる。低木層は1．5～2mでホ

ザキシモツケが優隣し，他にエゾノコリンゴ，マユミ，チョウセンゴミシ，カラコギカエデなどを混じえる。

草本層は低木林ではヒメシダ，コウヤワラビ，イワノガリヤスなどが優毒して植被率も80鬼以上に達し，階層

分化が明瞭であるが，高木林の林床は一般に疎開していて構成種も少ない。ここにはエゾヨモギ，ヒロバノハ

ネガヤ，エゾメシダ，ナワシロイチゴ，ヒヨドジバナなどが低被慶，恒存度で出税する。湿撒要素は減少もし

くは消失している。

　　（43＞ヤチハンノキーエゾミヤコザサ基群集（Table　29＞　The・4」ノ～螂ノ砂。〃∫‘αvar．副9～4’α一

　　　　5α5α　αノ）oガ61z5ガ∫　SQciation

　　本群落は安平川流域自然堤防地に成立している。勇払地域では樹高10m，胸高直径20　cmに達する高木

林で，ヤチダモ，ハルニレ，ヒロバノキハダ，カラコ工銭エデ，ミヤマザクラを混じえる。低木層優占種はミ

ヤコザサ，亜優占種はエゾヒョウタンボクである。安藤沼から詑録されたスタンドNo，75G工7は，樹高4mの

低木林で，火入れ跡地の再生群落である。低木層の優占種はミヤコザサであるが，ノリウツギ，ホザキシモツ

ケの混生度も高い。草本層は一般に疎開し，主導種はヤマドリゼンマイとエゾメシダである。スタンドNo．

75035は柏原より記録された高木林であるが，これは上記のスタンドとは異なって低木層は疎開し，エゾミヤ

コザサも出現していない。しかしミヤマザクラ，カラコギカエデ，オニウコギ，ヤチダモの珪1現，草本層のヤ

マドリゼンマイ，エゾメシダ，キダチネズミガヤなどが共通種に出現することから，ヤチハンノキ林の1型と

して記録した。本群落は人為作用の来歴の相違によって，種構成上からはスタンド間の変動が大きいが，立地

的にはいずれも腐植層をもつ湿潤な鉱質土壌上に成立している。

F．代償植生　Substitute　Plant　Communities

　　本調査地の植物群落は，多かれ少なかれ河川改修，排水溝掘削による乾燥化，道路建設などの人為作用の

影響を受けているのであるが，ここでは火入れ，開墾，客土など近年のとりわけ強い入道干渉下に成立した群

落に限定して湿原の代償植生として記録した。
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　　（44＞ヤチハンノキ・ノリウツギ群落（Table　30）　The／1♂π～‘5ブαρo癖馬var．αノ：g～6彦α．理y47ηπg6α

　　　　ρα・～ゼα4Zα’αcommunlties

　　本調査地では最も普遍的な代償群落で，開墾地に成立している。低沐暦はL5～3　mでヤチハンノキとノリ

ウツギが共優占するが，開墾強度や泥炭腰の有無によって林床型に相違がみられ，ここでは以下に述べる4基

群集を記録した。

　　ヤチハンノキ，ノリウッギーススキーヒメシダ基群集は，勇払北部火山灰地にみられる。恒存種はホザキ

シモツケ，エゾノコリンゴ，クロミノウグイスカグラ，ヤチヤナギの木本類とユウゼンギク，マツマエスゲ，

イワノガリヤス，カセンソウ，オオヨモギ，ナワシロイチゴ，ナガボノシロワレモコウ，クサレダマ，ホロム

イリンドウ，ミズオトギリ，キタヨシ，エゾノサワアザミ，ヨツバヒヨドリの17種におよぶ。出現種数は16～

32種，平均23種でかなり多い。

　　ヤチハンノキ・ノジウツギーイワノガリヤス基群集は，勇払東部泥炭集積地の排水と開墾によって乾燥化

した立地に一般的である。群落構造上はススキを欠如し，それに代ってイワノガリヤスが草本層の優占種とな

る。種組成的には前群落と三差ないが，ここではヤチヤナギを欠き，またユウゼンギク，オオヨモギの増加が

顕著である。

　　ヤチハンノキ・ノリウツギーススキーウラジロタデ基群集は弁天沼東鄭の火山灰を混じえる砂質土壌上に

限って分布している。草本層第2層の優占種であるウラジロタデは，本来火山荒原の先駆植物であるが，海岸

砂丘にも分布し，本湿原域では海岸寄りの飛砂の影響下にある低平地や旧砂丘列記に群落を形成している。本

群落はウラジロタデの存在によって特徴づけられ，ヒライ，キパナノカワラマツバ，アレヂマツヨイグサ，オ

オヨモギ，ナワシロイチゴなど多くの海環草原要素を混じえる。

　　ヤチハンノキーウラジμタデ基群集は，勇払南部の1日砂丘後背地より記録されたものである。これは道路

建設のためにヤチハンノキ林の林床撹乱がおこった際にウラジロタデが侵入して形成された群落と考えられ

る。ヤチハンノキは樹高5～61n，胸高直径10　cm内外で，林冠はうっ閉している。草本層上部は草三王mの

ウラジロタデの単独優占によって特徴づけられる。草本層下部は疎開し，ヒメイズイ，キジカクシ，キンミズ

ヒキなどが散生するにすぎない。

　　（45）ヤチヤナギ群落（Table　31）　The五勿ノ・’6αgαZθvar．’o〃36π≠05αcomlnunity

　　勇払北部，ウトナイ沼東部，柏原西部の火山灰堆積地に広く分布するヤチヤナギ優占の群落である。種類

構成からみると前述のミズゴケ群落からミズゴケ類や高贋湿原要素の欠如した型で，本群落の成立には恐らく

人為作用の影響による地下水位：の変化が原園しているものと考えられる。本調査地からはTable　31に示し

た2基群集，すなわちヤチヤナギーエゾイソツツジ基群集とヤチヤナギーエゾサワスゲ基群集とが記録され

た。龍者は勇払北部の泥炭層のうすい低平地に分布しているもので，底履に地衣類やスギゴケ類を伴っている

“乾燥地回”のヤチヤナギ群落である。恒存種にはノリウツギ，クロミノウグイスカグラ，ユウゼンギク，ホ

ザキシモツケ，ススキ，マツマエスゲ，ヒメシダ，イワノガリヤスなど草原要素が多い。出現種数は8～18種

と立地による変動が大きい。また後者は火山灰の露出した低凹地に分布する。この地帯は雨量の多い季節には

一時的な滞水をみるが，少ない季節には停滞水はない。前基群集には出現しないが本群落を特徴づける笹存種

に，エゾサワスゲ，ムジナスゲ，ノハナショウブ，ヤマアワ，ヒライ，タチコウガイゼキショウ，ツルヨシ，

サワヒヨドリなどがあり，“湿潤地回”のヤチヤナギ群落である。

　　（46）イワノガリヤス群落（Table　32）　The　Cα♂α〃zαgプ05‘’∫Zαノ～g5601漁∫community

　　キタヨシースゲ型湿原の乾燥化した立地に成立する典型的な代償植生である。本調査地からはイワノガリ

ヤスーヒメシダ・ユウゼンギク基群集が記録された。主導種はイワノガリヤスで，ほぼ80努内外の植被率で上

層を占め，下層にはヒメシダとユウゼンギクが共優占している。エゾヨモギ，カセンソウ，ヤマアワ，ススキ，
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.

.

.

I･
I.

l
i

l

.

.

+
.

.

.

i'
l･j

i'

.

.

.

.

.

.

.

+
.

.

.

.
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l

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

'

.

+
.

Artemisia montana (H 2)
Rubus paiwlfolins (X 2)
Solidugo viiga-aui'ea var. IeiocaiPa (ff 2)

Sanguiso7ba tenuilfolia var. alba (H2)
11o,simachia vuigai'is var. dowui'ica (H 1)

Carex longe?ostrata (H 2)
b'is ensata var. spontanea (H 2)
Gentiana trij7oiu var. hoivmuiensis (H 2)
Cdla7nagrostis etpigeios (H 2)

+
+
+
2.2

+
+
+
+
 .

+
1.2

+
1.1

+
3.3

 .

 .

 .

+
1.1

+
 .

1.1

2.2

1.1

+
+
 .

+
+
+
+
+
.

.

+
.

.

.

+
+
+
+
'

+
.

+
+
+
2.2

+
 .
2.2

+
1.1

2.2

+
+
+
+
 '

.

+
+
+
+
.

+
+
.

I
I
I
1

l
i
l

I
l

3.3

2.2

+
 .

+
 .

 .

+
1.1

2.2

 .

Ll
2.1

+
2.1

 .
2.2

 ･

 .

 .

Ll
1.1

+
1.l

+
 .

+
+
+

.

.

.

.

+
'

.

+
.

'

.

.

I

.

.

+
.

･l
.l
  i
･I

'

l

L;
i+
I･I

I'

+
.

.

.

.

1.1

+
+
÷

 .

÷

 .

.

Pblyg'onum wayi'ichii (H 2)
Jlencus orokoscensis (H 2)

Galiu"t vei'um var. asiaticttm (H 2)
1lycql)us lucidus (H 2)

Oenothe7u Pai-vil17b7u (H 2)

.Picris hie7ucioides var. glabiescens (H2)

Geum j'`tponicunt (H 2)

Asparagus schoberioides (H 2)
.Pblyg'onatum humile (H 2)
Ag,'imonia pilosa (H 2)

.

.

.

.

.

'

.

.

.

.

'

'

.

.

･

.

.

.

'

.

.

.

.

.

.

.

+
.

'i-.
.

.

.

.

.

.

3.3

+
+
+
+
+
 .

4.4

+
+
1.1

+
+
 .

 .

.

.

.

.

.

.

.

.

'

.

.

.

.

.

.

.

'

.

.

.

'

'

.

.

.

.

･

.

.

.

.

'

.

.

.

.

.

.

.

.

-

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

  l
' i'

･I
･I
･l
.l
･l
  I

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

l
E

i
.

.

.

'

.

5.5

 .

 .l

i'

:

i

'

 .

+
+
+
1.1

5.5

 ･

 .

+
 .

 .

Ll
+
+
 .

Others ; Rhus trtichoca7:t)a (+, 75e02, 75005, 75405), Saliu integ7icz (+, 75005), 1b'unus ma :imozvicxii (+, 75002, 75404), Euonymecs 7nacimptents

 (+, 75002, 75404), Acer ginnala (+, 75002), Scxlix hulteni'i (2.2, 75009), 1loPeclus maximoxvicxii (+, 75404), Yibu7vium opukts var.
 calvescens (-t-, 75404), Schisandizz chinensis (!.1, 75405), Rubia .iesoensis (+, 75001, 75e09, 75015), Hbsta rectilfblia (+, 75eOl, 75009,

 75015), Sci7pus zvichuiue (+, 75002), D7vseiu ivtundijblia (+, 75003, 75004), VVola ve,'ecunda var. semiluna7'is (+, 75005, 75004),
 Solanum 7nagaca7pttnz (+, 75005), Scutellaria dapendens(+, 75005), lt),simachia tdyrsij7biu (+, 75e05), Stach{ys j`ciponica var. villosa

 (+, 75e06, 75404), Ledutn palustre var. diversipilosu,n (1.2, 75009), Pb4ngonum sieboldii (-i-, 75015), Eeepatorium lindlayanum (+,
 75004), Bot71ychiunt ivbustum (+, 75001), Vtola verecundu (+, 75001, 75404), Leibnitzia anandria (+, 75001), A4behringia laterij7ora
 (+, 75002), Clinqpodium micranthum (+, 75002, 75405), Achillea Ptarntica var, macrocephala (+, 75003, 75070), ILceris dentata (+,
 75e05), Chamaenerion angustijblium (+, 75006), Senecio cannabijblius (+, 75006, 75008), CZ-lhalictru"t minus var. hblpoleucum (+,
 75015), .}lotetilla .f>'ayniana (-i-, 75015), EIPhagnum sueVC)tlvum (4.4, 75004), Cdrec ma cimoTvicxii (+, 75004), Agrostis alba (-l-, 75070),

 Maianthemum dilatatum (+, 75404), Glehnia littoiulis (+, 75404), Orthormphium coreanum var. kengii (+, 75405), Mlthlenbergia
 7umosa (+, 75405).
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Table 31. Floristic composition of the A{11yrica .crale var. tomentosa-Ledum palustre var. d

sociation G) and the Mlyrica gale var. tomentosa-Carex virid"la sociation <II).

i'versipilOSU71'l,

Community types II
I

IIII]

Stand number  75 75 75 75 75 751･ 75 75 75 75
024 025 026 027 023 OIO[ e05 O06 O07 Oe8
YN YN YN YN YN YN[UE UE UE UE

75
OOI

75
O03

75
O12

75
O13

75
O16

75
O13

Site KW2 KW2 KW2 KW2 KW2 YN
Quadrat area (m2) 1 1 1 1 100 100

i
100 100 25 25 4 9 25 25 25 25

Vegetation height

    I
(m> l

Shrub layer (S) O.8 O.8 O.8 O.8 L2 1.01' 1.5 1.8 2.o 1.0 1.2

O.3 O.4

1.3 1.6 1.2 2.0 1.3

Herb Iayer (H)

Vegetation cover (%)

o.3 e.3

30 30

   O.3 O.3 O,4 O.sl o.6 o.3 o.6

   so 2o ls 7ol so 3o se 3o

90 90 70 80 100i 100 100 100

O.7 O.3 e.s

Shrub
I

l' Herb

layer (S> 10 50 50 50

O.5 O,5

90 90
layer CH) 70     100

16 29 30

80 100 80 se 70 20

Number of species 12 9 9 14 19 28 24

5.5

"
 .

+
+
÷

1.2

 '

11

5.5

+

 .

 '

+
 .

 '

16

Mlyrica gale var. tonzentosa (H)

Alnus juponica var. argttta (S)

iEipiraea salicijblia (S)

Loniceia cae7'ulea var. emPhllocalyx (H>

ll]ydiungea panicttlata (S)

Addlus baccata var. 77iandshui'ica (S)

Quenctts crispztla (H)

Loniceiu a(pigena var. glehnii (S)

2.2

 .

 .

÷

1.1

 .

 .

 .

3.3

 .

+
2.2

1.1

 .

 .

 .

2.2

 .

 .

 .
1.1

 '

 .

 .

22
2.2

"
+
 .

 '

 .

 .

4.4

+
 '

+
1.1

 '

 .

 .

1.2

 -

 .

 .

 '

 .

 '

4.4

+
 '
2.2

2a2

 '

 .

+

I
5.5

+
+
Ll

 .

÷

 .

+

5.5

+
+
1.2

+
 .

+

5.5

 .

 .

+
+
+
÷

 .

13 14 23 12
5.5

+
 .

 .

 '

+
 .

 .

4.4

+
 .

"
 .

+
 .

 .

3.3

1.1

÷

"
 .

 .

 .

3,3

+
+

 .

÷

 '
1.1

2.2

 .

 .

 .

 .

 .

 .

 .

Ledum palustre var. di'vei"sipilosttm (H)

Cladonia bacilla7'is (M)

Sct"i?us hudsonilanus <H)

1'blytrichttnL J'uniPe?'inuin var. gixzcilius (M)

Cladonia chlorophaea (M)
SPiiuea betztlijblia (H)

Aste74 no'vi-beigi:･i (H)

1.2

1.2

l2
1.2

 .

 .

 .

3.3

1.2

 .

 .

 .

 '

 .

4.4

3.3

+.2

 .
 .
 .
 .

3.3

2.2

 .

 .
1.2

1.2

 '

3.3

 .

 .

 .

 .

 .
2.2

.

.

.

.

.

'

.

.

.

.

.

.

'

.

.

.

.

+
+
+

'

.

.

.

.

'

.

.

.

.

.

.

.

.

'

.

.

.

.

.

.

.

.

.

'

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

'

.

.

.

.

Solidago wil71gu-aurea var.

bzttla salicina var. asiatica

Ca7Nev longei'ost7uta (EE)

A4iscanthus sinensis (S)

leioca7?a (H)

(H)

3.3

+
 .

"

.

'

.

.

 .

 .

 .

3.3

+
 .
2.2

2.2

1.1

+
 .

"

1.1

 .

 .
4.4

+
 .

+
3.3

+
 .
1.2

2.2 3.3

 .

 .

 -

22

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

+

.

.

.

+

 .

 .

+
1,2
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ゐα∫‘’ぞα’1～め卿溶varψ～f伽CO〃∫（H＞

3ω～9μガ∫・物’召πε‘・ノわ♂～αvar．π伽（H＞

CαZα〃」α8γ05彦～∫Zα1～8『∫401ガ言～〈H）

Tノ葱α48ノ～μ〃り‘ψo〃～α〃μ（H）

∫ソ〃㌃zg〃z～’85　co〃〃2zz〃～～5（S）

ゐ。加Z忽∫8∬ノZ．ゲbZ～α（H＞

Z◇’ωρμ∫フノzαα6融α〃♂‘5（R＞

G8／z‘∫α〃α’ノ’顔lo7u　var。ゐ01りノ〃z’18〃515（H）

身∫匠〃～α‘1磁槻忽〃・～3var．4α辺～〃加（薮）

　　　　　ミ・　　2．2　　　・　　　十　　　1．2　　3．3　1　　十　　　3．3　　3．3　　1，1　　　　一←　　　　　十　　　　1．2　　　　　・

2．1・1．1十2．11。1i十÷・十十　十　十　十
＋率＋．＋．i1．11。1＋1．11．11．12．2＋
．＋＋・2．21。1i＋＋牽＋・＋・・

”．。 ¥十i十十．．。　’　”

十　十
1．1十
十1．2
十　・
o　　　　

夢

十　・

十　十
1．1十
十　十

P1ηug〃L鉱8∫プα／｝oη∫c‘z（S）

Cα7rατ～1プぬZα（H）

Cσ♂αノ〃α91η5’～5斜なd～o∫（H）

乃ψ砿01ゴμノμ〃〃4Zの7αノ’～4〃エ（H）

乃廊召π∫α♂αvar．脚脚ノ～8α（H）

Cα撒む沌。ノゐ～〃μガ（H）

R～‘ゐ～4∫ραノ・乙ガ∂z癬3（H）

％66〃認Zαノ〉・（壇醜ど照（H＞

理yμノ『～α4〃’βノー8cオ’‘〃（H＞

Acん沼eαがαη♪～ゴCαvaL〃～αoroαψ1～αZα（H）

」～〃～czがツ。た。∫‘8’～5∫5（H）

」2〃zα‘5々ノπ〃‘どノゴ（H）

助どノ切～魏β∫∫〃z8／z∫～∫（R＞

αノr∫伽ノπαo〃30アr8ノ～3♂（H＞

5♪1～α9π’〃π5～’四脚，2〃μ（M）

汲〃1αび（漁5π5var．48ψ～8〃∫（H）

Cα肥置跡πo∫α（珊

み〉¢ゐノ翼ノπ∫αz～cαノ・～α（R）

・　　　・　　　・　　　…　　　　　　　　　1　　3．3　　2．2　　3．3　　1．2　　　1．2　　　　3．3　　　　3．3　　　　3．3

・　　　・　　　・　　　…　　　　　　　　　…　2．2　　2，2　　1．2　　3．3　　　3β　　　　2．2　　　　1．2　　　　4．4

：：：：：：i‡よ‡：：‡宇∴
・・・…

@ i1ユ＋＋十・＋÷・・　　　・　　　　。　　　・　　　　。　　　　・　｝　　十・　　→一　　1・2　　　畢　　　　●

・・・… @i・＋…
・・・…

@ i・十＋÷・
・・… @　■＋・＋・・
・・… @一＋＋…．　　　・　　　・　　　…　　　　　　　　　…　　　・　　1。1　　1．1　　2．2　　　　・

　　　　　旨・・・… @　11．1・・1。1・
：：：：：：ほ‡け：
・・．・．．

縁¥．2．．十．2．

・・… @一・・…
：：：：：コ：：：：：

り　　　　　 g　　　　　
o

・　　　　　　伊　　　　　　．

P　　　　　●　　　　　●

o　　　　　　腰　　　　　　o

■　　　　　 O　　　　　 o

●　　　　　 ●　　　　　 o

5．55．5
0　　　　

●

2。2　・

十　・
●　　　　　●

十　・
十　・
O　　　　 o

●　　　　　■　　　　　●　　　　　o　　　　
o

●　　　　　 ●　　　　　 ●　　　　　 o　　　　
事

●　　　　　．　　　　　o　　　　　o　　　　9

畠　　　　　　．

●　　　　　　停

。　　　　　
●

o　　　　　．

0

1．1

●

o　　　　
●

●　　　　
亀

1．2　。

・　1．1

慧

薯
毫

Others；　3σ〃滋　ノノz‘（箸’ητ　（十，75023，　75013），　君μo／zツ〃㍑45　クπα6／roメ〉’｛ηρκ5（1．1，75016），　君ごθ’樽9ガノz／zζzZα　（十，75016），β8勘4α　βノブ’zαπガ（十，75008＞，　R4》μZκ3

　ノ〃α父ゴノμoτo，’c驚ガ（十，75007），（～z‘8ノ℃μ54θノ躍αオα（十，75008＞，　V7δκノ忽’z♂〃μoρκ々45　var．　cαZτβ50｛2πぶ（1，2，75016＞，　C〃r∫∫～〃ノz汐8cだπ8ZZ！〃ノz（一←，75023，

　750G3），　Aノ≠｛ノ〃’1∫～α　〃roπ’α〃α（十，75016，75013），　・ε～‘」ραオ07ゼ％〃’ごんルzθπ58　var，　∫ガ〃4）々6乏プ～）Zfz6ηz　（十，75010），　CZゴπoρo♂fπ〃z　η亙c1ηノz’1zz‘〃z（十，

　75007＞，　Zぼ召1卿～5　♂8〃’α乱τ　（一ト，75006），　1～んツ2z（ゾzo宴｝oハ2　．〆詑ゐ｛ηゴ（十，75008），　Cαフで館　ノノ～α諾ガ〃～oτび∫c之～ガ（十，75006），　Cα2で記　6αメ）π1α68α　（十，75006），

　H～8／uo～”〃3　～〃〃ゐ｛～ZZα♂z〃〃　var。ノαρo／1∫6♂‘η’（十，75005），23ノ療》cα2‘Zo〃　ノノ～oノ～o（アoc60’z（十，75001），／165z｝‘z　7℃c～し麺7〃α　（一←，75023，75003）．

黛



62

Table 32･

ecnjFIL{l}E ee4ts ec1-ly' 1981

Floristic composition of the Calantagrostis
langsdoi:t7i･i-Lastrea thelyptei'is var. pttbescens.

Aster nowi-beigii sociatien.

Stand number
1

'i

75019 75020

Site
j

t YE

2uadrat area (m2>
!
:

i
25

YE

25

Vegetation height (m)
i
i
i

1.e

Vegetation cover. (%) 100

1.e

100

Number of species
lww

i 24I
21

 Calam･ag'ivstis langsdoi:ffii

 Lastrea the(ypteris var. pi{bescetts

*i<lstei+ novzLbe(g'ii

 Ai'tetnisia ･t?tontanct

1>iula salicina var. asiatica
'

5.5

4.4

3.3

!.1

+

5.5

3.3

4.4

2.2

+

LSIbiraea salictlfolia

Malus baccata var. mandshu.rica

1:oisimachia 'vuigaris var. clavtcrica

Ci'msium pectinellunt

Lobelia sessil･ij`o' lia

threv koideumii

IViiAagtnites contntttntls

T7'iadenttm j"ttponicum

Stachs,s judeonica var. 'villosa

.Fllnus j'mponica var. ailgttta

Loniceiiz caei`ulea var. ellop]ayllocalyx

Gentiana trij7o7u var. ho?iomuiensils

Itycopus maacfeiantts

HsPei4icuin erectttm･

Hosta 7"ectilfblia

Scutella7'ia dopendens

Empatoi'item lindlayanutit

Rubtts ParvilfL)lius

Calamagrostis (ipigeios

Salix intagia

Mt'scanthu.s sinensis

SdngtttlsoiVa tenuijCblia var. alba

Lastrea nimponica

Equisetum palust're

Senecio catmabij`blizts

At]iiyriune brewijC)"ons

l
l
l

l
i

+
+
+
+
2.2

1.2

+
+
+

2.2

+
+
+
"
÷

+
-l-

1.1

+
 .

 .

 .

 .

 '

 .

 .

1.1

1.1

+
+
+
+
+
+
+
 .

 .

 .

 .

 .

 .

 .

 .

 .

 .

+
+
+
1.2

+
+
+

* A naturalized plant.
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ナワシロイチゴなどが二三種として挙げられる。

　　（47）ススキ群落（Table　33）　The　M∫∫cαノz’1診z‘∫∫ガ〃6〃5∫∫community

　　ウトナイ沼から勇払北都一帯の放棄牧草地に一般的な群落で，ススキーナワシロイチゴ基群集が記録さ優

群た。恒存度の高い前群には，エゾヨモギ，オオブキ，ノコギリソウ，カワラマツバ，カセンソゥ，ヒメジョ

オン，アレヂマツヨイグサなどがある。

　　（48）ウラジロタデ群落（Table　34）　The几ら慰。〃’φ〃’四¢y1宏んf！community

　　主として弁天沼周辺の放棄牧草地より記録された群落で，ウラジロタデーススキ基群集とウラジ嶽タデ優

群集の2つのタイプがある。箭者は火山灰を混じえる砂質土上に分布する。草本層上部は草高1．5～2．Omのス

スキが優占し，下部は0．9mのウラジロタデが三三占する。三度，恒存度の高い種群にはユウゼンギク，オオ

Tab藍e　33． Flor玉stic　composition　of　the　M廊‘，αノよ〃zμ5

∫〃～8ノ～5’∫一1～μ6z6∫1》α僧び｛ノ〔∂Z∫’‘5　sociation．

Stand　number

Site

75012

…1

YN

Ωuadrat　are鼓（m2） 25

Vegetation　height（狙）

First　herb　互ayer（1｛1）

Vegetat三〇n　cover（％）

．I　Sec・璽・・セ1哩鰭1）

First　herb　layer　（正｛1）

Second　herb　layer（H　2）

Number　of　species

Mf5cαπ∫1耀53〃～6ノ～∫’5（H　1）

〆17勿〃廓’αノ〃。ノ～’αノ～α（H1）

の∫7π8α5αZ飴洒Z∫α（H1）

ノh恩Z忽　6Zα’α　（H　1）

1．5

0．3

80

100

17

4．4

3．3

1．2

十

R～め～43ραrτノ〃b〃κ∫（H2）

飽α5∫彦β5ノ妙。ノ融‘5var。9ゆ雇α影3（H　2）

ノ1c1沼8αμαノ痂‘αvar．脚。ノηαψみα！α（H　2）

Gα」加πθ1‘〃μvar．痂。乃。‘α1：♪醐（H　2）

h〃α5α！勧zαvar．α5’α碗α（H　2）

κプなθ7roπαππ‘‘π∫（H　2）

ノ1♂6π砂ゐ伽護1ψ塀1αvar．ノ妙。〃’・α（H　2）

50♂ガ4α9・厩’：9‘かαμノ宏αvar．1β∫06αア：ρ‘z（H　2）

ノ1’瀬棚5～αノ妙。π飴α（H2）

＊0θπo〃L6’τ五ρα1・砿β01鴇（H　2）

0ノ漁。ηψ1L加μ・・膨ノ露～イ’ルvar．た8πμ（H　2）

ルん81zノ雪’ノz9如Zα’θズ㌍oノπ（H2）

み9，・σ緬∫α必α（K2）

1

3．3

2．2

1．1

1．1

十

十

十

十

十

十

十

＊Anaturallzed　plant．
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Table 34. Floristic compositlon

sociation (I) and the

e,f the I)bC),gonuin

fo4ygonunt zvayrtlch

zveyi'ichii-A4iscanthtts

ii consociation (II).

stltensts

Community types 1[

Stand number  75 75
O12 033

ff

 75
045

I'

I

L

 75
034

 75
044

 75
035

 75
O13

 75
Oll

Site BB100 25
B

9uadrat area (m2) 50

Vegetation height (m)
First herb layer (H 1) 1.1 1.4 l.5

i Second herb Iayer (}i[ 2) O.6 O.3 O.9

Vegetation cover (%)
1

l

First herb layer (H 1) 6e so leo

Second herb Iayer (Ei3) 80 se 70

Number of specles 24 18 16

1vascanthus sinensis (H 1)

.Pblygonum zvayrichitl (H2)
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 Artetntsia 7itontana (ff 2)

 Rubtes Pai-'vill(blius (H 2)

"Aster nov･i-beig'ii (H 2)

*Oenothe?u parvij7o7a (H 2)
 x'-l7"temisia j'aponica (H 2)

 Solidogo wi't:gzz-aztrea var. Ieiocai:pa (H2)

 Morrica gnle var. tomentosa (H 2)
 [SPimea salic･ij(blia (H 1)

 Calamagrostis langsdo7:fiii (H 2)

 Calamagi4ostis eptlgeios (H 2)

 IZIi7ugmites communis (H 1)
 Stacbys juponica var. 'villosa (H 2)

 SZing'ttisoita tenutlfolt;ct var. atoa (H 1)

 atrex pumila (H 2)
 Lethnitzia anandrica (H 2)
 Empaorium chinense var. sinrplicijblit(m (H 2)
 IZbzti'inin 'vtlllosa (H 2)

 Achillea ptarneica var. macrocephala (E[ 2)
 Ricris hieracioides var. glabrescens (H 2)

 Hteiucium umbellatum var. juponica (H 2)
 A4btaplexis j'(rponica (H 2)

 Erigei'on annuzts (H 2)

 HsLPe7'icum ei'ectufn (H 2)

 Celastrus oi'biculatus (H 1)

 Loniceiu caerulea var. enrphyllocadyx (H 2)
 Last?"ea the(){IS)teris var. pubescens (H 2)

 JIcysimachia vuiguri'is var. dd･vui?Ica (H 1)

 h-is ensata var. spontanea (H2)
 Zlcycopus maackianus (H 2)
 Illantago canttschatica (H 2)

 Lttxula capitata (E{ 2)

 Agrostis alba (H 2)
 13cei'is dentata (H 2)

 ,2:l2yd7ungea Paniculata (H 2)

 Lobelia sess･il'iji lia (H 2)

 IZo,copus uniforus (H 2)

 fetasit'es j'aPonicus var. giganteus (H 2)

 biula salilcina var. asiatica (H 2)

*7-aiuxacunt qfficinale (H 2)

 Rumex acetosella (H 2)
 Senecio cannabijCblitt.' (H 1)

 Gnciphaliunt aL19ine (H 2)

 Geum y'apon･icum (H 2)
 Viokt sp.
 Aiulia eldta (H 2)
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'i` Naturalized plants.
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滋モギ，オトコヨモギ，ナワシロイチゴ，アレヂマツヨイグサ，コガネギク，ヤチヤナギなどがある。また後

看は旧砂丘上にみられ，ススキの著しい減少以外に荊者との種構成上の大きな差異はない。ここでは特にユウ

ゼンギク，アレヂマツヨイグサ，セイヨウタンポポ，ヒメスイパ，ヒメジョオンなどの帰化雑草の増加が穣立

つ。長1＝晩種数は9～22種でスタンド間の変動が大きい。

　　　　　　　　　　　　　IV．　考察と結論　　Discussion　and　Conclusion

　　勇払湿原より記録された植物群落は，以下に要約されるように，自然植生51基群集，代償植生10基群集

である。

L　自然植生

　A．　水生植物群落

　　a．　沈水植物群落

　　　1．セキショウモ・クロモ基群集

　　　2，エゾノヒルムシロ基群集

　　　3．エゾノヒルムシローフトイ基群集

　　　4．ナガバノエビモ～ガマ斑基群集

　　b．　浮菱植物群落

　　　5，　ヒシ群集，ヒシ董群集

　　　6，エゾノヒツジグサータヌキモ基群集

　　　7．ジュンサイーエゾノヒルムシロ基群集

　　c．　挺水植物群落

8．

9．

1G．

11．

12．

13．

14，

15．

コウホネータヌキモ基群集

マコモーエゾノヒルムシロ棊群集

ミツガシワージ鄭ンサイ基群集

フトイーヒメハリイ基群集

フトイーミズドクサ。スギナモ基群集

フトイ優群

スギナモ優群

マコモーキタヨシ群集，キタヨシ優群集

B．　沼沢湿原植物群落

　16．　ヒメハリイースギナモ・ミズドクサ基群集

　17．　ヒメハリイーアオコウガイゼキショウ基群集

　18，コイヌノヒゲ・（エゾホシクサ）一エゾサワスゲ基群集

　19．エゾホシクサーアオコウガイゼキショウ基群集

　20．　ミカヅキグサーイトイヌノハナヒゲ基群蘂

　　21，サギスゲーヤチスゲ基群集

C．　低麿湿原植物群落

　22，ヤラメスゲーオニナルコスゲ基群集

　23．ヤラメスゲーイワノガリヤス基群集

　24．オニナルコスゲーアゼスゲ基群集

　25．アゼスゲーアオコウガイゼキショウ基群集
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　　26．アゼスゲーミズドクサ基群集

　　27。　ムジナスゲーサギスゲ基群集

　　28．ムジナスゲーツルスゲ基群集

　　29．ヤチヤナギームジナスゲ群集（新）

　　　一1．ムジナスゲーオオイヌノハナヒゲ基群集

　　　一2。ムジナスゲ優轡集

　　　一3．ムジナスゲーイワノガリヤス基群集

　　　一4．ムジナスゲーッルヨシ基群集

　　30．イワノが夢ヤスーエゾノレンリソウ群集（新＞

　　　4．イワノガリヤスーヤラメスゲ基群集

　　　一2．イワノガリヤスーツルスゲ基群集

　　　一3．イワノガリャスーヒメシダ基群集

　　　㎝4．イワノガリヤス優群集

　　31．　キタヨシ群集

　　　一L　キタヨシーヤラメスゲ基群集

　　　一2．キタヨシーアゼスゲ基群集

　　　一3．キタヨシーイワノガリヤス基群集

　D．　ミズゴケ湿原植物群落

　　32．ヒメワタスゲークシノハミズゴケ基群集

　　33．ヒメワタスゲーオオミズゴケ基群集

　　34．ヒメワタスゲーワラミズゴケ基群集

　　35．ヒメワタスゲーエゾイソツツジータチサヤスギゴケ基群集

　　36．ノジウツギーヒメシダーワラミズゴケ基群集

　8．ヤチハンノキ林

　　37．ヤチハンノキーイワノガリヤス基群集

　　38，ヤチハンノキーキタヨシ基群；集

　　39．ヤチハンノキーキタヨシーヒメシダ基群集

　　40．ヤチハンノキーヤチヤナギーワラミズゴケ基群集

　　41，ヤチハンノキーヤチヤナギーヒメシダ基群集

　　42．ヤチハンノキーホザキシモツケ基群i集

　　43．ヤチハンノキーエゾミヤコザサ基群集

II．代償植生

　F．低木群落
　　44．ヤチハンノキ・ノリウツギーススキーヒメシダ基群集

　　45．ヤチハンノキ・ノリウツギーイワノガリヤス基群集

　　46．ヤチハンノキ・ノリウツギーススキーウラジロタデ基群集

　　47．ヤチハンノキーウラジロタデ基群集

　　48．ヤチヤナギーエゾイソツツジ基群集

　　49．ヤチヤナギーエゾサワスゲ基群集

　G．　草本植物群落
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50．

51，

52．

53．

イワノガリヤスーヒメシダ・ユウゼンギク基群集

ススキーナワシロイチゴ基群集

ウラジロタデーススキ基群集

ウラジロタデ優群集

　　以上のA，C，　Eの群落は，北海道低地に発達する沼沢，低層湿原植生の最も～般的なものである。湿原

域に分布するヤチハンノキ林は北海道低地植生の縮観を代表する特色ある群落の1つで，樹高2～3mのヤチ

ハンノキの他にナガバヤナギ，イヌコリヤナギ，エゾノバッコヤナギなどのヤナギ類やホザキシモツケ，ノリ

ウツギなどの低木類とキタヨシ，イワノガリヤス，スゲ類などの草本植物の混生した景観は，ヨーロッパに広

く分布する“Carr”の植生に対応するものである。勇払湿原は夏～秋の降雨と海霧による地下水位の上昇，

冬～春の寡雨による水位低下という季節的な水位変動のもとにあるため，これらの群落の成立と持続を容易に

し，また高層湿原への発達を抑制している。とくにヤラメスゲ群落やオニナルコスゲ群落のような大形スゲ類

群落の存在のでみなく，イワノガジヤスーエゾノレンリソウ群集やキタヨシ群集およびヤチハンノキ林の存続

の条件は，季節的な水位変動に加えて，増水勝の沈泥作用も主要な田子の1つである。

　　ムジナスゲ群落もまた典型的な北方型スゲ類群落の1つで，北海道海岸低地湿原の植生を特色づけるもの

である。既述のようにムジナスゲ群落に関する研究は，我圏では余りなされていないが，我国のムジナスゲの

母物であるオウシュウムジナスゲCαノ槻Zα5’06αア♪αを中心とする群落は，1952年，C．　V．　Berghenによって

まとめられ，Caricion　lasiocarpae琴洋団が新：記載されている。この群圃の中には2群集，オウシュウムジナス

ゲ群集とヒメカイウ群集が記載されているが，彼の提繊した組成表で前者の成立立地条件をみると，構成種類

において相互に共通するものがみられる点，また立地的にはエゾノヒツジグサの繁茂するような池沼が存在す

る場合には，陸上植生に対し1群集侮eleocharetum　multicaulis）をおいてCaricetum　lasiocarpaeカミ成立

して，やがてαα磁〃πノμα溶63∬へと席をゆずっていく。弼し，池沼が浅くなるとその初期梢はミズゴケを

伴って浅水中に侵入したり，ミズゴケで覆われた浅水中に，丁度Caricetum　limosae（ヤチスゲ群集）と同様

に成立することも可能であり，1蹴こはCarlcetum　llmosaeと並存することもある。このような点からオウシ

ュウムジナスゲ群集は，挺水植物群落から湿性植物群落としての行動様式をもっており，丁度移行的な位置を

占めるとされている。勇払湿原および十勝生花苗湿原から記載したヤチヤナギームジナスゲ群集は，多分に，

BerghenのCarlcetum　lasiocarpaeを想起させるものであり，サロベツ湿原より記載したヒメカイウーミツ

ガシワ群集との関連性をも含めて，今後に検討の余地を残している。

　　BおよびDの群落の大部分は火山灰を基盤とする貧養沼沢湿原の植生であり，勇払湿原の申でも，もっ

とも特色ある群落である。これらの群落の主筆布地である柏原および静川台地の各湿原は，前鞭6）において詳

しく述べたように，周辺台地の森林域からの浸繊水と降口によって酒養されているもので，気候要因の影響も

多分に受けて，地下水位の黍節的変動を生じている。さらに極めて勾配の小さな地形基盤と厚い泥土の堆積は

水を停滞させる主要な照子であり，現存の植物群落の構造と機能は，これらの複罰した要悶のもとに維持され

ているものである。

　　火山噴出物の基盤上に形成された貧養沼沢湿原を含め，沼沢からはじまる遷移の初期段階，すなわち沼沢

湿原から低層湿原に至る植生の推移過程については報借も少ないので，次に前報16β6）の柏原東湿原（本稿では

勇払湿原K：地区）と勇払湿原体稿では勇払湿原Y1～8地区）の中心部で行なった，「地形，土壌断面と植生

の分布」の解析結果を再録し，植生の分布や配列を規定する環境条件と群落の発達過程について論議を加える

ことにする。F三g．4は，“柏原”谷湿原のライントランセクトの結果を示す。図のAは湿原の北西部ミズナラ

林の林縁から，湿原中心部を縦断して南東部の大沼に至るラインであり，またBは南西側から東側への横断礪

である16）。湿原の基底面は北西方向より南東方向に緩く傾斜している。大沼の水深は減水期で40cm内外，
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 Fig. 4. Profiles of topography and soiL and distributional pattern of plant communities at K-research divislon (Kashiwabara valley
         mire) of the Yufutsu mire. A:a line-transect directed from NNW to SSE. B:a line-transect from SSW to NNE
Community t.ypes; E-40: Alnus j'mpon.ica var. a7g'itta-fidZyrica gale var. tomentosa-SZ)hagmtnt sttCuF}itvttm soc., D-34; Sbbptts hredsomlantts--
Sphagnttm suby(}tlvum soc., D-35: Sci7:t)us hudsonianus-Ledum palustre var. di'versipilost{m-klytt'ichum j'ttniperinzciit var. gi'acilitts soc., B-20:

Rbynchospoiu alba--Rlryn. foberi soc., I)-33: Sci7)bus hudsonianus--Sphag'num lt)alustre soc., B-21: Eriophorzt]n gjucile-Cai'ex limosa soc.,
    1]btamogeton hetei'ophyllus soc., A-10: Mbnyanthes trijbliattz--B7usenia schreberi soc., A-7: B7usenia schreberi-.Pbtainogeton hetei'o-A-2:
phpallus soc., E-38: /llnus j'oponica var. a?g'uta-.Ill}7ngmites communis soc., A-6: AIy2iiphaea tet7ugona var. tetragona-UZi'icularia j'aponica soc.,
C-31: RJV.iugirtites coinmunis assoc., E-43: 2<{lnus j' mponica var. a7"gitta-1)rLiugntites communis soc., 9UERCUS: C2ttercus crisptela forest.

                                                              (based on Ito, et al., 1978 and modified by Tachibana)
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増水期には70Cm以上に達するものと思われ，また腐泥堆積量は30　cm以上である。沼の植生はジュンサイー

エゾノヒムルシμ棊群集が優勢で，沼縁にミツガシワージ。しンサイ基群集の帯状分布をみる。灘原の中心都は

ほとんど勾配がなく泥土が厚く堆程1し，ここではミカヅキグサーイトイヌノハナヒゲ基群集が圧倒約に優勢で

ある。泥ニヒの堆積量の差異から地田面に起伏が生じ，滞水凹地にはエゾノヒルムシ四切群集，凸地にはサギス

ゲーヤチスゲ基群集，ミカヅキグサーイトイヌノハナヒゲ基群集が分布している。羅原北西部の緩斜地ではミ

ズゴケ堆の発達が著しく，ここには低い隆趨部を構成づ幅るヒメワタスゲーオオミズゴケ基群集とヒメワタスゲ

ークシノハミズゴケ基群集および高い隆起部を構成するヒメワタスゲーワラミズゴケ基群集とヤチハンノキー

ヤチヤナギーワラミズゴケ基群集が分布し，泥土の堆積の厚い湿原中心部ほど低い隆起部が多く，周辺部ほど

高いものが多い。つまりミズゴケ群落は湿原周辺部から中心部に向って侵入し分布域を拡大している。この様

子を図示するとFig．5のようになる。これはFig．4のラインAの北西側基点より50　mの地点においてミ

ズゴケ堆の分散構造を調べた結果である。周辺部ではミズゴケ堆の生長と連合が顕著であり，次第にミズゴケ

のカーペットが形成される様子を知ることができる。これは沼沢湿原からミズゴケ湿原が形成される初期段階

を示す例として興味深い。

　　ミズゴケ群落地帯の泥炭層序をみると，底部の火山砂礫層の上に分解した植物遺体を含む黒色泥土が厚く

堆積し，その上に直接ミズゴケ泥炭が堆積している。したがって現存のミズゴケ群落は泥土上に分布している

ミカヅキグサーイトイヌノハナヒゲ基群集から遷移したことが明らかである。またミズゴケ堆の高さとその構

成種からみて，ヒメワタスゲーオオミズゴケ基群集やヒメワタスゲークシノハミズゴケ基群集が最初に成立し，
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生長のよいワラミズゴケが侵入して急速にミズゴケ隆起部が発達し高燥化したものと思われ，現在もっとも発

達した群落がヤチハンノキーヤチヤナギーワラミズゴケ群落である。泥土面からの高さが50cm内外に生長

したミズゴケ隆起部上には部分的にムラサキミズゴケの侵入もみられるが，金体的にはヤチハンノキ，ノリウ

ツギ，エゾイソツツジなどの木本類の侵入が顕著であって，ヤチハンノキの生長とともにヒメシダの繁茂，タ

チサヤスギゴケ，オオヒモゴケが増加して，ミズゴケ類は次第に消滅しミズゴケ堆の発達はとまる。木本類の
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根の発達とその働きで泥炭の通気性がよくなり分解が進み，ミズゴケ堆は次第に低くなり崩壊していく。周辺

部の鉱質土壌の影響を受ける部分ではやチハンノキ高木林に移行していくが，中心部では侵入したヤチハンノ

キは次第に消滅し，ミズゴケ堆は生長と退化を繰り返えしながら全体が高層湿原化していく可能性もある（Fig．

6）。このように柏原の谷湿原の場合には，冠水の影響の少ない周辺部では植物群落の推移速度が速いが，夏～

秋の増水と泥土の集積，冬～春の減水という季節的な地下水位の変動を受ける中心部一帯では極めて遅い。

　　Fig．7は勇払，　Y　1～8地区の中央部を約100　m幅で東西に横切るヤチハンノキ高木林帯をはさんで南側

（図のA）と北側（図のB）における，湿原からヤチハンノキ林に至る線状調査の結果で，地形・土壌断面と植生

の分布との関係を示している。南側湿原は南瀬方向にゆるやかに傾斜し，ラインの中心付近に起伏部があって，

その後～度凹地形となり再び勾配を増してやチハンノキ林帯に至る。緩斜地はおおむねイワノガジヤスーエゾ

ノレンジソウ群集によって占められているが，地表面には微細な凹凸の繰り耀えしがある為，凹地のヤラメス

ゲーイワノガリヤス基群集がモザイク的に介在している。キタ鐸シ群集もこの地帯の凹地四部にみられるが，

中心付近の緩斜地において優勢になっており，相対的に排水可良な立地が最適分布域であることを示している。

　　北側湿原の地形は金体的に開平であるが，ラインのほぼ中央に隆起部があって，それを境に北東方向と南

西方向に緩く傾斜している。北東側では地表面の起伏が大きく基点近くには深さ60cm，幅2m内外の流路が

走っている。この小流は湿原中心部を蛇行しながら南北に流れ，小沼に注ぎ，さらに旧安平川に流下してい

る。この地帯の停滞水位は流路の水位より約10cmほど高く，泥炭の集積による水位の上昇を示零する。南西

側では起伏も小さく半平であり，ヤチハンノキ林帯に向って徐々に水位が低下している。湿原周辺のヤチハン

ノキーヤチヤナギーヒメシダ基群集域では基底火玉灰土中に赤褐色鉄斑が介在し，水位の上下移動の大きいこ

とが窺われる。植生の分布も中央隆起部を境に大きく2つのパターンに分かれる。北東側では地表面の起伏に

対応した植生の配列がみられ，流路を除く凹地や流路辺縁の低平地にオニナルコスゲーアゼスゲ基群集とヤラ

メスゲーイワノガリヤス基群集が分布するのに対して，聖地ではイワノガリヤスーエゾ／レンリソウ群集が優

勢である。一方，南西側では四域的にヤチハンノキーヤチヤナギーヒメシダ基群集が分布している。この低木

林は直径1～2mの集落を作って斑状に分布している為，集落と集落との間は地表流水の侵蝕で溝状凹地が形

成され火1⊥灰土が露出している。この過湿な火山灰年上にはコイヌノヒゲ（・エゾホシクサ）一エゾサワスゲ基

群集が成立している。そしてこの群落とイワノガジヤスーエゾノレンリソウ群集との移行帯にはヤチヤナギー

ムジナスゲ群集の分布をみる。北側湿原（B）にみられるような植生分布の相違は，土壌の断面構造の違いによ

るもので，北東ではスゲ泥炭層が厚く，南西側ではこれを欠除し，神門噴出物の堆積層になっている。

　　勇払中央部における現在の湿原のはじまりは，土壌断爾から明らかなように火山噴謁物を基盤にして低凹

地に水が溜りヨシ沼沢地が形成された時点である。その後再び火山降灰の堆積の後，地形の起伏に対応して，

水深の浅い凹地にはヤラメスゲ優群集やヤラメスゲーオニナルコスゲ基群集が成立し，流路辺縁や排水可良な

緩斜地にはキタヨシ群集が成立して再び湿原形成がはじまったものと推察される。頻繁な沈泥の影響下にある

低平地では，北側湿原にみられるように現在でもヤラメスゲの優勢な群落期が持続しているが，その影響の少

ないところではイワノガリヤスの侵入によって泥炭の集積が進み，野薄的に水位が低下してイワノガリヤスー

エゾノレソリソウ群集に発達している。Fig．7には表現されていないが，本線状調査区のさらに北東方向には

高燥化したイワノガリヤス泥炭上にヤチハンノキの侵入がみられ，ヤチハンノキーイワノガリヤス基群集に発

達した場所もみられる。

　　また前節で述べたように勇払湿原には大小多数の池沼があり，多様な水生植物群落が分布している。これ

らの沼の中には沼岸より植物遺体が集積し次第に淵水面が狭ぽめられているものもある。池沼の陸化初期の遷

移系列は，水深や底質によって異なるものと推灘されるが，沼岸部における泥炭層序や遺体分析を行なっていな

いのでここでは言及できない。調査地に分布する主な池沼について植生の帯状分布構造を図示するとFlg．8の
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R1り㍑ん。砂07・αα1∂‘乙訳1砂ノκん。ψoノ㍑ノ滋∂6ノゴsoc．，　B－21：Eノ脅ガoρ1zoノ”♂〃ノ’8『1η‘ゴZ召一Cαノで画期30∫α

soc．，　C－22：Cαノ耽むら・〃∬ゐ5，召ど℃α触君η85～‘α’・どαsoc．，　C－27：Cαノ郡ん・’4溜ノ瞬乃檀吻ゐ・7wπ

9／u6だ6　soc．，　C－25：Cαノr6謬　〃乞ππ∂6／9かか」ππ6κ∫ρα1）潔♂05κ∫　soc．

ようになる。この図は植生調査資料と1／2，500植生図を参考にして作成しているので，個々の群落の水深に対

する分布の上限と下限を正確に表現するものではないが，各池沼の水深に対応した帯状配列パターンと個々の

灘落の環境傾度（ここでは水深と廠質〉に対するおおよその分布幅を示している。構成群落の類似性から，勇

払・弁天沼グループとその他のグループに分けることができる。これは主として底質と沼底傾斜の桐違による

もので，蒲者では底質は砂質土，沼底傾斜はゆるやかで遠浅になっている。ここでの中心群落は，ヒメハリイー

アォコゥガイゼキショウ基群集，ヒメハリイースギナモ・ミズドクサ基群集，スギナモ純集，フトイ純集，フト

イーーミズドクサースギナモ基群集，フトイーヒメハリイ基群集，エゾノヒルムシローフトイ基群集など，ヒメ

ハリイ，フトイを優占種とする群落であり，帯状分布構造は図にみられるように多少の場所的差異がある。後

者の底質は主として泥ヨニで，沼底の傾斜は沼岸部でやや急斜地となる。後者ではさらに水深2m以上の三ヵ月

沼，平木沼グループと水深！m以下の朝臓沼，粕原，安藤沼グノレープとに分けることができる。ウトナイ沼は

両者の中間的存在である。三ヵ月沼と平木沼では大都分が浮葉植物群落で構成されているのに対し，朝日沼の

グループは，マコモーエゾノヒルムシロ塞群集，コウホネーータヌキモ基群集，ミツガシワージュンサイ基群集，

ガマーエゾノヒルムシ1コ基群集など多様な挺水植物群落の禺現によって特徴づけられる。浮葉植物群落から挺

水植物群落への帯状配列パターンは図に示すように省池沼毎に異なり一様ではない。水深傾度に対してもっと

も分布幅の広い群落は，エゾノヒツジグサーータヌキモ基群集で，10～200cmの広範囲に及ぶ・　ヒシ群集は80

cm以上に達しないと成立しない。沈水植物群落のエゾノヒルムシロ基群集は20～60cmの比1咬的浅いところ

に分布しているが，砂質土から泥土まで底質に対しては分布幅が広く，調査地内の全池沼に出現している。

　　沼爆を構成する陸上植生も上記の池沼グループ毎に異なる。すなわち，勇払・弁天沼グループでは，ヤラ



  8
l'i:

  n

Silt

     g
     s.
     la     )     m     ).
     n
 ''I･ q
 o/ in     -..i:l' 'g･

:･ g

 Mv' Q
     g
     ny
     a･

     q     tr
     an    /o     ,n

kEi

 & Sand

cauton-
riduta see

   ----",[rtoeauton- l

l J･papiUosus

I soc,
1
 L.r......um-ww

r -T'
l

  Eriophorum-
I c.timosa soc

L .-
KIilii/ilbhle'li.[s'tt

F[iliilil/',s'li2sr,.,,

rrr
:

 Rttynchospora

 atba-R.faberi
       soc,

fi--

   '-'-i'

rwwtttt"' ttLt'

 C koidzumii
 Eriopherum

1 Fll

me
gllljntanu

hagnum
atustres e

S.hudsonianus
Sph. irnbricatum

       so

   l

si

k-

 s.g

'= :Lrmww

ti tm

 =rttttt   rangea- ]l

   trea- ij'
    subfutvum I･
t.soc:..mm,[.ll'

 ' i""i･ ;t4'l/ l,""''''''"

.i :i, ,e ni .,... ...

 i l' lf'-r')'il l'Erasenia

Ii 11i /i, illi.e"81.til.i'i

 1 :･)t ry ･
, S ltil, Po'am,z,"lenT

 1i iF ,1..=L".... .m..

High 4s

b(ymphaed-

Utricutariasoc,

Potamogeton

      soc.

lr

L

iE

v
i
l

Si
gi
?I
  l
  I
  I
  ll

i-'mrmTiIg',g-

                II ra o
                I･ I･ gg
 schoenoPteCtUS SOC' li : X'-.'

    potainogel//';"=""'-fi ;/ Iti Cth

    praetonguoscT lll･l

           ..........t[LrmiiL

Menyanthes-
Brasenia soc.

Ilii2i･si'ltEllth/'gt:i-i

L..rm

r･ """"' wwr'-"1
l, schoenoptectus- 1

FEIeocharisIi kamtschaticasoc.:

M [.,/.･.tt･r･$'Il{iXl

s, ;'eiaakagetln sl･lj"'[

t".iBtt,,,r,tgL-;-

Polytrichum
 juniperinum $oc,

L

llllilm

I'

iL.

....=.::t:l"ww'

koictzumii-

pseudo-
euraicaSOC- l

          l
"}II

b9g}
℃ g'

}s
ta T
'"
.n

  )pggl

 ts s
maso.aV

  =

               F                   E
   C.koidzumii- I
   Catamagrostis ll
          soc. Il

iMyric
koo

,rdga.IA,fi.ptum i'

                   /

           wn
 Carex
 tyngbyei

L    consoc,
 -==.-.t-t==--"-mmL]

 Phragmites
 communis
    consoc,

 .....mm...---.-i

unbergii-

piUosus soc

ue
 sicaria-
 wwu.nbergiiEOTt,

 ngbyei-
vesicaria

 agmites
 ngbyei

  I---------------･-------1

  i
I/, taalahmYraeg-r'ostidetum

i[lang$dortfii l,
  'irm1".agmites-

  '  ,Calamagrostis /
  ' soc, l-

       . Peai
L-I,r I

  ifi t,i,",r".iS2al-.. I/

           soc･ li

                   i
                  tl
  i:=:'=r.//--/.ll-..rr/g

      Atnus. /,
      dyrica- ,
  1 tastrea tt/
  i sec･ 111,
                   '                  1/  /---------- --･ ----ll1 l

  ""'A'inul'1'' -"-Ii

FL .. c":amagro,s,t',s ji

   ts
   g

   ;t･

   g

   :.

   g

   e   ar i

   '     '   in   b'   ".
   n   tor' T   o     il
   g i, Alnus-
   it. ij1rgsamSgn-dasgr.u,m.JI

      i   th lo ･i
 ] .n ,,t

 III ,     il '     il Atnus-
/r ,C-rhynchoptv,sa
 i''E soc, I ii
 'b L....J･r

Lo w

.C"

g mo=

Rg
3

Jr

l

cthunbetgn- 1

Equisetumsec

liii!l

IIillEEI}lr'

agmites-
 eudocuraic
      so

ff Lzz

spa

C,tyngbyei-
  amagrostis
      soc.
    -..tr-
 gmttes-
  nbergtt
   soc

 WATIR LEVEE

pattern of the

  substratum.

u      Atnus-
      Phragmttes

Lww-rl

' i'
in relation

/llt

l

g
$
li

i
2

Fig. 9. The distribution

to iN'ater level and

plant commumtles in the Yfifutsu mlre

st
pa

fi

mp

Lvik

$
pa
[#IS

ss

t
qll

 " ooo
 "



勇払湿原の植物生態学的研究 75

メスゲー冗用ナルコスゲ基群集，アゼスゲーアオコウガイゼキショウ基群集，ムジナスゲーサギスゲ基群集，

キタヨシ群集など，スゲ類群落が中心となる。それに対して朝日沼，柏原など谷湿原グループではやチヤナギ

ームジナスゲ群集，ミカヅキグサ～イトイヌノハナヒゲ基群集，サギスゲーヤチスゲ基群集であり，鼠ヵ田沼

グループではキタヨシ群集が圧倒的に優勢である。沼岸の陸上植生は陸化系列の推移方向を予測させるもので

あるが，Fig．8にみる限り，沼沢から低層湿原への遷移の初期段階には，水深，季節的水位変動，泥土の沈

積，泥炭の集積速度など立地環境の場所的な差異が大きい為かなり複雑な過程を経るもののようである。

　　以上の結果と論議のまとめとして，Fig・9には勇払湿原より記載された全自然植生の環境傾度に対する分

布パターンを模式的に示した。

　　　　　　　　　　　　　　　　　V．　摘　　　要　　Summary

　　1．北海道胆振地方東部の低地に発達する勇払湿原の群落分類を行なった。また湿原の一部に線状調査区

を設けて，地形・土壌断顧と植生分布との関係を解析，記述し，湿原の成立と維持および植生の鑑移過程につ

いて論議した。

　　2．本湿原の群落分類の結果，水生植物群落15基群集，沼沢湿原植生6基群集，低層湿原植生18基群集，

ミズゴケ湿原植物群落5基群集，ヤチハンノキ林7基群集を認めた。また代償植生として，低木植物群落6基

群集，草本植物群落4基群集を記録した。

　　3．十勝海岸の生花苗字，湧網沼および長節電とその周辺に発達する沼沢湿原より得られた植生標本資料

を撫えて比較検討の結果，本湿原からヤチヤナギームジナスゲ群集とイワノガリヤスーエゾノレリソウ群集を

新記載し，その分布と群落横造の特徴について記述した。

　　4．地形・土壌断颪と植生分布の関係から，火山灰を基盤に発達した勇払湿原の形成過程を考察した。

　　5。土壌麟序の解析，ミズゴケ堆の形成過程および現存植生の種類組成から柏原地区の植生遷移を推定し，

谷湿原の成立基盤の特異性と貧養沼沢湿原からミズゴケ湿原への発達初期の特徴について論じた。

　　6，土壌調査の結果と主な池沼の水生植生の帯状分布構造から，湿原植生全体の環境傾度に対する分布パ

ターンの模式化を試みた。
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                                      Summary

   In the present paper, the aut}xors dealt with syntaxonomy of mire vegetation, ancl the relation-

ship between distribution of plant cemmunities classified and habitat conditions in Yafutsu Mire,

in ?rovince of Iburi, Central Hokkaido. Ythfutsu Mire, which is sometimes called "Yafutsu Genya"

in Japanese, is situated at 42040' NL and 141045' EL, and extends about 8km in the N-S direction

and 10km in the E-W direction in its dimension. Topographically, most of the mire vegetation

is found on a fiooplain developed in the tributaries of the Abira and Yafutsu, and some is found

on the fiat bottom of vaileys at Kashiwabara and Shizukawa plateaus, In landscape, the present

mire is characterized by having several pools and ponds, some of which attains 2-4 m in the max.

depth. 'I'ncreasing human interferences such as the river improvement works, manufacturing

industries, agricultural activities, lancl reclamation etc. have damaged the rnire vegetation so

drastically that most of the vegetation has been destroyecl, deteriolated and modified considerably,

and that the rest of the original vegetation is on the brink of ruin.

   The classification of plant communitles was based upon the principle o'f the Sociation-Associa-

tion system. Fifty-nine sociations (including consociations and facies) and five associations (includ-

ing two new ones) are recognized. Plant cemmunities classified are as foilows;

   A. Hhydrophytic eommunities: a･ Submerged plant community-1. the 'VLzllisneria astltica･

filydi'illa 've7"tillata soc., 2. the JIZ'btamogeton hetei"oph{yllus soc., 3. the I)btamo.creton heteimpdyllus-

Schonoplectus tabei'naem･ontani soc. and 4. the 1:]blantogeton Piuelongtt.s-7'bPha latijblia fragmen-

tary soc.; b. Floating-leaf communities-5. the Z"rapetum japonicae Ito, et al. 1970, 6. the Nynrphaea

teti'agona var. tetizxgz)na-Uti'iculai'ia 1'crponica soc. and 7. the Bi"asenia schi'ebeiAi-Pbtai)togeton

h.eteroph",llt{s soc.; c. Emergedplant communlties-8. the Mophajn juponicttm-UZ'rictrkw-ia 7'ctponica

soc., 9. the Ztlxanitt latijblia-Pbtaino.creton hetei"ophyllt(s soc., 10. the Adlvnblanthes trtlfbliata-Biusenia

schi`ebei'i soc., 11. the Slthoenoplecttes tabei?iaentontani-Eleochai'is kanttshatica soc., 12. the Schoeno-

plecttes tabei'naem.ontctni-Eguisetttm .fltt'viatile.ilil?t)tt･i'tls 'vuigui'is soc., 13. the Schoenoplecttts tabei'-

n.ae"tontani facies and 14. the Nl)ttut}ttris vttigzzrtls facies, 15. the Zizano-Phragmitetum Nakano,

1944.

   B. Marsh vegetation: 16. the Eleochai'is katiztschatica-Hti¥)ttrtls 'vutlguris.llguisettti]L fat･viatile

$oe,, 17. the 1!)laochanls kaijttschaiica-,fttnctts Papillost{s soc., 18. tlie Ei"iocaielon deconflorttm (-Ilrio-

catt,lon iitojtococcoit)-Cai'eaJ 'vii"idulcz soc. 19. the Ei'iocatr.lott monococcoit-Jhritci{s pciptlllosus $oc., 20.

the Rhlynchospo7u alba-Rh>inchospoi-a Ykebei'i soc., 21. the 1!:riophoi'ttiii･ s.iucile-Cai-ex limosa soc.

   C. Fen vegetation: 22. the Caf"ex lyngbb,ei-Ca7'ex vesicai-ia soc., 23. the Carex lyngbyei-

CalanzagiJostis langsdoiu71i soc., 24. the CaiAe:c wisicai-ia-Ca)"e:z; thunber,e,'ii soc., 25. the Cai'ejc th.un-

beig'ii-,innctts papillosus soc., 26. the Cai"ex thunbeigii-Egttiset'um j7hr.viatile soc., 27. the Cai'ex



78 eceeFil-eii ee4ts ng1icr. 1981

koidxtttttii-Ei'iophorutib giztcite soc., 28. the Cai'e:t: feoideantitl-Care:v Pseudbcuiiczica soc., 29. the

Myrico-Caricetum koidzumii (=the Myrico-Caricetttm larioearpae var. occultantis) Ko･ Ito et

Tachibana, assoc. nov. (1) the Carex koideumtli-Rh{ynchospom fouriei soc., (2) the Ca7-ex koid2umii

consoc., (3) the Cai'e:: feoidxui)tii-Calctmagrostis langsdoi:fiii soc. and (4) the CaiAe.x koidxumiil-

Rh7ugmites juPonica soc. 30. the LathyrorCalamagrostidetum langsdorffii Ko. Ite et Tachibana,

assoc. nov. (1) the Calantagt'ostis langsdoi:t7ii-Cai"e:: lyngbyei soc., (2) the Calam(rgrostis la'ngsdoi:t7ii-

Lastf'ea the4)af)tei'is var. pubescens soc. and (3) the CZilamag'rostis langscloi;t7ii con$oc., 31. the

Rhizrgmites contntuntls assoc. (1) the .}Vi,i;crg'iniltes commttnis-Ca7Aex (i>,ngbyei soc., (2) the .IZh.nigmites

convnunis-Care:x; thtutbeigtli soc. (3) the .l:Vi7i(zg'mites com.mttnis-Ccu'ex pseudocttiztica soc. and (4) the

Xlh.tzigtnites coJiti?tunis-Calantag2'otis lansrsdoi:l9ii soc.

    D. Moss vegetation: 32, the Scii?tts ht{dsontlanus-iSpha.o'nttm imbt"icatu.m soc., 33. the Scii?u.s

hu.dsoniant(s-sSPhagnu"t palusti'e soc., 34. the S(iilt}us httdsoniantts-kSphag'nttm sitbjhrl'vum soc., 35.

the Seii:pus httdsoniantts-Ledum t)alustiAe var.di･veiAsipilostim-h(yti4ichum J'unipei-tlnutit var. g?iacill･ius

soc. and 36. the Hydiujtgea panicttlata-Lasti'ea thel:yptei"is var. pttbesceiis-tSlet,hagnttm sulv`}itvu.iit soc.

    E AIder vegetation: 37. the Alntts juponica var. aigttta-1lh.izrg'iittltes commttnis soc., 38. the

f'llntts j'trponica var. aig"ta-Calajntrg'j'osiis lan.gsdoju}iil soc., 39. the Abuts j' apontlca var. aig'ttta-

1th7iagm･ites contntunis-Lasti"ea the4){pte7'is var. pubescens soc., 40 the -tkliitts .1'crponica var. aiguta-

M),i'ica gale var. tomentosa-kSlphagnttnt sttbjitl･vum soc., 41. the Alnus juponica var. tztg'uta-At(lyrica

gale var. t'omentosa-Lasti'ea the(y2()tei-is var. pet.bescens soc,, 42. the ."llntts J'aPonica var. aiguta-

[Spiiuea salicijblia soc. and 43. the Almts juponica var. ai:guta-Sdsa apotlensis soc.

   F. Substitute vegetation: a. Thlcket ancl Scrub- 44.the Alnusy'mpomlca var. aiguta.Hydiungea

Paniculata-Ad/iscanthtts siizensis-Lasti'etz thely1)tei'is var. pu.bescens soc., 45. the Alnus 1'aponica var.

a?g'uta.Jfycbung'ea panilculata-CJalamag'ivstils langsdoipti soc., 46. the Alnus v'aponica var. aiguta.

H'bldnzngea panicttlata-A4iscanthtts stlnensis-.Pblyg'onum wayi'ichilil soc., 47. the Alnus j'trponica var.

aig'uta-thlyg'onum weyi'ichitl soc., 48. the Mpui'ica gzzle var. tontentosa-Ledum palztstiv var. di'ver-

sipilosttm- soc. and 49. the Adly2Aica gale var. tomejttosa-Cai"ex vt3`id･ula soc. b. Herbaceous plant

communities- 50. the Calamagi'osttls lctngsdoi:ffii-Last7va the4yptet"is var. pubescens.Astei' novi-beigii

soc., 51. the A4iscantht{s sifiensis-Rubus pai'･vij(blitts soc., 52. the Miscaizthtcs sinensiyR)lygvnum

wayrichili soc. and the fo4yg'onum･ way?"ichii consoc.

   In thls classification, two new associations are proposed; the Myrico-Caricetum koidzumii

(=the Myrico-Caricetum lasiocarpae var. occultantis) Ko. Ito et Tachibana and the Lathyro'

Calamagrostidetum langsdorthi Ko. Ito et Tachibana. The former assoclation is characterized by

the predominance of Carex feoid2ttmii and Adl>prica gale var. tontentosa and the frequent occurrence

of some Sphagna and bog components. The latter is characterized by the predominance of
thlamagrostis lang:sclbilt9ii in association with Lathb,i'tts Palusti'is var. Pilosas, and the frequent

occurrence of Rubia 1'esoensis, .Lo,stlmachia t]ityrstl17btu, Cai'ex psettdocuiuica, Lasti"ea theigipteris var.

i)ttbescens. The two associations mentioned above might be the typicai communities cleveloped

in the boreal fen in Japan, and particu}arly clistribute commonly in }owlanchnires of central and

eastern parts of Hokkaido

   The alder thicket occupies the margin of the mire which corresponds to "carr" vegetation

ef the British Isles. The components of the thicket are mainly ;g･llnus j'aPonica var, a?gttta,

IFI6iugmites commtcnis, C)Zilantagivstis laitgsdoiffi, kSIZ)iittca .salict[fblia, ILII},cliuitgea paniculdeta, A･fyr'ica

gnle var. tomentosa and Lastrea the{[)ubteris var. Pttbescens. Il"he inire developed on fioodplains is

mostly occupied by various types of fen vegetation, The I7ii'agntites co,m･jnttnis assoc., Carex

4),ngllyei-C vesicaria sec. and C. vesiceria-C. thunbeigii soc. are found in the shallow depressions

at the shores of ponds and rivers, which are frequently submerged in early spring, while the

Lathyro-Caiamagrostidetum langsdorthi is found on the convex andfor moderately stoping sites of

the mire, which are saturated with water in soi}s. The Myrico-Caricetum koidzumii occurs usually
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area between the alder thicl<et and tlae Lathyro-Calamagrostidetum langsdorMi.

   The characteristic marsh and [SPhagnunt communities are mainly founcl at KashisKrabara valley.

In the center of the bottom of the valley, the Rdynchospoiu alba-R. .fa.bei`i soc., the Eriocat(lon

decenij7oi'um (.E. monococcon)-Cdi'e.v 'viridula soc., the E. 7Jtonococcon-,Jlr(nctts papillostts soc. and the

Eriophoi'ttm gnzcile--C. Iintosa soc. are established on thicl< muddy soils. Among them the first

community occurs on the slightly convex sites on whicli mosses remain accumulate and are mingled

with silts, the second and the third communities are on the depression and the fourth community

is developed around the shores of ponds.

   Many iSphagnttnt hummecks distribute sporadically on the margins of the valley. The Scitptts

httdsoniantts-Sphag?ittm imbi'icatune soc. ancl the S. httdsonianus-sSiph. palttstj'e soc. occur on lower

hummocks, and the S. hndsonianu･s-sSPh. sttb.f}tlwu･m･ soc. occurs on taller hummocks Moreover,

the S. hudsoiiiantts-Ledttm. x)alttsti4e var. divei"sipilostt.m-zpoi[lyti"ich'um .iunipet'iittttJt var. g'iucilltlus soc.

occurs on the summit of taller hummocks, ancl the Aljtus J'aPonica var. aig'ttta-Ac(),rica gale var.

tontentosa-:gph. stttlfitl'vunt soc. occurs on the summit of olcler ancl lower hummocks, which reflect

the final stage of the sSphag7zttijt hummocks in this mire vegetation.

   The clistribution of plant communities classifiecl is centrolled by the micro-relief, the seasonal

fiuctuation of underground water level and the sedimentation of mud carried in fiood,

   As a result of the eco-sociological analyses of the soil profiles and actual vegetation, it is

proved that most of the Yafutsu mire vegetation was originated from eutrophic reed swamps at

a $tarting point of the ter;restrial vegetation, and that the valley mire of Kashiwabara plateau was

originated from oligotrophic marshes which, had been cleveloped on the impermeable volcanic

ash aceumulated on the fiat bottom of valley.


